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  献辞


  父、子、聖霊に、
 そして
 母を亡くして悲しみに打ちひしがれている二人の息子、
 バイロン・ジョンソンとローリング・ウォルターに
 本書をささげる。
 息子たちは自分の悲しみを
 胸の中に気高く葬り、
 そして、
 この悲しみと孤独に満ちた長い八ヶ月の間ずっと、
 微笑みと、日の光と、慰めとを与えてくれたのである。


  



  前書き


  本書は、二、三の書き下ろしの説教も含んでいるが、大部分は、一八九八年十二月の間にオハイオ州のシンシナティで与えた説教の速記録から成っており、私の人生で最も過酷な試練の中から生まれたものである。「理想的なペンテコステの教会」を書いて、それを私の尊い妻にささげた時、私は夢にも思っていなかった。神に仕えるための次の本を、ほとばしる涙を流しつつ、長くけだるい昼と死別の悲しみで眠れない夜に用意することになろうとは。しかし、きわめて厳しい精神的苦しみに遭っている間、素晴らしいことに、神は私の魂を聖なる静けさの中に保ってくださったのである。


  本書の中にはきわめて強い表現もあり、極端に思う人もいるかもしれないが、私自身の魂の経験から悟ったものである。御霊の優しさにより、ただ目標を目指して私は本書を書いた。その目標とはすなわち、神が私自身の魂の中に燃え上がらせたこの炎のメッセージを、できるだけ多くの人々に伝えることである。


  かつて私には美しいどこも壊れていない家があり、年間千六百ドルの支援を受けていた。教会は火に満ち、三つの伝道団を運営し、一年中どの週も人々の大群が押し寄せて回心者たちが得られていた。神は私に語って言われた、「あなたがこのメッセージを人々に伝える速さは十分ではない」と。神は私たちに、快適な家を出て、二つの小さな部屋からなる狭苦しい界隈に移るよう要求された。そして二年間、妻と私はこの輝かしい救いを広めつつ、東西南北を旅したのである。


  しかし再び、御霊の御声が私に臨んだ。「あなたがこのメッセージを人々に伝える速さは、まだ十分ではない。また本を書きなさい」。そこで、私は再び本を書いたのである。「自分は主に従っただけである」というのが私の言い分である。「どうか主がこの真理を白熱したものにし、人々の心と良心の上に注いで、人々に罪を認めさせて救ってくださいますように」が私の祈りである。


  



  ロードアイランド州プロビデンスにて、一八九九年二月六日、セス・Ｃ・リース


  



  はじめに


  口述した説教と執筆した説教との間には、聞き手に及ぼす印象という点で、大きな違いがある。書斎に一人でこもって、意欲的な読者が自分の書き物を読むのを常に意識するとき、出版のための説教を用意する平均的な説教者は、きわめて注意深く、几帳面になってしまい、三段論法的かつ哲学的になってしまう。そのため、その説教はその運命――古本屋の十セント棚に並ぶ運命――に見合うたちのものになってしまう。説教を出版して、なおかつ、「御霊と力の現れによって」宣べ伝えられた講演が持つ有益さと痛烈さの大部分をその中に保つことは、可能なのだろうか？「可能である」とこの問いに答えられると、われわれは信じる。


  友人たちの熱心な願いにより、本書の著者は、自分の説教をほとんど改訂せずに印刷することを許可した。即興の講演につきものの荒っぽさや、火に満ちた心と能弁さから湧き出た言葉の絶叫するような激烈さや過激さは、みなそのまま残されている。われわれの中にはこれを喜ぶ者もいる……本書では、説教者の人格や癖はそのまま残されている。どうか神が本書に翼を付けて、東西南北世界中に本書を送り、豊かな無代価の救いを照り輝かせてくださいますように。


  



  バイロン・Ｊ・リース、一八九九年


  



  出版社による注記


  良書は、甘いぶどうでいっぱいのぶどうの木、食欲をそそる料理でたくさんの食卓、かぐわしい花で香る園、武器のつまった武器庫、約束と美の虹である。


  良書を読んでそれに心を留めるなら、それはあなたを幸いにし、養い、暖め、新鮮にし、休ませてくれる。良書を売り、貸し、与えるなら、それはあなたの代わりに宣べ伝えて、その著者たちの地位にあなたを立てる助けをしてくれる。「賢い者は大空の輝きのように輝き、多くの人を義に立ち返らせる者は星々のようになって永遠に至る」（ダニエル十二・三）。


  これは際立った形で本書にもあてはまる、と筆者は信じる。筆者は、この都市でなされた魂を勝ち取る著者の務めの間、これらのメッセージが天の火のように著者の口から発せられた時、その多くを聞いた。そして、それを出版するのを許してもらって大いに喜んでいる。すでにこれらの真理は、カルメル山やペンテコステにおける「天空からの火」のように、敵を狼狽させ、聖徒たちを喜ばせている。本の形で、これらの真理は、イエスが来臨される時まで、常に熱を増し加えつつ、輝き、溶かし、燃やし続ける、とわれわれは信じる。神とその民が本書をこのように用いてくださり、これまで以上の電流が流れるようになると、われわれは堅く確信しているし、また、そうなるよう熱心に祈るものである。


  



  Ｍ．Ｗ．ナップ
 シンシナティ、一八九九年二月


  



  第一章 天からの火


  
    「私は悔い改めのために、水であなたたちをバプテスマしている。しかし、私のあとから来る人は私よりも力のある方で、私はそのくつを運ぶ値打ちもない。この方は、聖霊によって、また火によって、あなたたちをバプテスマする。また、箕を手に持って、その打ち場を徹底的に清め、その麦を集めて倉に納められる。しかし、殻は消えない火で焼き尽くされる。」（マタイ三・十一～十二）
  


  火は、神によって選ばれた神の臨在と栄光の象徴である。旧約の経綸、イスラエルがパロの鉄の支配から解放される前までさかのぼると、神は燃え尽きない柴の燃える炎の象徴によって、ご自分をモーセに啓示された――これは全能の神の燃え輝く清める臨在の顕著な型だった。


  この型がイスラエルを広大な砂地の砂漠を通って導くのを、われわれは再び目にする。夜がどれほど暗くても、宿営がどれほど静まりかえっていても、眠れないイスラエル人は、自分の天幕の入口に行って、絶えず臨在している火の柱を一目見るだけで、気持ちを静めて恐れを和らげることができた。


  火は諸々の供え物と密接に関係していた。過越の小羊は火で丸焼きにされた。罪のための供え物は宿営の外に運ばれて火で焼かれた。平和のための供え物や肉の供え物は火と関係していた。神は明らかに、何回も示すことにより、この力強い象徴の意義を繰り返し強調することを意図されたのである。聖所での香の供え物では、粉に挽かれて混ぜ合わされ、金の香炉の中に置かれた甘い香料が、順番に燃やされた。甘い香りを主の御前に立ち上らせるためである。


  神聖な予型論者が火を選ばれたのには、多くの理由がある。火は物質界の中で最も印象的で力強い要素の一つだからである。火には常に、奇妙な説明のつかない神秘がある。火にすっかり慣れてしまったため、もはやあまり驚きを感じなくなる、ということは決してない。科学は炎の仕組みを解明しようとしてきたが失敗してきた。巨大なホテルや商売の区画が大火になると、あらゆる階級の人々の関心や注意を引き付ける。大群衆が、その顔に恐れに満ちた真剣目な表情を浮かべて、安全な距離から、恐るべき敵が人の業を破壊するのを見つめる。


  異教の国々の間では、火は常に迷信の対象だった。古代ギリシャとローマでは、聖なる火をきわめて注意深く警護した。その火を燃え続けさせる職務のために、人々が割り当てられた。聖別された祭司たちやウェスタの巫女たちが、祭壇から聖なる光が消えないように、細心の注意を払った。なんらかの災害でこの火が消えようものなら、その火が再び灯るまで、すべての国家行事が延期になった。その火を灯す方法は、ある人々が信じるところによると、天からの稲妻か、太陽からの聖なる光か、摩擦による火花であった。異国の大使は、国の議会に立ち入ることを許される前に、聖なる火の近くを歩かなければならなかった。花嫁は、新しい家に入る前に、聖なる火の前でおじぎをしなければならなかった。レッド・インディアンの酋長のサケムは、勧告を与えたり、公の訪問者を迎えたりする前に、キャンプファイヤの周りを歩いて三周した。ペルシャの火を礼拝する者たちは、太陽と炎を特に聖なるものと見なした。そして、火の中につばきを吐くことや、その前で不作法を働くことを、許されざる冒涜と見なした。今日、インドのパーシ人は畏敬の念をもって火を礼拝している。


  この物質宇宙の中で、火ほど価値あるものはない。われわれの太陽系の中心である太陽は、白熱した、炎を発する天体である。その炎は日食のときに見ることができるが、数百マイルの長さである。そして、黒点が現れるときは、たいてい同時に、北極のオーロラが並々ならぬ明るさになる。火は巨大な炭坑の中に貯えられており、産業界の手によって掘り起こされている。火は商業の車輪を回し、世界を巡る船のスクリューを回転させる力である。


  爆薬を素早く燃焼させることが、現代のどの戦争兵器でも肝心である。その恐るべき威力は、爆弾、モーゼル弾、殺戮砲からわかる。


  電気は火の一つの形態だが、十九世紀の生活にますます広く利用されるようになりつつあり、現代の仕事や活動のすべての方法を変革しつつある。電気が神秘の対象で、よくわからない恐るべきものだった時もあった。天空の稲妻が実際の力であることはわかっていたが、それがいつ誰を打つのかはだれにもわからなかった。だれもあえてそれを制御したり、利用したりしようとしなかった。しかし、フランクリンが凧と引き綱で雷雲からその火花を引き出して以来、科学は天を測るようになった。今では、子供でもこの巨大な力を無傷で利用できる。電気はわれわれの指先まで届いており、われわれの日常生活の中に溶け込んでいる。それを奇妙に思ったり、不思議に思うことはない。電気の火花がわれわれの呼び鈴をならし、時計を回し、コーヒーを挽き、灯し、あたため、車を走らせ、知らせを伝え、銀食器をめっきし、写真を写す。


  聖霊の火が神秘の対象の時もあった。時々しか現れず、カルメル山の山頂に飛び火したり、砂漠の後方で驚いているモーセの前方の茨に飛び火したりした。それはまた、ともしびや煙る釜として、次に、イスラエルの宿営の中に滅びの炎として現れた。しかし、キリストが栄光を受けてペンテコステが完全に到来して以来、聖霊はわれわれの間に住むことを確かに望んでおられる。信条や階級とは関係なく、はっきりと啓示されているいくつかの条件に基づいて、そうしてくださるのである。これらの条件が満たされる時、火が天の胸壁を飛び越えて下り、われわれを照らして清めるだけでなく、人生の道を進ませてくれるのである。


  火の働きの最も明らかな効き目は、清めることである。不純物が外側にあるだけなら、多くのものは水で清めることができる。しかし、内側に清めを要するものが混ざり込んでいる場合、それを徹底的に清めるには、火の強力な熱が必要である。貴金属はみな、利用に適したものとなるまで、何度も何度も火の中に入れられる。それで、霊感を受けた筆者はきわめて鮮やかな絵図を用いて、ペンテコステの力による聖霊の過激な清めの御業を描写しているのである。精錬業者が貴金属を溶鉱炉の激しい熱にさらすように、聖書が告げるところによると、天の主は信者の心に「上の部屋の溶鉱炉」の清めの課程を通らせるのである。


  「ピカピカしているものがすべて金とは限らない」は、イエスの多くの弟子にもあてはまる諺である。金の探求者が輝く雲母や黄鉄鋼に騙されることはあまりない。多くの自称クリスチャンの生活や性格の中には、光輝くものがたくさんあるかもしれないが、それは神や人に対する完全な愛という純金ではない。しかし、火にさらすなら、スズや青銅は損なわれ、銀は失せ去る。騒がしい自称クリスチャンたちの心の中からかなかすがすべてなくなるなら、ほとんどなにも残らないであろう。これは紛れもない真実である。御霊の火は、軽くて、籾殻に覆われた、貧弱なものを、すべて焼き尽くす。魂がペンテコステの炎熱にさらされる時、ぜいたくな読み物に対する欲求は消え去る。その時、人は神の栄光を読むことを喜ぶようになり、新聞などに対する以前の好みが永遠に自分から去ったことに気づく。


  聖霊による火のバブテスマにより、軽口や軽薄な振る舞いに流れる傾向も魂からなくなる。ああ、近頃の無駄口ときたら！ゴシップや馬鹿げた会話ときたら！ペンテコステはこのようなものをすべて滅ぼす。


  ペンテコステが常にもたらすもう一つのものは、寛大で寛容な精神である。すべてを共有するよう初期の教会を促した友愛の衝動や感覚が、このような経験を授かる時、今日イエスに従う者たちの中にも注入されて、貧しさの中にある兄弟と最後の一ペニーまで喜んで共有するようになる。この火はわれわれの諸教会の借金を焼き尽くし、われわれの教会の負債をたちまち解消する。聖められた人とケチな人が同一人物であることは決してない。聖められることは、精神の寛大さと寛容さを意味するのである。


  地域全体の道徳的雰囲気が霊的病で打ちひしがれている所がいくつもある。黒々とした不健康な沼地、巨大な湿地、果てしない沼沢地で、熱病と病と死の霧を発散している。全教会が「悪寒と熱」に苦しんでおり、少なからぬ説教者がチフスで苦しんでいる。この治療法は何か？天からの火である！


  少年の頃、私は父が「ガス」の充満した井戸を清めるのをよく見た。父は、鉄のやかんに白熱した燃える木炭を満たして、それを井戸の中に下ろした。汚れたガスが火を消しそうになることも時々あった。そのような時は、やかんを地表まで引き上げて、再び火をつけなければならなかった。しかし、必ず最後には火が勝ったのである。熱病に苦しむ地区や霊的沼地がいかなるものであれ、御霊の火が清めて健全化できないものは一つもない。


  火は、活気づけて命を与えるうえで、強力な要素である。人は大いに労苦して温室を造り、炉と暖房の装置を備え付け、多大な費用と労力をかけて数本の花を育てる。しかし神は、凍り付いて不毛な古びた地球を太陽のまわりに回転させ、氷と霜を溶かす契約を発布して、数百万の種を命に芽生えさせ、乾燥した砂漠を美しい園にされる。神は自然界でこのような諸々の奇跡を行えるのだから、どうして霊の世界でも行えないことがあろう？神は冷たい心を溶かして軟らかくし、薔薇のように花咲かせることができる。ああ、神の御霊の優しいあたたかさと輝きよ。神は死んだ霊を命に生き返らせてくださる。初期の世界の空しい水の上を覆われた方は、今日、死せる魂を抱いて命にもたらし、新しい存在にしてくださるのである。


  聖霊は神聖な命の与え主である。聖霊は説教者たちの説教に命とエネルギーを注入してくださる。そしてついには、それらの説教は輝かしい火と力のメッセージになる。聖霊は教会のまなこに新たな光を、教会の頬に新たな溌剌さを、教会の組織に新鮮な力を与えてくださるので、教会は神の使命の道を勢いよく走るようになる。


  火は強力な活気づける力である。神は自然界の途方もない諸々の力を創造された。神は稲妻、炭鉱、空気の潮流の中に、世界中の産業を営むのに十分な力を蓄えてくださった。この同じ神が、御霊のバプテスマの中に、無限の力とエネルギーを備えてくださっている。ここにこそ、神のすべての御業を完全に申し分なく成就するのに十分な備えがある。人の力で神聖な働きに取りかかるのはなんと愚かなことか！踏み車で自分の工場を営もうとする製造業者がいるだろうか？しかし、それにもかかわらず、数千のクリスチャンが、自分自身の非力な手で主の働きをしようとしているのである。科学は、ボタンを一押しするだけで、自然の力を起動させる。神の子供たちは、天空の稲妻を活用して、この世界における主の御旨を完全に成就する方法を、学ぶべきではないのか？


  アルキメデスは、シラクサ湾の船を焼いて、敵を打ち負かした。物語はこう続く。彼は、燃焼させるレンズを用いて、太陽光を集光して船に照射した。すると、船は炎に包まれたのである。われわれに必要なのは、神の力に人の必要を担ってもらうことだけである。そうするなら、敵の艦隊が灰燼に帰し、われわれの敵対者の諸々の計画が完全に無に帰すのを、われわれは見るだろう。


  神の助けがあるなら、どうして人に頼る必要があろう？神がわれわれの戦いを戦ってくださるのだから、どうして自分自身で戦う必要があろう？真の働き、なんらかの価値がある働きは、神の力の働きがなくなると、やんでしまう。これは事実である。人の活動や人の努力は無価値である。神が退いてしまわれるなら、大義は失われる。われわれが前進する必要はないし、ましてや、音量や情熱を増す必要もない――そうしたことにはどれも、なんの意味もない。


  野火や狂信から守ってくれるのは、ただ聖なる火だけである。モーセの杖は蛇に変わって、パロの魔術師たちの蛇を呑み込んだ。諸教会は狂信的な者たちで満ちている――霊性や絶対的敬虔さを恐れる、愚かで盲目な者たちで満ちている。


  無知なおしゃべりどもは、「聖潔を宣べ伝えることは狂信の沙汰である」としばしば言う。むしろ、聖潔を宣べ伝えることは、狂信を正す最大の方法である。聖潔は「愛と健全な思い」に満ちている。真に聖められた人は、素直で、おとなしく、求めにすぐ応じてくれる。


  聖なる火だけが、地獄の火から守ってくれる。ある秋のこと、私はインディアンの領地を旅した。その時、この平野で人が身を守る最善の方法はマッチであると私は教わった――大草原で火事が起きた場合、唯一の安全策は迎え火を焚いて前方の草原を焼くことなのだという。一度火に焼かれた所は二度と焼かれることはない、というわけである。ペンテコステのバプテスマは、可燃性の籾殻で覆われたものをすべて焼き尽くし、心を二度目の攻撃から安全にしてくれる。兄弟よ、聖潔か地獄か、聖なる火か地獄の火か、どちらかを選びなさい。


  火の柱は、イスラエルにとっては光だったが、エジプト人にとっては暗闇だった。それと同じように聖霊は、光を望む者たちに対しては鮮やかに輝く光だが、光を拒む者たちに対しては暗闇である。二人の人が同じ会衆席に座っているかもしれないが、一人は説教によって養われ、助けと祝福を受ける一方で、他方は頭を掻いて「わけがわからない」と言うかもしれない。その人にとって説教はちんぷんかんぷんである。御霊はわれわれの道を照らしてくださるが、われわれの敵を混乱させて困惑させられるのである。


  いかなる条件に基づいて、この火はわれわれの上に下るのか？この問いに答えるために、カルメル山におけるエリヤの経験に向かうことにしよう。明確な間違えようのない形で、ここにその条件が明示されていることがわかる。この預言者は、四百五十人のバアルの預言者と四百人のアシラの預言者が立ち会うべきことをイスラエルに要求した。主なるエホバの権威と神聖さに関する問題に決着をつけるためであった。エリヤは挑発して、自分の供え物を用意した。火をもって答える神を、すべての人が真の神と認めるようになるためだった。


  いけにえは一頭丸ごとだった。その雄牛は丸々一頭だった。われわれが自分を全く神にささげないかぎり、火による答えは決してありえない。心の中で少しでも保留するなら、この供え物の完全性は損なわれ、聖なる炎が下るのを遅らせることになる。「自分はすべてを祭壇の上に置いた」と多くの者が主張するが、それでもなんの答えも受けない。たいてい、そのような場合、祭壇から差し控えたものがなにかあるのである。一頭丸ごとの上に火を下すことを、神は約束された。人は、真に救いを欲するなら、その救いをすべて受けることができる。世界中どこでも、人々は自分の真の望みにしたがって神とその恵みを受けている、と言ってもかまわないだろう。


  エリヤの供え物は、人に対する依存から、全くかけ離れていた。人からのいかなる介入も阻止するよう、特に注意が払われた。「摩擦をうまく組み合わせることで、いけにえに火がついたのだ」と、だれにも言わせてはならなかった。分離する水が注ぎ出され、ついにすべてが水で湿ってしまった。次に、すべての人が祭壇から遠ざかって、火が出現した場合、その理由が全く人によらないことが明らかになるようにした。われわれは、人の支援や助けから全く離れ、火の到来を求めて全く神に拠り頼みつつ、自分を完全に祭壇の上に置かなければならない。


  いけにえは徹底的に神にささげられた。エリヤは引き下がって天を仰ぎ、この件をすべて神に明け渡した。われわれは、お願いや嘆願をする時、徹底的でなければならない。神がわれわれの交渉相手なのである。われわれが望んでいるのは、神に受け入れてもらって、聖霊でバプテスマしてもらうことである。今、われわれは自分を「教会」や「働き」にではなく、神ご自身にささげようとしているのである。神がわれわれを所有し、支配し、用いなければならない。そうでないなら、われわれは神の知恵に最もかなうよう、じっとしていようではないか。


  われわれは自分で個人的に求めなければならない。「私たちは（we）」「私たちを（us）」ではなく、「私は（I）」「私を（me）」という代名詞を用いよ。前者は曖昧模糊としていて不明確だが、後者は個人的かつ特別で、優れた効果がある。あなたの銃をすべて持って来て第一級の標的を狙え。弾を国中にばらまいてはならない。


  火が下った時、火はいけにえを焼き尽くしただけでなく、人々の間の偏見や疑いをも葬った。火の奔流を見た時、会衆は「主こそ神である」と認めてひれ伏した。これを人々に認めさせるには、神の力の超自然的示威が必要である。敵対的な群衆がわれわれのまわりにいて、エリヤたちを嘲り、神の預言者たちや働き人たちをからかっている。法律の制定、法律、信条、文化、金銭、機械、そのようなものでは、決してこの世を納得させられない。火をもって答える神だけが、この祝福に満ちた結果を達成できるのである。


  われわれには、講壇や会衆席の暗いろうそくを照らす火が必要である。われわれの総合大学や単科大学にこの神の火が下るなら、これらの学問の中心は燃えるリバイバルの中心になるだろう。その時、われわれの学校は、知識を頭に詰め込むことや悪人を訓練することに多くの時間を費やすかわりに、生徒たちの心を溶かしてキリストに似たものに造り変えることに多くの注意を払うようになるだろう。道徳的弱虫、騒々しい懐疑論者、蜘蛛のような足をした気取り屋やしゃれ男を輩出するかわりに、われわれの施設は内外の世界に魂を勝ち取る成功者の群れを送り出すようになるだろう。


  最後に述べたいのは、火は突然下るということである。火は稲妻のように駆け巡って、ささげられた供え物の上に下った。徐々に聖められる人はだれもいない。主はその聖なる宮に突然臨まれる。聖められたことを証しして立つ、言い尽くせないほど多くの人がいるが、成長して聖めに達したとか、徐々に聖めを得たと告白する者はだれもいない。どの事例でも、その御業は瞬間的御業である。なぜなら、神は偉大な神であって、大いなることを一瞬のうちになさるからである。主を賛美せよ。


  



  第二章 確立される


  
    「あなたたちと共に私たちを、キリストのうちに確立して、油塗ってくださったのは、神である。神はまた、私たちに証印を押して、私たちの心に御霊の保証をくださったのである。」（二コリント一・二一～二二）
  


  この御言葉が示唆している、とても輝かしい幾つかの思想がすぐにわかる。第一は「恵みにより」、第二は「確立される」、第三は「証印を押される」、第四は「油塗られる」、第五は「御霊の保証」、第六は「交わり」である。


  「キリストのうちに」あることは、深遠な特権である。初期の段階の救いは壮大である。救いは、人類の益のためにこの世界に臨んだ最大の祝福である。人々がクリスチャンになるその時は、永遠に祝うべき時である。あまりにも幼いときに回心したため、その時を覚えていない人でも、復活の時に思い出すだろう。われわれにはみなそれぞれ、永遠に祝うべき日と時がある。


  「キリストのうちに」あることには、通常考えられている以上に、遥かに多くの意義がある。キリストのうちにあることは、出入りする権利を持つ家の中にいることや、気ままに駆け込んだり駆け出たりできる洞窟の中にいることを意味しない。「キリストのうちに」あることは、手の指のような経験をすることである。ぶどうの木の枝のような絶対的合一であり、キリストに絶対的につながれることである。「キリスト教とは、着たり脱いだりできるものであり、居心地が良いときに着る緩い衣服のようなものである」と思っている、とても多くの人々がいる。しかし、後退して最終的に失われてしまうおそれが人々にある一方で、キリストのうちにあることには、平均的な思索家が考える以上に、遥かに多くの意義がある。そこで私は、今晩、次の事実を強調したい。キリストのうちに入ることは、われわれの神の家の中に「植えられる」ことであり、「私たちの主の家に植えられた者たちは、私たちの神の庭で栄える」のである。


  しかし、「植えられる」ことと「差し込まれる」こととの間には大きな違いがある。大部分の人は差し込まれているだけのように思われる。根付いている人はきわめて少ない。人々が神ご自身の御手によって植えられて、主の家の庭で実際に栄えるようになるのは、まれである。


  われわれは聖書にますます立ち返りつつあるし、人々が聖書に立ち返るよう祈っている。われわれは聖書からさまよい去ってなにかをしたりは決してしなかった。自分たちの「信条」や、「教理問答書」や、人が造った「信仰宣言」や「教義条項」からは、なにも得なかった。聖書からさまよい去って、頭脳が造り出したなにかに移ることによって得たものはなにもない。祖父たちの聖書に立ち返り、偉大な祖母たちの宗教を得て、彼らが「主の家の庭に植えられて」いた頃の昔ながらの聖書的経験をしないかぎり、われわれは決して「栄える」ことはない。


  どうか神が、これらの集会の間に、再生の良い明確な事例をわれわれに与えてくださいますように。再生を特に強調するなんらかの運動に加わりたいと、私は時々感じてきた。われわれは聖さを宣べ伝えてきたし、われわれの中には聖さを実践してきたものもいる。また、われわれは何年も何年も聖さについて証ししてきた。しかし、悲しむべきことに、聖書的再生の教義がなおざりにされてきたのである。そして、この途方もない再生、新生と義認の恵みの偉大さを知らない人が、数千人もいるのである。


  神は私たちのなかの数人を導いて、次のことを見せてくださった。この末の時代に、真の聖さを広めることに成功する唯一の希望は、この真理の初期の段階を強調することである。人々は良い始まりをしなければならない。イエス・キリストの中に根ざし、土台づけられ、据えられなければならない。兄弟よ、もしあなたが再生されているなら、あなたはあなたを天のエンジンに吊り上げて、永遠に結びつけてくれるものを持っているのである。そしてついには、かりに後退しようものなら、自分はなにかを失ったことを知って、それを惜しむようになるのである。とても多くの人々は、「後退」しても、なにも惜しいとは決して感じなかったのである。


  この御言葉の次の要点は「確立される」である。「確立する」という言葉は、聖めることと同じ意味である。つまり、人の心の中から、動きかねないもの、揺らぎかねないもの、不確かなもの、ぐらついているものを、すべて根絶・抽出して、今生における地獄の大砲の衝撃と、来世における恐るべき審判の検査とに耐えうるものだけを残すことである。われわれは、われわれを安定させてくれるもの――われわれを確立してくれるもの――われわれを直してくれるものを欲している。それをこの御言葉は示しており、主はそれをわれわれに与えてくださるであろう。全く聖められる時、こうしたどたばたや、よろめきや、震えは全くなくなり、もたれることや支えを求めることもなくなって、われわれに立ち向かう地と地獄の全軍勢に抵抗しうる心構えが生じる。この恐るべき時代、この不確かな時代、この風当たりの強い時代にあって、これがわれわれには必要である。今日、悪人どもはますます悪くなりつつあり、強烈な積極的人格の持ち主たちは、誤謬に満たされて、まさにわれわれの行路に自分たちを植え付けている。われわれには、悪魔が支配できないなにかが必要である。


  海に浮かぶ巨船といえども、暴風雨の海では、ふらつき、傾き、震え、揺れ動く。しかし、向こうの方に氷山が見える。この氷山は、押し寄せる大波にあらがって、動くことも揺れることもないのが見える。なぜか？氷山の九分の八は水面下にあるからである。氷山の水面からの高さが百フィートだとすると、その水面下の深さは八百フィートであり、氷山の大部分は、静止した、乱流のない、落ち着いた、静かな海水の中にある。そこでは嵐に掻き回されることはなく、水面の波の影響を受けることも全くない。もし神の民が、九分の八の地上部分を持つ代わりに、九分の八の根を持てていれば、彼らを揺り動かすには地獄の嵐が幾つも必要だっただろう。


  海を行く最上の小型砲艦は、ほとんど水面下にある。水面下に全く沈んでいる状態に最も近い船が、最も効率的である。われわれが望むのは、悪魔がその力をわれわれに対して完全に振るえる水面上に上がることではなく、水面下に潜ることである。水面下では、弾薬を装填して撃つことができるし、また、安全で、安定しており、しっかりしていて、固定されているので、波はただわれわれの上ではじけるだけで、全く無力なまま海に戻って行くのである。


  神はわれわれを落ち着かせることができる。今日、神のための奉仕だと思うことのために大いに働き過ぎるあまり、「落ち着く」時間がないように思われるとても多くの人々がいる。彼らには、根を下ろして、目に見えない地面の下に自分を埋める時間がないようである。かつて生きていたきわめて偉大な聖徒たちは、落ち着くための時間を常に取っていた。私はある聖徒を思い出す。この聖徒は、いつも一日に二時間祈り、他にたいへんな仕事がある日は、二時間ではなく四時間祈ったのである。しかし今日では、その日に他にたいへんな仕事があると、われわれは祈ることを時々すっかり忘れてしまう。われわれはあまりにも活発で忙しく、なすべきことをたくさん抱え込み、てんやわんやなため、ひざまづいてなにかが起きるのを待つ時間がほとんどない。しかし、立ち止まってひざまづき、なにかが起きるまで待つ方が、われわれにとって益であろう。


  私は時々、聖めの集会に行き、最初から最後まで耳を傾けて、なにかが起きるかどうかを見るために見回すのだが、なにも起きないことがよくある。そんなのはまやかしである。実際には、全く聖められた人を二十人集めるなら、必ずなにかが起きる。われわれが今日必要としているのは、たんなる告白や「出来事」（多くの「出来事」がある）ではない。われわれを落ち着かせてくれる、ある経験が必要なのである。そのとき、なにかが必ず起きる。ボタンを押して動力を起動させるなら、必然的に結果が生じるのである。


  この御言葉で次に気づいた点は、神はわれわれに証印を押してくださるということである。この「証印を押す」という言葉は、「認証すること」「承認すること」「証明すること」を意味する。例えば、政府は印鑑を持っていて、基準に適っている分銅や量りに証印を押す。政府はその大量の資産に印鑑やスタンプを押して、それが政府の資産であるとわかるようにする。どこでも「Ｕ．Ｓ．」という印を見るなら、その頭文字のついている物がアメリカ政府（Uncle Sam）のものであることがわかる。われわれは証印を押してもらわなければならない、と御言葉は述べている。われわれは天の政府のスタンプを押してもらわなければならない。神は、われわれが誰のものなのかを三つの世界に知らしめるために、われわれに証印を押すことを意図しておられる。


  さて、自分が誰のものなのか、あなた自身にもわかっていないなら、どうして神はその証印をあなたに押すことができよう？本物でないものを、どうして神は認証したり、承認したりできよう？われわれが、自分は絶対的かつ特別に全く神の所有であることを知るようになる仕方で、自分を神にささげないかぎり、どうして神はわれわれに証印を押せよう？神は決して証印を押せないのである。自分が絶対的に神のものであることがわかる地点に達しないかぎり、あなたは政府の印がないままうろついて、イエスの来臨を迎えることになるだろう。


  また、神は試されたことのない人々に決して証印を押されない。建造した橋を公開する前にその橋を検査するように、すべての人が試されなければならない。神は証印を押す前に、ご自分の聖徒たちを試される。自分の資質が十分であることがわかるとき初めて、神は自分に証印を押してくださる、とあなたは思わないだろうか？これがその意味である。神のスタンプは、われわれの資質が健全で堅固であることを意味するのである。また、われわれを解いて人前に出しても大丈夫なこと、そして、われわれの告白の正しさは証明済みであることを意味するのである。


  最も厳しい試験は、われわれが聖別された後にやって来る。私がかつて経験した最大の試みは、私がすべてを神にささげた後にやって来た。時として、われわれがすべてを明け渡すやいなや、試みがやって来る。試みがやって来るのは、われわれが大丈夫かどうかを証明するためである。大丈夫なことが絶対的に証明されるやいなや、「あなたは大丈夫です。あなたにスタンプを押しましょう」と神は仰せられる。どうか神が、証印を受ける用意の整った人を今晩起こしてくださいますように。神はここに押印機を持っておられ、この祭壇で幾ばくかの人々の上にスタンプを押してこられた。スタンプを押してもらう用意を整えるのに困難を覚えている人々もいることに私は気づいている。誰にスタンプを押すのか、神はとても慎重である。他の人々と同じくらい告白しているのに、その立ち居振る舞い全般がそれに似つかわしくない人もいるのを、私は時々目にする。「本当にスタンプを押されている」と思わせるようなものが見あたらないのである。結局のところ、一つの違いがあるのである。「聖潔派の人々」と、それから聖なる人々がいる。しかし、悲しいことに、人々は「聖潔派の民」に属しているかもしれないが、必ずしも聖なる民とはかぎらないのである。神のスタンプを押してもらえる純粋な民が必要である。そして、彼らがそのスタンプを受ける時、そのスタンプはなんらかの形で目に見えるようになる。それは人の証しの中に現れ、日常生活の中に現れる。真に聖められて神のスタンプを受けた人は、ある種の雰囲気を帯びている。すべての罪人がその雰囲気を感じる。神はわれわれに与えるべき火を持っておられる。この火は人々に罪を認めさせる。そして、この火はわれわれの証しや、歌や、生活の中に感知されるようになる。試され、証明され、スタンプを押されないかぎり、人々は神のためになにも行えるようにならない。スタンプを押されないかぎり、あなたは恵みの王国ではあまり通用しないだろう。


  神はとても注意深く、あなたが大丈夫にならないかぎり、あなたにスタンプを押されない。教会はあなたにスタンプを押し、牧師たちはあなたにスタンプを押すだろう。神が全くあなたにスタンプを押しておられなくても、彼らはあなたにバッジを付けまくり、クリスチャン・エンデバーやエプワース同盟の記章を付け、白いリボンや、Ｗ．Ｃ．Ｔ．Ｕ．の衣服一式や、そのような類のものを付けるだろう。人のスタンプと神のスタンプとの間には、一つの大きな違いがある。説教者たちは、特にあなたが小金を持っている場合、喜んであなたを教会に迎える。しかし、神がスタンプを押されるのは、二十四金の純金であることがわかった民だけである。神がある人にスタンプを押される時、悪魔にはそれがわかるし、地獄もそれを見つけ出す。きわめて多くの人々はあまり宗教的ではないので、悪魔の興味を引かない。悪魔があまり注意を払わない人々が大勢いる。しかし、人が聖霊で満たされてこのスタンプを受ける時、悪魔は蹄や角笛を鳴らして追いかけ回すのである。


  どうか神が、状況を掻き立てるのに足る宗教を、われわれに与えてくださいますように。私は人々を眠らせるよりは、むしろ怒らせたい。「このまま人々は地獄に行く」と思うと恐ろしい。時々、私はこの問題を自分にあてはめて、自問する。「セス・リースよ。お前は地獄の存在を信じているか？人々がそこに向かいつつあるのを信じているか？信じているように宣べ伝え、行動しているか？」。日に日に接触している人々が地獄に行くことになるとは、われわれの大部分は半分も信じていない。私は永遠の境界線上に立っている人々に、私の宣べ伝えを聞くのが最後でもはやだれの宣べ伝えも聞くことがない人々に、しばしば宣べ伝える。


  たった一週間前の日曜日の朝のこと、私はペンシルバニア州の一人の聞き手に宣べ伝えた。その人は、自分を神にささげる機会を次々と与えられたのに、そうしようとしない人で、私のすぐ前に座っていた。私が宣べ伝えている間、どういうわけか、彼は立ち上がって歩いてドアから出て行った。その奉仕が終わった時、その教会の牧師は、その人は夜になる前に亡くなるだろうという、深い印象を受けていた。牧師は私に言った、「夜になる前にこの人は死ぬと、私ははっきりと感じています。ですから、二時十五分の授業に戻って、『ジオ・ピアースが亡くなった』と聞いたとしても、私は驚かないでしょう」。そして、牧師が戻って行ったところ、まさにそのとおりのことを聞いたのである。この人はあの家を歩いて出て行って、永遠の夜の中に入って行った。私はこう自問した、「宣べ伝えを聞くのが最後になる人に自分が宣べ伝えたことを、お前は自覚しているか？あの説教の中に、この人を救うのに十分な福音があったか？」。


  「滅びつつある魂が、救いに十分な真理をそれから得られないような説教を、一つも宣べ伝えてはならない」と、近頃、私はますます感じるようになっている。あなたが証ししていたとき、ある人にとっては、それがその人の聞く最後の証しだったかもしれない。その人は、悔い改めと信仰によってこの救いをそれから得られるものを、あなたの話から聞けただろうか？日曜日の朝、教会で、あなたが歌うのをその人が聞くとする。救われる方法を教えてくれるものを、その人はその歌から十分に聞けるだろうか？私たちの諸教会の中には、独奏者が何を歌っているのかすら、その人にはわからないところもあるのではないかと、私は恐れる。どうか神が、説教者、歌い手、働き人であるわれわれを助けてくださいますように！多くの魂にとって、地獄は二百ヤード以上離れたものではない。多くの時、われわれはその硫黄の臭いをかぐことができる。


  私はあなたに言う。聖い人々は目を覚ますべき時である。永遠の地獄が存在していて、人々は大群を成してそこに向かっている。この事実に関して、われわれはしかるべく目を覚ましていないし、奮起してもいないという印象を、御霊は私に与えてくださった。人々が地獄に向かいつつあるがゆえに、あなたが寝ずに夜を過ごしたのは、どれくらい前のことだろうか？教えてほしい。人々が永遠の刑罰を受けようとしている事実をあなたが泣き悲しんだのは、どれくらい前のことだろうか？あなたは「聖められた」と言う。たいへんよろしい。しかし、もしわれわれが魂の救いのために全身奮い立つほどの救いを受けていないなら、どうか天の神がわれわれを助けてくださいますように。


  この御言葉で次に気づいた点は、われわれは「油塗られる」ということである。旧約の時代の祭司や王や預言者は、油で油塗られた。油は神が選ばれた聖霊の象徴である。祭司や預言者が油による油塗りで職務に就いたように、神の意図は、ご自分のすべての子供が聖霊の油で油塗られることであり、この油塗りを受けないかぎり、だれも預言者、祭司、王の働きに入ってはならないことである（完全に聖められた後、われわれはこの三つの者になる）。近頃の一つの過ちは、人々が働く手段もないのに働こうとすることである。銃なしで戦争をしようとしているのである。油塗られるまでエルサレムの上の部屋で待つことなく、主の働きを始めようとしているのである。油塗られた者たちは成功を収め、神が彼らに願っておられることを成し遂げる。これはイエス・キリストによる聖霊と火の油塗りであるだけでなく、聖書による油塗りでもあることに、私は気づいている。神はご自分の真理を溶かして、その液でわれわれを油塗られるのである。


  ある明白なとても重要な理由で、この油塗りは繰り返されなければならない。悔い改めのためではないし、バプテスマのためでもない。われわれの霊的経験全体を通して、御霊の油が何度も何度も必要なのである。人々が抱えている問題は、油に欠けていることである。機械を摩擦無しに、余分な摩耗や割れ目を生じさせずに、滑らかに動かすには、油が必要である。神の民は、滑らかに動き続けるために、頻繁に油で油塗ってもらわなければならない。多くの人々は、さびついて怒りっぽくなる。わめき散らすようになる。もし彼らが自戒しないなら、「ガミガミ屋」のできあがりである。


  ああ、神が今晩、われわれを新たに油塗ってくださいますように。われわれの目を油塗って、美しい王を見れるようにしてくださいますように。われわれの耳を油塗って、全能の神の御言葉を聞けるようにしてくださいますように。われわれの指を油塗って、神の働きを行う方法を教えてくださいますように。われわれの足を油塗って、神の任務の道を疾走できるようにしてくださいますように。われわれは急ぐ必要がある。人々を救うために、神は急いでおられるからである。遅れないでついていくことを望むなら、われわれは機敏でなければならないし、油を塗ってもらって、円滑に走らなければならない。神はわれわれに油を与えてくださる。


  兄弟よ、あなたは乾きかけているのではないかと、私は恐れている。機械を乾いたまま動かすのは無駄である。計画より遅れているように思われたとしても、あなたは機械を止めて油をさす羽目になるだろう。この油はなんとやすやすと人々を走らせることか。剣を持ってきて人の頭を切り離しても、そうしている間、その人を微笑ませておくことができる。生きたまま皮をはいでも、その人は心地よく感じる。多くの人は、人々を怒らせずに真理を宣べ伝えることができない。そして、この事実のゆえに誇っている。しかし、真の油を得るなら、人をバラバラにしても、癒しの油を適用すれば、その人を完全に癒せるのである。


  この油を持っていれば、われわれは不機嫌ではなかっただろうし、喜ぶのも難しくなかっただろう。このような気性は、いずれにせよ、聖さを正しく表すものではない。われわれのために苦しみを受けて死んでくださった神のキリストを不正確に伝えることから、神はわれわれを救ってくださる。十分に油塗られて、全くやすやすと、摩擦や心配なく、走れるようになる経験を、神がわれわれに与えてくださいますように。働きのせいで死ぬ人よりも、心配のせいで死ぬ人の方が多いのである。


  愛する人よ、ひざまずいてただ神だけを見るなら、あなたはこの経験を得るだろう。これを試してみよ。しばらくの間、あなた抜きで状況にまかせよ。あなたが死んでいるのとまさに同じように、状況は進み続けるだろう。油が自分の全存在を流れるのを感じるようになるまで、じっと求め続けよ。


  よく油塗られている人々には、爽やかな雰囲気がある。ひざまずいて多くの時間を費やす人の説教を聞くことを、私はどれほど愛していることか。私は良い説教が好きである。私は優れた聞き手である。祈りの部屋から出て来たばかりの人、自分の聴衆に注ぎ出すものを携えて個人的な黙想から公の務めに駆け参じる人が説教するのを聞くのは、なんと魂を新鮮にしてくれることか。このような説教に人々は決して飽きないのはなぜか？一時間二十分説教しても、人々は「ああ、もっと、もっと、ここでやめないでくれ！」と叫ぶのである。本物の説教には、魂を鼓舞して活気づけるなにかがある。そのため、その説教に飽きないのである。ある人が同じことを何度も何度も説教しても、あなたはそれを聞くたびに、「神をほめよ、この説教は前よりもよい」と言うのである。まるで七面鳥のようである。あたためればあたためるほど、おいしくなるのである。


  しかし、この御言葉の他の点に、私はあなたの注意を引かなければならない。この御言葉は、われわれは「彼と共に確立される」と述べている。これは人と神との交わりを意味する。嬉しいことに、主はわれわれを離ればなれにはされなかった。「丘の上に一人ぼっち」にはされなかった。嬉しいことに、主は、われわれが互いに助け合って「共に確立」されるよう、われわれを結び合わせてくださった。われわれは「引き離されて一人きりになる」べきであるという誤った考えを持っている人が大勢いる。彼らはじかに会わないかぎり、人々と交わりを持とうとしない。じかに会わないかぎり人々と交わることはできないのだとしたら、私はきっと「丘の上に一人ぼっち」だっただろう！あなたは多くの点で私と違っているかもしれない。しかし、あなたが聖霊で満たされており、私も聖霊に満たされているなら、われわれは「共に確立される」のであり、そうしたささやかな違いは目に入らなくなり、水滴が一つになるように、われわれは共に流れるようになるのである。


  あなたたちの中には、この数日で初めて会った人もいる。しかしそれでも、かなり前からあなたたちを知っていたかのように私は感じているし、あなたたちを永遠に愛し続けるだろう。あなたたちに二度と会うことはないかもしれないし、おそらく二度と会わないだろうが、われわれは「共に確立される」のである。私はこの点を印象づけたい。クリスチャンはお互いになくてはならない存在なのである。これは互いに依存し合うという意味ではない。われわれは敬虔と成長のために互いを必要とするという意味である。これはとても重要である。私にはあなたたちの祈り、同情、助けが必要であり、あなたたちには私が必要である。われわれにはすべての聖徒の祈りと助けが必要である。「なにも必要ではない」地点に達してはならない。われわれは「共に確立される」べきだからである。


  この交わりは、一つの麗しい舞台を造り出す。高教会派の聖公会、青靴下の長老教会、「つば広帽」のクエーカー、改革派のルター教会の人々を集めて一緒にするなら、一枚の麗しいモザイク画が出来上がる。これが、私が合同礼拝を好む理由である。私は「互いに区別がつかなくなる」ほど人々を混ぜ合わせたい。


  この祝福を得る時、われわれは神と――生者であれ死者であれ――血で洗われた群衆とのいっそう深い霊的な交わりの中に入る。われわれはアブラハムの一族である。新エルサレムの街路で彼に会う時、紹介無しでも彼がわかると私は信じる。また、直感的に預言者がわかるし、本で読んだ人のこともわかると信じる。彼らはわれわれの同族である。彼らはこの世にとっては「無益な」者たちだった。「この世は彼らにふさわしくなかった」からである。それで彼らは天の胸壁を飛び越えて、輝く道を駆け上ったのである。われわれは彼らの後を追いかけており、いつか再び彼らと会うのである。


  私はこの聖なる一団に属している。おかしな人も少しはいるが、その中に変人が少しばかりいるからといって、自分の民に背を向けたりしない。彼らは私の民である――彼らは血で洗われた者たちである。彼らの中には僅かな脳みそしかない者もいるが、それでも、血の下にとどまり続けるのに十分な分別がある。そして私にも、彼らと共にとどまるのに十分な分別がある。


  「植えられ」、「確立され」、「証印を押され」、「油塗られ」、そして、相互の交わりの中にある人が、われわれの中にどれくらいいるだろうか？もしこの五つのものを持つなら、他のものをも持つ。それは「御霊の保証」である。「保証」とは何か？これは昔の慣わしから取った表現で、売り手が買い手に売った物の見本を渡すことである。例えば、不動産が売られたとする。このとき、その資産の売り手は、たらい一杯分の土を買い手に与えたのである。


  このたらいの土は、その農場全体が買い手のものである証しだった。「御霊の保証」を得て聖霊でバプテスマされる時、われわれは来たるべきものをたらい一杯分だけ得る。たらい一杯分で大喜びするなら、すべてを得たらどうなるのか？「保証」でじっとしていられないなら、来たるべき王国の喜びと栄光が全く眼前に広がる時、どうすればいいのか？


  土の保証は、全農場を続けて与えるという誓約だった。「御霊の保証」により、神の所有を続けてすべて与えることを、神は約束しておられる。将来、「捨てる」ものはきっとないにちがいない。われわれを待ち受けているものはどれも、今の衣裳とは別のものであることを、われわれは知っている。地上で御霊に満たされることは、来たるべきものの保証にすぎないものの、神ご自身からの保証で満たされることである。われわれは神が蓄えておられるものをことごとく得ること、そして、われわれがそれを得るのをご覧にならないかぎり神は決して立ち止まらないことを、神は保証してくださっている。神に栄光あれ！


  御霊の保証は私を生かさなければならない。それは私が満ち満ちた復活の命を持つ証拠だからである。「御霊の保証」は、私が満ち満ちた喜びと永遠の慰めを得るしるしとして、いま私を慰めなければならない。御霊の保証は私の心を照らさなければならない。それは、永遠の日が明けて太陽が決して沈まない時代が始まる約束だからである。


  最後に、私はあなたたちに証ししたい。私は御霊の保証を受けており、持てるものをみな受けつつある。主は時々私を祝福して瀕死の状態にされる。私にわかるのはただ、主はいつかそのような仕方で私を天に連れて行かれるということだけである。いずれにせよ、この道を行くことを私は願っている。時として神は、器を砕いて飛び散らせるほどに人々を祝福される。


  祝福されるのを恐れている人々もいる。恐れてはならない。あなたが傷つくことはない。いま心を開いて、主を招き入れよ。今、主に祝福してもらえ。御名に栄光あれ！われわれの中のどれくらいの人が、回心した後、聖霊のバプテスマを受けただろうか？


  



  オハイオ州シンシナティでの説教、一八九八年十二月二日


  



  第三章 神による僕の選び


  
    「しかし神は、知者をはずかしめるために、この世の愚かな者を選び、強い者をはずかしめるために、この世の弱い者を選び、有るものを無いものとするために、この世の卑しい者、さげすまれている者、実に、無きに等しい者を選ばれたのである。」（一コリント一・二七、二八）
  


  コリントは、富、文化、科学、芸術で有名な都であり、不道徳で悪名高い都だった。哲学者や修辞学者が大勢いた。学問の偉大な中心だった。しかし、聖霊がコリントの教会に送られたこの手紙の最初の章で、聖霊はこの御言葉が示すこれらの重要な真理を述べておられる。すなわち、神、偉大な神は、知者をはずかしめるために、愚かな者を選ばれたというのである。この御言葉は、信仰の戦いと恵みの勝利のために神が選ばれた人々や物事の一覧を示している。


  もしかすると、あなたは今晩、自分が神の最上の選択からもれているのを見いだして驚くかもしれない。それでも、もし望むなら、この中に入る素晴らしい機会がある。あなたは自分で選ぶことができる――愚かな者、さげすまれている者、弱い者、卑しい者、全く無きに等しい者になることができるのである。というのは、この五つの部類の人たちは、神が最も大いなることを成し遂げるために選ばれた者たちだからである。


  この一覧の一番目は「愚かな者」である。神は知者をはずかしめるために愚かな者を選ばれた。コリント人たちは、神に仕えて神に用いていただくには、自分たちの文化を無視しなければならないことを知って、大いに悔しがり、面目を失ったにちがいない。コリントは現代のボストンのようだった。パウロは彼らに告げる。神は彼らの文化を冷笑しておられ、もし神に仕えたければ、自分たちの文化を放棄するか、あるいは少なくとも無視して、愚かな者にならなければならない、と。これはコリント人たちにとって、きわめて厳しい言葉だった。しかし、神の御言葉は永遠に天で確立されている。神が選択される時、われわれにできる最善のことは「アーメン」と言うことだけである。神がわれわれを勘定に入れてくださっているのに、自分を除外するのは賢明ではない。


  神は愚かな者を選ばれる。六十万人の神の軍隊が、武器ではなく雄羊の角笛を持って、エリコの周辺を行進するのは、エリコの人々にとってとても愚かしいことに思われたにちがいない！これを考えてみよ。なんという大砲か！どんな砲撃ができるというのか？軍事学者にとって、これは馬鹿げたことよりもなお酷いことだった。しかしそれでも、この六十万人は行進を続け、雄羊の角笛を吹き鳴らす以外なにもしなかった。そして、ついに叫ぶ時がやって来た。彼らが叫んだ時、彼らの叫び声の響きに応じて、この呪われた都の城壁は轟音をたてて崩れ落ちた。愚かに思われたことが、この場合、獲得可能な最大の勝利であることが示されたのである。


  「愚かな者」を神は選ばれた。キリストは十二弟子に、五千人の男たちと、おそらく一万五千人の女子供を養うよう仰せられた。見たところ、五つのパンと二匹の魚しか無いのにである。これは利口な人にはとても愚かしく思われたにちがいない。彼らはハーバードや、ブラウンや、エールや、オックスフォードで、「そんなことは全く馬鹿げている」と言っただろう。しかし、主の御旨は勝利であることが証明されたのである。


  イエスは、エルサレムをサンヘドリンやその文化と共に無視して、弟子を選ばれた。これはとても愚かに思われた。イエスがローマを無視されたのは、なんと奇妙なことか。ローマが世界を支配しており、その栄光の絶頂にあったのである。神の御子はガリラヤの岸辺に降りて行き、十二人の男たちを獲得された。彼らは無教養で、心がかたくなで、櫂を漕いだり網を引いたりするのに慣れた大きな褐色の手の持ち主だった。彼らの中に教育を受けた者は一人もいなかった。彼らを世界を福音化するべき運動の長に据えるとは、なんと愚かなことか！しかし、彼が彼らを選んで、天からの火で彼らを適任者にされた時、この世の知恵は彼らの話の力に抵抗できなかったのである。


  神があなたに成し遂げてもらいたいことをあなたが成し遂げるとき、あなたは自分の頭にはほとんどなにもないことを無視して、愚かな人々と共に中に入らなければならないかもしれない。なぜなら彼らこそ、山々を打って、塵のように小さく打ち砕く者たちだからである。彼らは、頭でっかちで思い上がっている高慢な輩をはずかしめるために神が用いられる人々である。あなたたちの中にはここに来ようとしない者もいることが、私にははっきりとわかっている。まあよい、あなたには別の機会がある。


  神が次に選ばれるのは「弱い者」である。神が着手される時、ことをなすのは神にとってなんと容易であろう。パロは、神の民を迫害すれば、その国民は絶滅すると考えた。しかし、パロが発布したまさにその布告のおかげで、幼いモーセがパロ自身の家に入り込み、パロ自身の子として扱われるようになる機会が開かれたのである。そして最終的に、パロの王座は打ち倒され、エジプトの暴君とその民は紅海の岸辺に散らされることになったのである。こうして、エジプトの知恵ははずかしめられたのである。


  立ち止まって、歴史全体を通して文化はしばしば最暗黒の時代と結びついていたことを思い出すべき時である。モーセが生きていた時、エジプトは学問の中心だった。モーセは最高の教育を受けた。彼は「幾つもの学校を卒業」した。彼は「エジプト人のあらゆる知恵による教育を受けた」と御言葉は告げているからである。それでも、神は彼に自分の教養を用いさせようとされなかった。エジプトは、今日知られていない死体防腐処理技術や薬学を知っていた。今日、古代のパロのミイラのように防腐処理を施せる葬儀屋はいない。英国博物館のパロを見てみよ。エジプト人には文化と知恵があった。今では失われたように思われる技術や科学があった。失われた技術は残存している技術よりも多いのではないかと考えている人々もいる。しかし、彼らの文化は彼らを救わなかった。彼らの学識は彼らを贖わなかった。


  バビロンはかつて文化の中心だったが、バビロンはどうなったか？その王は、「このバビロンは私が建てたものではないか？」と言った。すると、その晩、神がやって来て、王は奇妙な狂気に陥り、雄牛のように草を食べるようになったのである。ネブカデネザルの壮大な眺めは、今では特定することが不可能である。


  ギリシャはある時代、学問の中心だった。世界に現れた最も高度な形の文化は、パウロがアテネに立った頃のギリシャ文化である、と考える者もいる。しかし、パウロの魂は憤りを感じて、その文化をすべて拒否した。そして、コリントで宣べ伝えたのとまさに同じように、また、今晩私があなたたちに宣べ伝えているのとまさに同じように、彼らに宣べ伝えたのである。救いとは無縁なわれわれの文化や教養は、われわれを助けてくれないし、助けることもできない。われわれは、文明という神や、この世の物事という神を造り出した、これらの時代の束縛の中にある。神よ、われわれが正しい秩序を保てるよう助けてください。


  私が教育や学問を攻撃していると思う人はだれもいないだろう。この十六年間、私は学生だったし、前以上にしっかりと打ち込んでいる。しかし、頭脳に心の邪魔をしてほしくない。主の食卓に座して十分な食事を食べるのを邪魔するようなものはなにもほしくない。われわれはへりくだって子供のようになり、神に御旨のままに用いてもらいたいのである。


  「弱いもの」。モーセの杖より弱いものが何かあったか？神はモーセを遣わして、世界最強の帝国に立ち向かわせた。当時、エジプトが世界を支配していた。神が奉仕のためにモーセを望まれた時、モーセはある山の後方で羊を飼っているところだった。神は、羊飼いの杖しかないモーセを見いだして、「あなたの手にあるものは何か？」と仰せられた。モーセは「杖です」と答えた。神が「それを地面に投げよ」と仰せられたので、モーセがそうすると、その杖は蛇に変わった。モーセはそれを恐れたが、神が「その尾をつかみなさい」と仰せられたので、神を信頼して蛇の尾をつかむと、蛇は杖に戻った。モーセはその杖を十回エジプトの上に差し伸べた。すると、十回天が分かれて、神はその民の上に裁きを下されたのである。その杖でモーセが紅海の海を打つと、その海は分かれた。その杖でホレブの岩を打つと、巨大なミシシッピ川が流れ出た。その川は、三百五十万人の渇いている人々と、すべての群れを潤すのに十分なものだった。神は「弱いもの」を選ばれたのである。


  ダビデの投石器より弱いものが何かあったか？その投石器は少年ならだれでも造れるようなものだった。ダビデは小川に降りて行き、五つの石を拾って、イスラエルの全軍勢でさえ得られなかった勝利を神のために獲得した。何度も神は、たった一人の人や少年や少女を用いて、民の全軍勢でさえ得られない勝利を得てこられた。神は弱いものを用いるすべを心得ておられる。神は、大麦のパンの塊をミデヤン人の宿営に転がすすべを心得ておられる。神はそうやって彼らを混乱させられたので、彼らは互いに殺し合い、主は勝利を獲得されたのである。


  「ギデオンの三百人」とその武器よりも弱いものがありえただろうか？たいまつと水差し以外になにもなく、たいまつは水差しが壊れるまで輝かなかったのである。土の水差しは今日のクリスチャンの大多数を表している。彼らは聖霊の力によって粉々に砕かれたことが一度もない。しかし、水差しが壊される時、光が輝き出る。そして、明かりしか持たない三百人の人でも、敵を散らして勝利を得るのに十分である。もしグラント将軍が戦いに出たなら、彼はもっと多くの人を欲しただろう。アメリカの軍隊は、最近の戦いで、それ以上のものを要求した。しかし、神が戦いを戦うことを望まれる時、神は見いだしうる最も小さなものを用いることを喜ばれるのである。


  私には、恐ろしい生活から救われた一人の特別な友人がいる。彼はかつて酔っぱらいで、毎晩路上で寝ていた。朝起きると、その長い髪はすっかり歩道に凍り付いていたものだった。しかし神は彼を救い、彼は神のために一万人の回心者を得たのである。彼が救われて聖められた時、彼はａ、ｂ、ｃすら綴れなかった。しかし、彼は聖霊に信頼し、聖霊は彼に読むことを教えられた。そして、彼は読むことを習ったことがなかったのに、ヨハネによる福音書の十四章を読んだのである。私はあなたたちに、クリスチャンらしいしっかりした品格を持つ優れた人々を示すことができる。この人たちは、私が述べている真理を証ししてくれるだろう。私の友人は奇跡的な方法でヨハネによる福音書の十四章を読んだ。彼は魂を勝ち取る素晴らしい成功者である。彼のような人がもっといればよかったのに。彼は私が知るだれよりも、高く飛び跳ね、大声で叫び、神のために魂を勝ち取ることができる。神は弱いものを用いるすべを心得ておられる。私はこれに「アーメン」と言う。


  「推薦帽」をかぶった人を神が選ばれることは滅多にない。自分の身の丈を一キュビト伸ばそうとする人々に処するすべを、神は全く知らない。しかし、弱いものと共に働くすべを神はご存じである。一匹の芋虫に処するすべを、神はご存じである。なぜか？芋虫には背骨が無いからである。「わたしは芋虫で山々を粉々にできる」と神は仰せられる。しかし、神はあなたでそうすることはできない。なぜなら、あなたはヤード尺を呑み込んでいて、頑なで頑固で高慢なままうろついているからである。あなたは自分自身の意のままに歩んでいて、神の義に服していない。神はあなたではどうしようもない。しかし、もしあなたが弱くなることを望んでいれば、神はあなたを用いることができたし、用いようとされただろう。


  この栄誉の一覧に記されている次のものは、さげすまれているものである。神はさげすまれているものを選ばれた。ところで、人は多くの反対や迫害に遭わないかぎり、ずっと神と親しく生きるようにはならないものである。神と共に歩む人は、自分の内なる霊に、呪われた領域から発する迫害の熱い息吹を何度も感じるようになる。神のためにこの聖なる戦いの中にあるとき、しきりに迫害を感じるようになる。彼は悪魔どもの全軍勢によって迫害されるようになる。悪魔どもはみなかつて天使だったので、天使のふりをして人々を欺くすべを心得ている。多くの説教者が欺かれており、自分の会衆を地獄に導いている。天使のふりをしたサタンによって騙されて、盲目にされているからである。われわれが欲しているのは本物の救いである。自分が何者なのかを知り、われわれをさげすまれた者にしてくれる迫害を迎えようではないか。あなたが本物を得るとき、迫害を求める必要はなくなる。


  時として人々は迫害を求める。私はボストンにいるある人を知っている。私が思うに、その人は牢屋に行くことをむしろ喜びとする人だった。彼は路上で宣べ伝えたために牢屋に入れられた。人々は彼に許可証を与えようとしたのだが、彼はそれを受け取ろうとせず、宣べ伝えては牢屋に入れられることを繰り返した。それには多少利己的な動機があって、彼は迫害を求めていたのかもしれない。しかし、本物を得るとき、迫害を求める必要はなくなる。知らぬ間に迫害がやってくるようになる。ある人々は、「人々は彼らがイエスと共にいたことを知って」と述べている使徒行伝四章を読んで、「本物を得るなら、すべての人が自分たちのようになる」と思っている。しかし、その章の続きを読んで、弟子たちがイエスと共にいたことを知った時、人々は弟子たちをどうしようとしたのかを見なければならない。人々は弟子たちを殺そうとしたことがわかるだろう。神はわれわれの愚かしさや誤謬からわれわれを救ってくださる。神はさげすまれているものを選ばれた。神は追放されたものを用いてくださるのである。


  この人が会堂から追放されたのをイエスが聞かれた時、イエスはその人を受け入れられた。われわれが拒絶され、さげすまれ、追い立てられ、散らされる時、神はやって来てわれわれに勝利を与えてくださる。教会が最大の力を持っていたのは、教会が迫害されている時、さげすまれている時だった。


  メソジストたちが高い尖塔を持っていなかった時、立派な響き渡るパイプ・オルガンを持っていなかった時、会衆の中に神学博士や法学博士や哲学博士がいなかった時、学校や図書館がなく、今のように地上で人気や名声を博していなかった時、その時、今では一人の回心者しか得られない所で彼らは十人の回心者を得たのである。彼らは「さげすまれ」、「メソジスト」という名称が蔑称として付けられた。彼らにはなんの方法もなかったからである。今の彼らにそう言うことはできない。


  初期のクエーカーたちを例にあげよう。この人々はわれわれを吊して燃やしてくれたものだった。彼らは、いま私たちがあなたたちに宣べ伝えているのとまさに同じ福音を宣べ伝えて、人々を吊したのである。そしてその当時、神の力が国中に広まったのである。クエーカーたちが全員牢屋に入れられて、十歳や十二歳の子供たちが、自分の父親たちが牢屋にいる間、奉仕を続けた時、今の「クリスチャンの自由時代」よりも、明らかに多くの力があった。この説教者たちは屋外で膨大な数の人々に説教することもあった。そして、昔ながらの神のほふる力の下で、数百の人が草の中に倒れたのである。


  原始的な敬虔さと力に立ち返りつつある者たちもいる。私は、われわれ自身の教会で、全会衆が神の力の下で倒れるのを、時々見てきた。今日、ある人が「昨晩見たようなことを、これまで見たことがあるかい？」と言った。私はきわめて静粛で堅苦しい集会中、あなたが見たのより四、五倍凄いのを見てきた。その集会では、火が祭壇から後の入口まで嘗め尽くし、至る所に広まったのである。われわれはそのせいでさげすまれている。われわれは羊皮及び山羊皮団に属している。この団員にこの世はふさわしくない。われわれがこの世にいるのは、この世を改革するためではない。「この世は丸ごと救われるようになる」とは、われわれは信じない。われわれの義務は、人々が救命船に乗って救われるようにすることである。われわれがここにいるのは、大きな施設を組織するためではない。われわれがここにいるのは、神がわれわれを仕上げてくださるまで、神のためにささやかな奉仕をするためである。その後、われわれは天に行くのである。


  救世軍の将校が十九世紀に六百人投獄された時、彼らは神による力を今晩の四倍持っており、人々の数も四倍だった。彼らが通りで歌い、祈り、叫んだ時、雪や泥や石が彼らに投げつけられた。そして、彼らが牢屋に入れられた時、彼らは力を得たのである。


  私は神に祈る。どうか神が今日、語るに足る迫害が起きるほどまでに悪魔の敵意を引き起こす民を起こしてくださいますように。神は「さげすまれているもの」を用いてくださる。悪魔がある人と手を切る時、主はその人を拾い上げてくださるのである。


  「ひとかどの者」になりたがる人々がここにもいる。まあ、あなたがそうなることは決してない。あなたは今あきらめた方が良い。なぜなら、あなたはそもそも汚泥であり、あなたが少しでも良くなる唯一の道は、救われて、聖められ、聖霊に満たされることだけだからである。


  ヨシュアが「自分は将である」と思っていた時、神の御使いがヨシュアに会った。ヨシュアが「あなたはどなたですか？」と尋ねると、御使いは「わたしは主の軍勢の将である」と答えた。そこで、ヨシュアは「私は自分が将だと思っていました」と言い、明け渡して、御使いを将として認めた。この時、われわれは理解したのである。主の御使いが主の軍勢の将であることを。そして、その場所で、われわれは明け渡すのである。しかしわれわれは、この「二流の」民と運命を共にするのをためらいがちである。神は常に二流の民を選ばれる。「一流の」民に対して、神にはなすすべがない。


  この栄誉の一覧にある次のものは、卑しいものである。神は、この地上をかつて歩んだ人々の中で、最も卑しい者たちを選ばれた。例えば、聖アウグスチヌスである。彼はみだらなだけでなく、その体は不品行の結果文字どおりボロボロだった。しかし、神は彼を選んで救い、その体を癒された。それで、彼は聖アウグスチヌスとして知られるようになったのである。神は半世紀の間、彼をなにものにもまして用いられ、その後、彼を故郷に連れ帰られた。彼は、かつてこの地上を歩んだ人々の中で最も卑しい者の一人だったにもかかわらずである。


  神はウォーター・ストリートからジェリー・マッコーリーを選ばれた。その都市の白ネクタイをした説教者全員がなしうる以上に、ご自身のために事を成し遂げるためである。その住宅地区には、任命を待つ人が大勢いた。しかし、神は仕事をしていない人を決して用いない。だれかになにかをしてほしい時、神は一生懸命仕事をしている人を常に選ばれる。ジェリー・マッコーリーには仕事があった。人々は地獄の中になにも望んでいなかったが、この人にはやりたくないことはなにもなかった。それで、神は彼の中に良い資質をご覧になり、彼を悪魔どもの中から取り出して、天使たちの中に置かれたのである。


  ボワリー地区の通りを歩んだ人の中で最も卑しい者の一人は、かのひ弱で小柄なジェシー・デビーである。彼女は路上生活を十三年送って、二十六歳だった。これを考えてみよ。それでも神は彼女を選んで召し、マルベリー・ベンドに落ちぶれた女性のための素晴らしい救護施設を造られたのである。この救護施設は、この数年来、神の恵みの素晴らしい記念碑だった。神は「卑しいもの」を選ばれるのである。


  われわれは、神が選ばれるものならなんでも、それと共に立つことを学んできた。選ばれるものがなにかある時は常に、神にわれわれを選んで欲しいからである。それで、われわれは神の隣にいる人々と共に立つ。たとえ他の方法で彼らと共に立てなくても、彼らのために祈ることはできる。そして、そうするなら報われるのである。


  あなたたちにはもう一回だけチャンスがある。しかし、あなたたちの中にはまだ中に入っていない人がいる。すぐ中に入らないなら、あなたは神の民と共に会することはない。神は「愚かなもの」「弱いもの」「さげすまれているもの」「卑しいもの」を選ばれた。最後に神は「無きに等しい者」を選ばれた。ああ、あなたはすぐ中に入った方がいい。


  神は有るものを無いものとするために、無きに等しいものを選ばれる。愚かで弱いと喜んで見なされること、そして、人々が「お前は低能だ」と言うのを喜ぶことは、素晴らしいことである。さげすまれ、拒絶され、散らされ、町から追い出されることは、素晴らしいことである。これは素晴らしいことであり、幸いである。卑しい人々であると喜んで見なされることは、素晴らしいことである。しかし、それ以上に素晴らしいのは、「全く無きに等しい者」と喜んで見なされることである。パウロはそのような人だった。彼は言う、「私ではない。私は過ちを犯す。私ではなく、イエス・キリストである」と。「私はキリストと共に十字架につけられた」「キリストはすべてのすべてである」と彼は宣言した。


  われわれが視界から「消え去って」、神の御子が前面に立たれる経験を、われわれはすることができる：そのとき、われわれは無であり、評判も、払うものも、得るものも、失うものもない。すべては火の中に失われて、われわれはすべてを得たのである。したがって、われわれはなんの危険もおかすわけではない。われわれには悪魔がわれわれに与える以外の評判はない。そのようなものを顧慮する必要は無い。自分たちの評判を気にして駆け回る連中もいる。私はある鍛冶屋のことを思い出す。その鍛冶屋に人々は、「批判されている点を調べてみよ」と忠告した。「お前の評判は台無しになってしまうぞ」と言ったのである。その時、鍛冶屋は金敷の上で金槌を打っていたのだが、「そうなったら、すぐに別のものを打つさ」と答えた。そのように、私は宣べ伝えたくて仕方がない。もし人々が私の評判を奪い取るなら、私は新しい人に宣べ伝える。人々がその人をも取り去るなら、私は別の人に宣べ伝える。私が思うに、その都度、前よりも優れた人が得られるだろう。


  ニューヨーク・ヘラルド誌が私のことを取り上げて、約百万の人々の間に私の噂を流した時、人々は「返答するべきである」と言った。私はこう言った、「私には時間がない。宣べ伝えているからである。ニューヨーク・ヘラルド誌ごとき小物にかまけている時間がどこにある？」。フィラデルフィアの数々の新聞が私をやり玉に上げた時、人々は「連中を火だるまにするべきだ」と私に言った。私は言った、「連中のほとんどはもう火だるまになっているし、それだけではない。連中の苦しみの煙は永遠に立ち上ることになる。連中は相当苦しむことになるだろう。私はそれになにも付け加えようとは思わない。連中はただで私のことを宣伝してくれた。連中は宣伝してくれているのだ」。


  「過去三十日の間に、私は四つの招待を断って、一つの招待を受け入れた」と言っても、傲慢ではないと私は信じる。しかし、説教者たちが座して職を探しているのを私は見かける。彼らは諸々の聖潔の新聞に広告も出している。神がわれわれをあわれんでくださいますように。ああ、愛する人たち。あなたたちが無になる時、決して動揺しなくなることを、あなたたちは知っているか？私はあなたたちに言うことができるのだが、聖職者たちや諸々の新聞が私を非難した時ほど、子供の時のように気持ちよく眠った時はなかった。私は自分の魂の中で十日の野外集会を持ったのである。


  さあ、あなたたちは喜んで、取るに足りない者、無価値なものになって、退かなければならない。われわれが「愚かなもの」、「弱いもの」、「卑しいもの」、「さげすまれているもの」について話している時、あなたたちはその周囲をうろついていた。あなたはそのようなものを好んでいなかった。しかし、これがあなたの最後のチャンスである。取るに足りないものになることは、完全に聖められることを意味する。人々があなたを蹴って、転ばし、ひっくり返しても、不平を鳴らさないことを意味するのである。


  ああ、なにかが起きて人々を覚醒させ、彼らの中にある最善のものを神のために引き出してくれますように。あなたはいま来て、神に罪を殺すバプテスマをあなたの魂に送ってもらえ。そして、高慢や虚栄をすべて追い出してもらって、神の足下で溶かしてもらえ。そうするなら、神はあなたを用いてなすべきことを用意し、あなたを用いてくださる。そして、あなたは「無に等しい者」の一人である幸いな時を過ごすだろう。


  



  オハイオ州シンシナティでの説教、一八九八年十二月七日


  



  第四章 ステパノの豊かさ


  
    「そして彼らは、信仰と聖霊に満ちた人ステパノを選んだ。」（使徒六・五）
  


  これがステパノに対する最初の紹介である。彼の出生地や幼少期、系図や学歴について、われわれはなにも知らない。彼の政治的・社会的・経済的立場はなにも告げられていない。彼の出身が五番街なのか、それとも、ボワリー街の外れなのかわからないし、スラム街なのか山の手なのかもわからない。彼のクリスチャン経験が直ちに紹介されているわけではない。このことから私が思うのは、天が人の内にご覧になる最も重要なものはクリスチャン経験ではないということである。直ちに告げられているのは、ステパノは「信仰と聖霊に満ちていた」ということである。したがって、これが人を測る神の規準であるにちがいない。人々は自分の基準を持っている。彼らは自分で自分を測り、互いに比較し合う。しかし、神には神の規準がある。そして、人が神の測量線に沿って立つ時、人は自分が遠く及ばないことを見いだす。ある小さな少年が母親に「自分の身長は六フィート（feet）だ」と言ったので、母親は少年の発言に疑問を持った。そこで、少年は母親に「自分の小さな足（feet）で測ったんだもん」と断言した。人の自己評価はこのようなものである。これが人々が互いに評価し合うやり方である。自分自身の尺度にしたがって評価しているのである。しかし、神には一つの尺度がある。そして、われわれが神の尺度によって測られる時、われわれは全く遠く及ばないのである。神には人に基準を満たさせる一つの方法がある。もし今晩、あなたが自分のクリスチャン経験に不足を感じているなら、嬉しいことに私はあなたに「神は一つの計画を持っておられる」と告げることができる。その計画により、あなたの不足は補われ、「神が自分を仕上げて満たしてくださったので、神聖な期待にかなう者になった」という意識があなたの魂の中に芽生えるのである。


  ステパノには二倍の割り当てがあったことがわかる。彼は二倍満ちていたのである。ほとんどの人は一倍満ちてさえいない。しかし、ステパノは「信仰と聖霊に満ちて」いた。信仰に満ちることと御霊に満ちることとをほとんど同一視するのはかまわない。しかし他方で、間違いなくあるとき聖霊を受けたにもかかわらず、あまり信仰に満ちていないとても多くの人々がいる。ここにも、本来持っているべき信仰を持っていない人々がいる。


  疑いや不信仰を口にするのをやめないかぎり、われわれは決して今以上の信仰を持つことはない。なぜなら、疑いを口にするなら、疑うようになるからである。不信仰を口にすれば、不信仰は手の上で成長していくからである。しかし、信仰を養うなら、信仰を励ますなら、ふんだんに信仰を持つようになる。信仰は神の賜物であるだけでなく、「信仰は聞くことにより、聞くことは神の御言葉による」。われわれはイエス・キリストを信じる満ち満ちた信仰を持つべきである。さらに大きなものを求めて信じるべきである。信仰により、われわれを脅かす最大の妨げの彼方を仰ぎ見るべきである。なぜなら、「信じる者に対して」「神にはなんでもすることができる」からである。


  祝福を得るのは信じる人々である。主題はなんでもかまわない。例えば、救いが主題の場合、頭を掻きむしって疑う人々は決して祝福されない。聖めの問題の場合、境界線のあたりをうろついて、「自分はこれを信じない。あれを信じない」という人々は、大いに幸せになることは決してない。そのような人々が全く無我夢中になって献身的愛情に満たされるのを、あなたが目にすることは決してない。神癒の問題の場合、「自分は信じない」と言ってばかりいる人々が、神癒から大きな益を受けることはない。祝福されるのは信じる人々なのである。


  愛する人よ、あなたも私も信仰に富むべきである。不信仰を口にするべきではない。あるいは、神が御言葉の中で約束してくださったものに疑いを差し挟んではならない。


  ステパノの「信仰」は知的に言っても、経験的に言っても、実践的に言っても正しいものだったことがわかる。さて、信仰が知的に正しいことには幾らかの価値がある。「誠実で正直であるかぎり、なにを信じても違いはない」とあなたたちに言う人々を私は知っている。正しい理解をもたずに聖化の中に転がり込む人々がいることを私は認める。しかし、心が正しくあり続けるなら、すぐに正しい理解が得られるようになる。真理を頭に入れておくことは価値のあることである。


  この誤謬の時代、嵐のような時代、あなたも私も真理に根ざすことが大事である。そして、聖書を学んで、神の救いはわれわれの必要を満たせるほど大きなものなのかどうか、その治療法はわれわれの病を癒せるほど偉大なものなのかどうかを知る必要がある。人々は至る所で「そんなことはない」とわれわれに告げる。人々は至る所で「われわれに持てる最善のものは、罪を支配して屈服させる力である」とわれわれに告げる。しかし、すべての罪から救ってもらえることを聖書から見いだせさえすれば、われわれは幸先のよい始まりをしたことになる。これは価値あることである。


  しかし、特にメソジストやクエーカーの中には、聖潔の問題に関して正しい理解を持っているにもかかわらず、その心が正しくない人々もいる。しかし、われわれの心を正せる一つの方法を神は持っておられる。ステパノは神の計画を見いだして、この祝福を見いだしたのである。われわれの中にも、神の計画を見いだして、ステパノと同じ祝福を受けた人々がいる。神の計画はあなたの心を正しくする。これはきわめて重要である。なぜなら、心はあなたの家であり、あなたの住まいだからである。自分の台所や家や炉端周辺で正しい生き方ができるなら、そういう人々は一般的に言って、連れがいる時も行儀良く振る舞えるのである。


  また、ステパノは実践面でも正しかった。彼は評判のいい人だった。歩みの正しい人だった。彼の頭の中に入ったものは心の中に収められた。彼は自分が宣べ伝えていることを実践した。近頃、人々は簡単に約束を破り、とても些細なことのために自分の言葉を守らない風潮があるが、どうかステパノに倣えるよう神がわれわれを助けてくださいますように！どうか神が信仰を実践できるようにしてくださいますように！と私は祈る。


  ステパノは聖霊に満ちていた。彼は人々の間で力強い業や奇跡を行った。彼には反対者が抵抗できない力があった。このような力が今日大いに必要である。彼には奇跡を行う力があっただけでなく、人々の口をとざす力、悪魔の鉄砲を止める力もあった。今日、このような力が必要である。神に感謝すべきことに、神はこの力を授けてくださる。われわれが指一本あげるまでもなく、神は悪魔の陣営を混乱に陥れる力をわれわれに与えておられる。われわれがなすべきことはただ、上って行って戦利品を取ることだけである。


  ああ、愛する人よ、あなたが聖霊と火のバプテスマを得る時、それはあなたの頭を正すだけでなく、あなの生活をも正す。あなたを圧倒的で無敵な者にする力をあなたに与える。そしてこれこそ、説教者たちや助祭たちや聖職者たちが好まないものなのである。なぜなら、連中は扱いやすい民を望んでいるからである。「今いる権力者たち」は、管理しづらい祝福を受けている人々を見いだすと、ひどく狼狽してしまうのである。


  ステパノの祝福に関して気づいた次の点は、当時、この祝福によって彼は教会の公的地位から締め出されず、かえってその職務が確立されたことである。彼が選ばれたのは、彼が「信仰と聖霊に満ちた」人だったからである。さて、このことから私はこう思う。もし今日の教会が、奉仕者を選ぶときにペンテコステの教会に従っていたなら、聖霊に満ちた人々を選んでいただろう。聖霊と信仰に満ちた人々を選んでいただろう。しかし今日、われわれの諸教会の当局や権力者たちは、ステパノの祝福を受けている人を、その咎のゆえに大いに軽視している。これを知らない人がだれかいるだろうか？あなたたちに言いたい。完全な救いの証し人や擁護者が教会の中で不評を被り続ける時、なにかが根本的に間違っていて、改革が必要である。今日、ステパノの祝福を受けた多くの人が、奉仕に入る代わりに、奉仕から出て行っている。ステパノの祝福を得たために、多くの女性が婦人救済協会の会長職を失った。もはや教会の皿を乾かすことができなくなって、出て行かざるをえなかったのである。また、多くの男性が日曜学校の監督や聖書の授業の教師の地位を追われた。ステパノの祝福を得たからである。また、多くの哀れな説教者が森や不毛な土地の周辺に行かなければならなかった。ステパノの祝福を受けていたために有罪を宣告されたからである。そのせいで私の心は悲しい。この説教者のことを思うと私は嬉しい。それがこの人にとって益であることを私は知っているからである。しかし、民衆のことを思うと私は悲しい。民衆にとってこれは酷いことだからである。


  あなたたちに言いたい。教会が救いを拒絶するような状態にある時、あなたの時間や金銭を費やして、そのような状況を促している場合ではない。神はあなたを祝福しておられ、あなたが望むなら、あなたはバンカー・ヒルのあたりを大声で行き巡ることもできる。しかし、もう何年も前にこの戦いは終わった。あなたが望むなら、あなたはだれもいない戦場で銃弾を浪費することもできる。しかし、私は最前線に行く。神がおられるところで、神が働いておられるところで、そして、悪魔と敵がいるところで、私は戦う。私は神と手を組む。


  ステパノの祝福を得る時、あなたは今日あなたの視界を満たしているものが見えなくなる。そして、永遠のものだけが重要であることを見るようになり、世界が燃え上がっても変わらないものを求めるようになる。天の神は、他のすべてのものが倒れても立ち続けるものを、われわれに与えてくださる。


  ステパノの豊かさに関して気づいた次の点は、この祝福が彼に勇気を与えたことである。彼は聖霊に満たされただけでなく、勇気に満たされた。世人の野次や攻撃に遭っていたなら、それは英雄的なことだっただろう。しかし、彼と共に立つべき教会から攻撃されること、友たるべき人々に捕らえられること、誤解や曲解に遭うことは、恐ろしいことである。しかしそれにもかかわらず、あらゆる種類の反対をものともせず、ステパノは立った。議会の前の彼を見よ！神の御霊が彼の上に臨み、彼は議員たちの良心に訴えて非難し、彼らの恐るべき犯罪を審議して裁いたのである。


  神がステパノに与えられたこのような英雄的資質が、今日大いに必要である。そして、ステパノの祝福を得る時、あなたは人々に立ち向かって、彼らを両目でまっすぐ見据え、全き真理を告げる勇気を得る。だれにも会わないよう通りを横切るような心地はしないであろう。あなたの動機に関するかぎり、それが公になって人々に知れ渡ることをあなたは望むようになる。あなたの心は天のように清いからである。また、あなたは人々に立ち向かうことを恐れなくなる。第二の祝福だけがそうならせることができる。


  愛する人よ、教会を救うのは、この第二の祝福以外にない。世界を救うのはこれしかない。この妥協の時代に、われわれを救ってくれるのはこれしかない。快楽を求めて、決められた時間しか奉仕しない、安楽を好むこの精神――この精神が大部分の人を捕らえている――からわれわれを救ってくれるのは、これしかない。諸教会の中に入り込んでいる無関心と怠惰を殺してくれるのは、これしかない。第二の祝福はわれわれを勇気で満たし、神と共に切り抜けさせてくれるのである！もしこれを得ないなら、われわれはおしまいである。


  ステパノの祝福に関して気づいたもう一つの点は、それが彼に大いなる知恵を与えたことである――この世の知恵ではなく、神から、天から来る知恵である。さて、知恵を短く定義すると、「適切に適用する能力を伴う知識」である。これこそステパノが持っていたものであり、人々が一般的に欲しがっているものである。しかし、「適切に適用する能力を伴う知識」――この国全体を見渡しても、これはきわめてまれである。今日、人々は大量の知識を持っている。頭は知識でいっぱいだが、心は飢えているのである。


  われわれは知識の適用の仕方を知らない。そのせいで、大量のエネルギーを浪費している。努力してもさっぱり実を結ばない。今日、活動とエネルギーは飛躍的に増加しつつある。しかし、この工場はあまり小麦を製粉していない。われわれの諸教会は、騒音、大騒ぎ、絶え間ない騒動であふれている。しかし、小麦が出て来るはずの所に行っても、なにもない。神がわれわれを助けてくださいますように！小麦が全く得られないなら、機械を動かして何の役に立つのか？製粉用の穀物が得られないなら、製粉が何の役に立つのか？利益が得られないなら、お金を投資して何の役に立つのか？


  さて、あなたたち、聖潔の民に言いたい。あなたたちは、患者を助けない医者にお金を払わないし、裁判に勝てない弁護士にもお金を払わない。それと同じように、人々を救って聖めない説教者にお金を払うのは馬鹿げたことである。今や、神の民は注意すべき時である。支出に対して、裁きの火に耐えうる見返りが得られるようにするべきである。


  （私は海外宣教を信じているが）私の金を海外宣教団に投資できない時が来てしまった。宣教士たちがペンテコステを経験していないのである。金銭を投じても、見返りが得られないのである。たった十パーセントしか得られない。私にはそれ以上必要である――百パーセント必要である。どこに自分の金を投じるのかというこの問題について、あなたは祈るべきである。神はあなたを祝福してくださり、あなたは十ドル投資するたびに一人の人を救うことができる。投資先がわからなければ、私があなたに教えることができる。少しすれば、一つの魂が大いなる価値を持つようになる。金銀が通りで役に立たなくなる時、一つの魂が大いなる輝きで輝くのである。今や、役に立つものに注意を向けざるをえない時が来ている。服装の見た目や役に立たないものに注意を向けてはならない時が来ている。神はあなたを祝福してくださる。私は続々と魚に直面している。私は空っぽの網を持って戻るよりは、むしろ――それで魂が得られるなら――オタマジャクシや、時には嫌な奴でも得たいのである。


  ステパノは人々に罪を認めさせる祝福を受けていた。人々の顎に留め金を付けて、いにしえのサンヘドリンを歯ぎしりさせて怒らせる祝福を受けていた。他方、その間、この同じ祝福が彼を優しいままに保ったのである。悪魔を怒らせることと、悪魔を怒らせた後に自分を優しいままに保ってくれる祝福を受けることとは、全くの別問題である。私はある人々を知っている。彼らは悪魔を怒らせるが、悪魔も彼らを怒らせるのである！


  この知恵を受ける方法は、ハーバードやエールといった方法よりは、むしろ神を待ち望むことによる。学びによるよりは、むしろ献身による。ささやかななにも知らない人々、喜んで無知のままでいようとする人々に、この知恵は臨む。大がかりな調査をしてもこの知恵は得られない。この知恵は、時として、子供に啓示される。私は、ある十歳の子供を見たことがあるが、その子供は司教団全員を凌ぐ知恵を持っていた。私は、スラムや居酒屋から連れ出され、聖められて説教者になった人々を知っている。私が不在の間、ペンテコステを経験していない神学博士や法学博士よりも、むしろ彼らに私の働きを導いてもらいたいものである。


  私はステパノが好きである。彼に会ったら、そう言うことを心待ちにしている。彼は長生きしなかったが、生きている間に足跡を残した。私は、九百九十九年間不活発で役に立たないままぶらつくよりは、むしろ、三ヶ月間宣べ伝えて死に、それからステパノのように天に行きたい――本当にそうしたいものである。私は神にこう告げた、「平凡なクリスチャン以上の者になれないなら、なににもなりたくありません」と。私は信じているが、神はわれわれに平凡なクリスチャン以上の者になってほしいのである。神聖な性質に満ちた者に、圧倒的な者に、手に負えない者に、悪魔自身でさえどうしようもない者に、小鬼どもの全軍勢と戦って道を切り開き、とにかく勝利を得る者になってほしいのである。


  この祝福がステパノに及ぼしたもう一つの影響に注意せよ。この祝福により、彼の顔は輝いたのである。議会の前の彼を見よ！彼の顔は全く天使のように見えたのである。神がそうなさったのである。神は公の場でご自分の民の顔を輝かせるすべを心得ておられる。あなたたちはこのような民を知っているだろう。その人々は、最初は地味で見栄えが悪いように思われるが、彼らの生活ぶりを知って、彼らの歩みがどれほどイエス・キリストの模範に従ったものであるかを見る時、本当に美しく見えるようになるのである。この輝きは、天が上からステパノを照らしたものであるだけでなく、彼の魂から真理が輝き出たものでもあったのである。


  よく磨くには硬い木が必要である。あなたたちは知っているだろうか？当時、神はスラムに行き、ごろつきどもを得て善良な人々にし、天使や悪魔を驚嘆させる輝きを帯びさせたのである。われわれはフレスコ画の描かれた教会でクッション付きの会衆席に座していて、あまりにも善良すぎるせいで、スラムに行って人々をすなどろうとしない。また、自分よりも少し身分の低い人が傍に来ると、身を引いてしまう。しかし、もし神の真の姿を知っていたなら、神のためにそのような人々を助けられることを感謝するはずである。高ぶりを焼き尽くす火、争いや自己愛をすべて焼き尽くす火を通ったことがないなら、あなたは良きメソジスト、良きクエーカー、良き新約クリスチャンに届いていない。


  さて、ステパノの経験の頂点に来ることにする。それは愛の祝福である。天に行く前のステパノについて私が知っている最後のことは、彼が敵のために祈ったことである。石の雨の中で、輝く顔と愛の心とをもって、彼は敵のために神に叫んだ。これは自分を忘れさせる愛であった。石が彼の肩を打ち、頭の横に当たったが、この愛がその傷を忘れさせたのである。この愛は、自分の傷を忘れさせて、自分に石を投げる人々のために祈らせる愛だったのである。


  もし幸運にもステパノの祝福を受けるなら、この祝福は特にこの点であなたをステパノのようにする。そのため、人々があなたに反対してありとあらゆることを言ったとしても、あなたは天を見上げて、「神が彼らを祝福してくださいますように」と言えるようになる。そうできないかぎり、「聖められた」と言っても仕方ない。愛していない人が一人でもいるなら、あなたはステパノの祝福を受けていないのである。話したくない人が一人でもいるなら、あなたはステパノの豊かさをなにも知らないのである。あなたのことで嘘をついた人々がいて、その人々のことを快く思わないなら、あなたはステパノの祝福を受けていないのである。この世は、ステパノの祝福を受けた人々を叫び求めている。自分の庭のゼラニウムに近づく際、あなたは許しを得ようなどとは決して思わないだろう。それでも、ゼラニウムはお返しとして、甘い香りをあなたに降り注いでくれる。ああ、善をもって悪に報いることができますように！そうなるとき、人々がわれわれに近づいてわれわれを傷つけても、われわれは天の芳香を彼らに降り注ぐことができる。ステパノはこの祝福を受けていた。われわれも受けるべきである。聖霊と火のバプテスマを受ける時、われわれはこの祝福を受ける。傷ついて怒りを感じる代わりに、たとえすべての人が自分に反対したとしても、われわれはひたすら祝福を降り注ぐようになるのである。


  イエス・キリストがステパノのような人を御足下に引き上げて天に迎えられたのも不思議ではない。キリストが立ち上がってステパノを天空に迎えられたのも不思議ではない。もしあなたがステパノの祝福を受けて、ステパノの生活を送り、ステパノのように死ぬなら、イエス・キリストは立ち上がってあなたを迎えてくださるだろう。


  神は、人がご自分を嘲るようにはなさらなかった。ステパノの祝福に対する願いを心の中に与えておきながら、この祝福を与えることを拒むようなことを、神はなさらない。神は他の人々になさったのと全く同じように、あなたにもしてくださる。あなたがその要求と条件を満たすなら、神は今そうしてくださるのである。アーメン！


  



  第五章 真の聖徒


  
    「われわれのうち、誰が焼き尽くす火の中にいることができよう。われわれのうち、誰がとこしえの燃える炎の中にいることができよう？義しく歩む者、正しく語る者、しいたげて得た利を蔑む者、手を振って、賄賂を取らない者、耳をふさいで血なまぐさいことを聞かない者、目を閉じて悪を見ない者。このような人は高い所に住み、堅い岩はそのその砦となり、そのパンは与えられ、その水は絶えることがない。」（イザヤ三三・十四～十六）
  


  聖書は物語の本や、かつて書かれた最高の愛の物語であるだけでなく、絵本でもある。聖書は絵図に満ちている。神の絵図や天の絵図、悪魔と地獄の絵図、聖徒と罪人の絵図、この世とその運命の絵図がある。われわれは絵図が好きである。ほとんどの人は自分の肖像画を好む。肖像画の見栄えがいい時は特にそうである。しかし、神の御言葉の絵図の中には、もともとわれわれが好きでないものもある。


  ローマ人への手紙の第三章を読んだことのある人はほとんどいない。ローマ人への手紙の第三章の部分が汚れている聖書をあなたが見たことがあるのか、私には疑問である。説教者がこの章から引用するのはきわめてまれである。この章にわれわれは自分の肖像を見る。あえて推測すると、われわれがこの肖像を好まない理由は、それがあまりにもわれわれに似ているからである。しわやしみが取り除かれていないのである。


  神の御言葉の中からあなたたちに読んだこの言葉に、われわれは聖徒像を見る。この像を好まないとても多くの人々がいる。あまりにも違いが大きすぎて、この御言葉によって罪に定められてしまうからである。しかし、後で真実を知るよりは、いま知った方がいい。あなたも私も、どこかでこの真実に触れるようになる。真実の姿に直面するようになる。私は、死の喘ぎ声をあげる時にこの事実に直面するよりは、むしろいま直面したい。自分の実際の姿と、実際の必要と、神の実際の治療法を知るのを、この世が火に包まれる時まで先延ばしにしたくはない。今、知りたいのである。


  私はあなたの注意をこの肖像に向けさせたい。なぜなら、神がこの肖像を描かれたのであり、この肖像は良いものだからである。御言葉は「義しく歩む者」と述べている。これはもっぱら、この人のこの世に対する関係、この世との交流と関係しているにちがいない。この人は頼りになる人であり、その言葉は債権のように確かである。「やる」と言えば、必ずやる。特定の日に代金を払うことに同意するなら、その時に代金を払うし、払えない場合は、その場に来てその理由を説明する。一ドルに対して百セント払うだけでなく、一ポンドに対して十六オンス、一ヤードに対して三十六インチ、きちんと払う。商売で詐欺を働かない。商売において実直で正しいだけでなく、遊びや教会の仕事でもそうである。この人は曲がった道を造らない。「義しく歩む者」。この人は前を見て、まっすぐ前に進む。さて、この説教の中には、あなたが叫ばなくてもいい箇所もある。しかし、「なによりも義を叫び求める地点に私を導いてください」と私は神に求めている。


  もしわれわれの歩みが義しくないなら、叫んでもあまり効き目はない。義を叫び求められるようにならないかぎり、叫ぶのをやめたとしても、たいして損失にはならない。自分の負債を払わず、払おうともしない人々、食料品のつけを目いっぱい溜め込んで、小銭を持ってよその店に行って買い物をし、何週間も信じて支払いを待っている店主に背を向けている人々よ。あなたたちは、義しく歩めるよう救われるまで、叫ぶのをやめるべきである。


  御言葉に出て来るこの人は、電車が混んでいて、車掌が自分に気づかなかったからといって、「ただで電車に乗ろう」とは決して思わない。車掌が切符を回収しなかったからといって、同じ切符で電車に二度乗ろうとは決して思わない。この人は車掌を見つけて自分の切符を渡す。「義しく歩む者」。このような人がどこかにいる。この人の肖像を私は持っているからである。私はこの人を捜している。神がこの人の肖像画を私に下さったのである。神はこのような人を造り上げることができると、私は信じる。


  この聖徒について私が気づいた次の点は、この人の話しぶりである。「正しく語る者」。つまり、この人はうそをつくのをやめたのである。話す時は必ず、真実を語る。真実だけを語る。常に真実を語る。この人が説教者なら、この人はうそをつかない。祭壇にはほとんど二十名もいなかったのに、「四十名いた」などとは言わない。この人が説教者なら、この人はうそを書かない。二百二十五名以下の出席者しかいなかったのに、「集会には六百人から七百人参加した」などとは言わない。この人が編集者なら、そのようなうそは決して出版しない。この人が編集者だったのかどうか、私にはわからない。この人が何者だったのか、私は知らない。しかし、私はこの人の肖像画を持っている。それに聖書は、この人は「正しく語る者」であると述べている。


  今日、神がわれわれを誇張や嘘から救ってくださいますように！リバイバルや、多くの人が続々と救われているのを聞くと、私はいつも嬉しい。しかし、私は嘘の報告を聞いても嬉しくない。三百人から四百人の人々が回心したという報告を聞いて、三十日たってからその場所に行ってみると、回心者が十数名も見つからないのである。この人は報告を歪めるような人ではない。「正しく語る者」である。愛する人よ、人生のほとんどは言葉から成っていることを、あなたはご存じだろうか？聖書の記者の一人が「言葉で過ちを犯さない人は完全な人である」と述べたのを、あなたはご存じだろうか？口で正しく述べることがきわめて重要であることを、あなたはご存じだろうか？「おしゃべり」の罪からの救いがきわめて重要であることを、あなたはご存じだろうか？


  この人は噂話をするような人ではない。私は噂話を口にすることができないが、噂話というと人々はすぐに女性のことを思い浮かべる。しかし、私が知っている最大の噂話のいくつかは男性によるものである。この人は、面と向かって言えないことを、人々の背後で話すようなことをしなかった。しかり、そんなことはしなかったのである。あなたはそうしているが、この人はしなかった。面と向かっては話しにくいことを、あなたは人々の背後で話してきた。しかしここに、公正、厳格、誠実で、「正しく語る者」がいる。


  近頃、軽口がとても多い。私は言いたい。軽口や、中身のない軽薄な話や、暖炉や食卓での陰口が、この国の霊性を損なっている。神があなたを祝福してくださいますように。近頃流行っている中身のない軽口に耽るよりは、古風なクエーカーのように黙っている方がいい。人々の絶え間ないおしゃべりには、むかつくし、気分が悪くなるし、うんざりである。多くのお茶会や親睦会の会話を記録してみよ。そうすれば、その会話の恐ろしさが紙面上で明らかになるだろう。


  神がわれわれを屑から、中身のない会話から救ってくださり、浅薄な馬鹿げた軽口から救ってくださいますように！説教者たちも時としてこれに耽ることがある。今日、人々は隊列を組んで地獄に向かって行進している。冗談を言ったり、悪ふざけをしたり、馬鹿笑いをしている時間は説教者にはない。野外集会や特別集会である人々がしているように、グループ毎に陣形を組んで座って、面白い小話をする時間はない。あなたたちに言う。笑う代わりに泣く預言者や説教者がもっとたくさん必要な時が来ている。当世の陰口や噂話を扱う代わりに正しく語る預言者や説教者が必要である。あなたが中身のない話をするのは、あなたに中身がないからである。あるいは、あなたに中身があったとしても、中身のない話をしばらくするなら、あなたは中身のない者になってしまうだろう。あなたが中身のない話を読むのは、あなたに中身がないからである。あるいは、あなたに中身があったとしても、中身のない話をしばらく読むなら、あなたは中身のない者になってしまうだろう。今日、軽薄なものがあまりにも多い。神がわれわれを助けてくださいますように！「正しく語る」人！ああ、真実を告げてくれる人のゆえに、その言葉が頼りになって重みがある人のゆえに、神に感謝せよ。


  また、この人は「耳をふさいで血なまぐさいことを聞かない者」であることがわかる。この人は殺人小説を読まなかった。御言葉がそう述べており、私は御言葉から説教している。私が聖書を書いたわけではないし、その責任が私にあるわけでもない。しかし神が、「耳をふさいで血なまぐさいことを聞かない」人の肖像を私に与えてくださったのである。この人は明らかに、戦争の話や、殺人裁判や、姦淫事件に対する嗜好を失っていた。この人は耳をふさいで、そのような話を聞こうとしなかったのである。


  あなたはわかっておられるだろうか？この国の新聞が、あなたの客間の応接机を下水槽に変えるようなことがあってはならないし、今のように地獄からの嘔吐物を吐き出すようなことがあってはならないのである。あなたは自分の娘たちや家族を清く保たなければならない。あなたがこれに噛みついても噛みつかなくても、私は気にしない。実のところ、われわれは新聞の形で人々を家族の中に迎え入れて、応接机に座らせているのである。その人々は、われわれの清らかな娘たちと他のいかなる方法でも関わらせたくないような連中なのにである。われわれのいかがわしい都市の通りを歩いている極悪人が、われわれの家の中に入って来て、家族に嘲りの言葉を浴びせている。あなたがそのようなものに耽った結果、あなたの息子たちや娘たちはあなたの指から滑り落ちて、不法の下水槽に陥ってしまう。その時になって、あなたは伝道者である私のところにやって来て、「子供たちが救い出されるよう祈ってください」などと言うのである！


  ここに、耳をふさいで血なまぐさいことを聞かない者がいた。この人はそのような類のことに耽らなかった。私が話し終える前に、この人は自分の耳を他のことに用いたのであり、他のことを大事にしていたことがわかるだろう。神の御声を聞きたければ、この世のありとあらゆる声で自分の耳を汚すことはできない。


  おびただしい話し声で満ちている時代にわれわれは生きている。快楽の声が私の耳を満たすことを欲している。金銭の声がやって来るし、地位の声が聞いて欲しがっている。この世の声が要求を突き付ける。教会主義の声が私を呼んでいる。カトリック教やそのような類のあらゆるものが、耳を傾けるよう私に求めている。聞くおそれのある声がたくさんある。しかし、神の御声を聞くには、私は耳をふさがなければならない。この人はそうしたのである。


  この人について気づいたもう一つの点は、この人は「目を閉じて悪を見ない者」であることである。彼が悪を見ようとしなかった理由は、悪に陥ることを恐れていたからというよりは、むしろ、汚されたくなかったからである。この国の下品な連中がわれわれの都市にやって来て、不愉快きわまりない絵を掲示するかもしれない。そして、ほとんどの説教者は抗議の声をあげないかもしれない。その結果、あなたの娘は、下品な絵を見るよう誘惑されずに通りを歩くことがほとんどできなくなるのである。


  しかし、こうしたものに目を閉ざす人の肖像を私は持っている。酒場を通る時に何度も目を閉ざした一人の人を私は知っている。この人がそうしたのは、危険だったからではなく、そのようなものを忌み嫌っていたからである。愛する人よ、見えるものすべてに目を留めながらこの世を通行するなら、あなたは間もなく、良いものがなにも見えなくなるだろう。太陽を五秒間見つめるなら、どこを見ても太陽が見えるようになる。目を閉じて悪を見るのをやめ、神の御子を見よ。そうするなら、間もなく、あなたはどこを見てもイエスが見えるようになるだろう。この人について気づいたもう一つの点は、この人は「手を振って、賄賂を取らない者」であることである。この人を買収することはできない。この人は賄賂を取らない。この人に袖の下は決して通用しない。彼には確固たる確信があり、自分の確信に従って立つ十分な勇気がある。地上の人々や地獄の悪魔どもといえども、この人に自分の立場を撤回させることはできない。今日、とても多くの人々が買収されている。法廷は買収されており、立法府は買収されており、議会は買収されている。選挙は賄賂によって支配されている。


  罪がこの国でまかり通っている。あなたは弱いせいで、それに対して声を上げることができない。しかし、ここに買収できない一人の人がいた。今日、説教者たちは買収されており、聖職者たちも買収されている。そこにはある裕福な人が座っている。この人は酒商売の卸売業に興味を持っていて、自分の金で聖職者や説教者に影響を及ぼしている。そしてついには、この説教者は「ユダヤ人」についての箇所以外から説教するテーマがなくなってしまうのである。この国の十人中九人の聖職者がこのように買収されていて、あえて今日の罪に反対して語ろうとしない。あなたも、説教者も、神も、悪魔もこれを知っている。皆がこれを知っているのである。


  しかしここに、買収できない人がいた。人々は「食料を取り上げてやる」と脅して、この人を脅迫したが、真理の宣べ伝えをやめさせられなかった。人々がこのように私を脅した時のことを私は思い出す。私はこう言ったのを思い出す、「アサリの貝殻とじゃがいもの皮で生きていかなければならなくなっても、私は真理を宣べ伝える」。


  私はあなたに言う。この国には神に対して真実で忠実な人々がいる。この人々は賄賂を受け取らない。金のために働かない。後退した教会の食物なしで生きていける。ここにそのような人がいたのである。神のカラスは死に絶えていないことを、この人は知っていた。神は多くの丘の上に牛を所有しておられること、また、いつか狭苦しい場所に入ることがあっても、神は牛を殺してその後四半身を送ってくれることを、この人は知っていたのである。、


  「手を振って、賄賂を取らない者」。だれかに脅迫されても、この人にとっては、それがかえってなによりも好ましい刺激となったのである。だれかに「真理を宣べ伝えるのをやめないなら、『左遷』されてしまうぞ」と言われても、それは彼にとって、むしろなによりも好ましいことだったのである。そうした脅しは、前にもまして力強く宣べ伝えるよう彼を促したにすぎなかった。ああ、この国の束縛！議会にある輩が座っていたとしよう。その人が、私の頭上で鞭を鳴らし、何を宣べ伝えるべきであり、何を宣べ伝えてはならないかを私に告げて、「従わないなら支援してやらないぞ」と言ったとしたらどうだろう！


  ここにまっすぐ進んだ人がいた。彼は常にまっすぐに進んだ。彼はまっすぐ歩み、まっすぐ語り、まっすぐ説教し、まっすぐ生き、疑わしいなにものとも関わろうとしなかった。彼は全く潔白な人だった。今日、神がわれわれを助けてくださり、三つの世界の中で、われわれが何者なのか、どこにいるのか、どこに属しているのかを、人々が知るように歩ませてくださいますように！私は人々に知ってもらいたい。天にいることを知ってもらいたいし、地獄にいることを知ってもらいたいし、シンシナティにいることを知ってもらいたい。私が「羊皮協会」に属していて「この世はそれにふさわしくない」ことを知ってもらいたい。私は、私の邸宅の用意が整うまで、喜んでテントや穴などに住む。私の邸宅はほとんど用意が整っている。最後の僅かな仕上げを待つばかりである。この人について触れたい次の点は、その住まいである。もし義しく歩み、正しく語り、耳をふさいで血なまぐさいことを聞かず、目を閉じて悪を見ず、あらゆる汚らわしいことから手を洗うなら、そのような人がどこに住むのかを知りたい。この書は、「このような人は高い所に住む」と私に告げる。ああ、神に感謝せよ！このような人は山頂に住んで、山の景色と空気と陽光にあずかるのである。マラリヤや、川煙や、低地の瘴気を足の下にしていたのである。この罪深い世の埃や騒音や大騒ぎを足の下にしていたのである。空が澄んでいてすべてが静穏な所に生きていたのである。この人の足下で雷が轟き、雲が逆巻くこともあるかもしれないが、この人のいる所では常に太陽が輝く。この人がいるのは、決して太陽が沈まないところ、永遠に花が咲いているところ、聖徒が決して死なないところなのである。


  「クリスチャン経験の山頂に絶えず生き続けることはできない」と人々は私に言う。しかし、それができた人がここにいる。私は信じているが、この人にできたなら、われわれにもできる。「このような人は高い所に住む」。このような人がかりに谷間に降りて来ることがあったとしても、それは他のだれかを連れ上るためだったにちがいない。彼の家は高い所にあった。火の中からだれかを救い出すために降りて来ることも数回あったかもしれない。しかし、その住まいは山頂にあった。ああ、クリスチャンの山頂経験のゆえに神に栄光あれ！


  この優れた人に関して気づいた次の点は、この人はこんなに高い所にいたのに全く安全だったことである。「堅い岩はその砦となり」。「高度な経験は危険である。あまり高く上ると落ちてしまう」と人々は言う。第一に、そのように言う人々はこの経験の逆説を理解していない。すなわち、クリスチャン経験においては、落ちるおそれのない高みに至ることができるのである。ただし、これは正しい場所にとどまるならばの話である。われわれは下ることによって上る。人が遥か高く上るのは、顔を岩につけている時である。顔を岩につけているなら、落ちるおそれはない。転がることしかできない。危ないのは、顔を岩につけていない人々である。その場所では安全である。なぜなら、「とこよの岩」、かたい岩が砦になってくれるからである。頑丈な人でも安全とはかぎらない。安全な場所にいるから安全なのである。


  私は人生で今ほど弱っていることはなかった。しかし、私は堅固な所にいる。私は宇宙を御力によって保っておられる方に懐かれている。諸々の世界を生じさせた力によって保たれている。今ほど自分の弱さを感じることはなかったが、他方、主が私を天のエンジンにつないでくださっていることも感じている。私が倒れるのは御座が倒れる時だけである。私は信じている。引き返すよりは別の道を進む方が楽な地点に至ることは可能である。「神聖な引力」が私をこの別の道に引き寄せているのを私は感じる。この引力は私を天の港に連れて行くまで働き続けると、私は考えそうになる。ああ、なんと安全なことか。自分自身による安全では全くない。われわれを保ってくださる神の御子イエス・キリストによる安全である！「ウサギはか弱い生き物だが、その巣を岩の上に造る」。ウサギにそうできるなら、間違いなくわれわれも砦のための堅い岩を持つことができる。そして、第二の祝福を受ける時、われわれはこの堅い岩を得るのである。


  次に気づくのは、「そのパンは与えられ」ることである。与えられる！パンのために働く必要はなかったのである。ああ、考えてみよ、なんと安心なことか！主のために働くなら、主がパンを与えてくださり、しかも注意深くその両面にバターを塗ってくださるのである。飢饉に見舞われることはない。熱波が来てもいつ来たのかわからない。ウオール・ストリートの混乱を遥かに超越して生きているので、金が値上がりしても値下がりしても関係ない。必要なものはすべて確保されている。神に感謝せよ。


  「その水は絶えることがない」。彼は純粋な燦めく山水を飲む。その井戸は決して干上がらない。ご存じのように、雨期しか水がないとても多くの人々がいる。彼らの宗教は「雨期の宗教」である。リバイバル真っ盛りの雨期に救いを得るが、乾期の働きが進行している時にはあまり関心を寄せない。その時、彼らの宗教は役に立たない。ここに「その水は絶えることがない」一人の人がいた。彼は毎年三百六十五日、豊かな生活を送った。神から食物を受ける地点にわれわれが達する時、いと高き神は人々を用いてわれわれに供給してくださり、われわれはその供給を神からのものとして受ける。供給が多くても少なくても、われわれはその供給のゆえに感謝する。神が私の魂を聖めてくださった時からこのかた、私は自分が得たものに不平を鳴らしながら集会を去ったことは一度もない。私は切符代を払う金を常に持っていたわけではないが、神に感謝すべきことがいつもふんだんにあったのである。


  悪魔はこの国の至る所で「正しいことを行うなら飢えるようになる」と人々に告げている。私の会衆の中にある一人の紳士がいる。彼は自分の店でタバコを売る罪を悟るようになった。悪魔や教会の連中の数人が、「タバコを売るのをやめたら、飢えてしまいますよ」と彼に言った。しかし、彼がタバコを自分の店からなくしたところ、タバコなしでも彼の商売は順調にいっている。神が彼に報いてくださったのである。


  妻と私がボストンの特別集会で手伝いをしていた時、一人のパン屋が祭壇にやって来て、全く聖められた。彼は、土曜日の午後にパンを焼いてそれを日曜日の朝に売ることを常としていた。しかし聖められた時、彼は自分の家に帰って、「もう日曜日にはパンを売らない」と妻に告げた。妻は「あなたは愚か者よ」と言ったが、彼は「私は神と共に歩むつもりだ」と返答して、「日曜日はパンを売りません」という看板を造って掲示した。土曜日に彼は妻に、「自分はこれまでと同じ量のパンを焼くつもりである。神はそれをみな私のために土曜のうちに売ってくださると、私は期待している」と言った。すると、土曜の晩にはすっかりパンが売り切れたのである。彼はそのように行い続けた。そして、神は彼のためにパンを売ってくださったのである。「キリスト教の諸々の原則に基づいて商売をすることはできない」というのは悪魔の嘘である。商売は可能だし、神と共に歩むことも可能である。正しいことをなんでも行うことは可能なのである。


  「彼は麗しい王を見る」。この人は後にあるものを見ることを拒んだことを、あなたは覚えているだろう。少し前に彼の目は閉ざされたが、今、彼は麗しい王を見ている。当時、彼は耳をふさいだが、今、神の御声を聞いている。王が彼の視界を満たし、それより暗い光は輝きを失いつつある。彼は世人の頭上の彼方を見つめて、遥か遠くにある国を仰ぎ見たのである。


  この人はなんという聖徒だったことか！これは何故か？全く聖められていたからである。ペンテコステを受けていたからである。第二の祝福を受けていたからである。あなたがこれを得る時、これは彼にしたのと同じことをすべてあなたにもしてくれる。あなたの歩みを正し、会話を制御し、耳をふさぎ、目を油塗り、両手を清め、パンと水を確保し、悪魔の近づけない住まいを与えてくれる。キリストと共に神の中に隠されている命！ああ、この命は素晴らしい！あなたもこの隠された命を得ることができる！悪魔から遠く離れて、安全な場所を見つけることができる。あなたは今、この隠された命を欲しくないだろうか？


  



  第六章 根ざすことと確立されること


  
    「このように、あなたたちは主イエス・キリストを受け入れたのだから、彼にあって歩みなさい。彼の中に根ざし、彼にあって建て上げられ、そして教えられたように、信仰が確立されて、あふれるほどに感謝しなさい。」（コロサイ二・六～七）
  


  この節の中から、「彼の中に根ざし、彼にあって建て上げられ、そして教えられたように、信仰が確立されて、あふれるほどに感謝しなさい」という箇所を用いることにする。この箇所から四つの思想がわかる。第一は、クリスチャンの密かな、目に見えない、隠された命である。第二は、教えられたように確立されることである。第三は、クリスチャンの目に見える、外側に現された生活である。第四は、あふれるほどに感謝することである。


  この外側に現された生活は諸々の秘かな力による。実や枝葉でいっぱいの、雲にまでそびえ立つオークの木を見よ。「皆が知っているように、この木の実際の命は目に見えない」と人は言う。この木の実際の命は地面の下にある。地中深くで、その根が岩や泉に巻き付いているのである。目に見えるものは、隠されているものによる。聖霊はクリスチャン経験のこの事実を知っており、この箇所にそれを記されたのである。外側に現されたクリスチャン生活はみな、神の中にキリストと共に隠されている隠れた命、秘かな命、正しい命に全く依存しているのである。


  もしわれわれが目に見えるものしか持っていないなら、そんなものは無価値である。われわれの外側の生活は良く見えるかもしれないが、もしそれに根がなければ、なんの役にも立たない。今日――綿のひもで結ばれた――クリスマス・ツリーの実のようなものを、われわれはたくさん見かける。クリスマス・ツリーは決して成長しない。根がなく、秘かな目に見えない命に支えられていない。神が御言葉の中ではっきりと教えてくださっているように、正しい、内なる、隠れた命を持つことがきわめて大切なのである。


  成長して高くなりたい人や、成長して広がりたい人はとても大勢いる。しかし、深く成長するための条件に服する人はほとんどいない。しかし、深く成長しないかぎり、高く成長するのは安全ではない。安定器がなければ、海で帆を広げることはわれわれにとって滅びを意味する。時流はてっぺんで広がることであり、ほとんどの人は種を蒔きに出かけている。この御言葉は「根ざす」ことから始まっている。頂点や、うわべや、見せかけは十分にある。われわれに必要なのは、基礎を据えることと根ざすことである。われわれは下にある岩や泉をつかむ必要がある。そうするなら、嵐にも耐えられる。


  使徒的宣べ伝えに立ち返っていたなら、使徒的認罪が生じ、続いて使徒的回心が生じていただろう。回心者たちは地面に「突き刺される」代わりに植えられていただろう。教会に付け足されたり、加えられたりする代わりに、神の家の中に植えられていただろう。教会に人々を加えることと、人々を主にもたらすこととは、別問題である。教会に加えられた人はとても大勢いる。彼らの名は毎年勘定されているが、彼らは決して主に加えられていないのである。


  外側の生活で良く見えるものは、それが正しい内なる命の指標である時だけ、価値を持つ。われわれがどのように見えたとしても、また、われわれが生活の中で何を公言していたとしても、もしそれが神の中にキリストと共に隠されている命の合理的所産ではなく、とこよの岩に根を張っていないなら、無価値であり、無以下である。しっかりと根を張るなら、人々は最初からよく耐えることができる。新約聖書の水準にしたがって生まれた若い回心者たちは、多くの迫害に耐えられるし、大嵐にも耐えられる。それだけではない――正しく根を張っているなら、嵐は妨げになるどころか助けになるのである。嵐によってその繊維は強まり、その葉は前よりも青々としたものになるのである。


  かつて私は西部で材木業に携わっていた。とても重たい材木を扱ったものだった。私は木の年輪を数えることにずっと興味を抱いてきた。コロンブスがアメリカを発見した時に五十歳や百歳だった木を見つけたことも時々ある――五百年の夏期のサイクロンや、凍えるような寒さや、五百年の冬期の寒い北風に耐えた木である。しかし、その木の主根は深く潜って水に届いていたのである。その根はずっと下まで伸びて、下にある岩や泉に根を張っていたのである。だから、嵐がやって来ても、少しだけ岩をしっかりとつかむだけで済んだのである。


  台車の材料の棒が欲しいことが時々あったのだが、私はそれをどこに探しに行ったのか？森の中心まで行ったことは一度もない――自分の周囲の木に同情を寄せて保護していた木を取ったことは一度もない。私は森の端に行った。さらに望ましいのは、開けた野原で育った木を選ぶことだった。開けた野原では、木は自分だけを顧みていたからである。そこで私は最も頑丈な枝を見つけたのである。私が目撃したようにあなたも目撃していれば、その木の頑丈さにあなたは驚いただろう。その木は、枝が地面につきそうになるくらいしなった後、元どおり真っ直ぐになったのである。その木は暴風雨にさらされるとしなり、しかし、サイクロンが過ぎ去ると元どおり真っ直ぐになったのである。それによって、嵐の前よりも木繊維は強くなり、葉は青々としたものになったのである。


  私は正しく根を下ろしている一人の善良な人を知っている。暴風雨がその人を打つのを私は見た。その人がしなるのを私は見た。批判者たちが「彼は倒れるだろう」と言うのを私は聞いた。「それみたことか」と人々が言う用意をしているのを私は見た。しかし、彼は回復したのである。暴風雨にさらされると、またしなり、人々は「彼はおしまいだ」と言う。しかし、嵐が過ぎ去ると、この人は元どおりまっすぐになって、前よりもクリスチャン繊維が強まり、葉は青々としたものになって、麗しい信仰を持つようになるのである。あなたが正しく根を張るとき、嵐があなたを傷つけることはない――むしろ益になる。有益な昔ながらの健全な迫害は、自分がどこにいるのかに気づくよう、われわれの民を促してくれる。健全な迫害という有益な嵐に耐えられていたなら、あなたは自分がどの場所にいるのかを地理的に特定できていただろう。


  ああ、根を下ろしている人々が必要である！今の時代、人々は頭でっかちで、学校は頭に知識を詰め込むばかりで心を飢えさせており、人は利口さによって評価されている。また、話術や雄弁さが求められており、話を聞いてもらうには流暢な言葉使いと美辞麗句が必要である――このような時代にあって、われわれが必要としているのは、神の事柄に根ざした堅固な基盤である。


  ダニエルは根を張っていた。彼は環境に服して、地中深く成長した。それで地獄の嵐に耐えられたのである。彼は地獄の砲撃の打撃に耐えることができた。彼は立つことができた。地獄の軍勢に抵抗できただけでなく、不法の潮流を跳ね返すことができた。神は常にこのような人を数名持っておられる。どうか神がその数を増やしてくださいますように！愛する者よ、もしあなたが根を下ろしているなら、だれかがあなたを非難するたびに、萎れた葉っぱのように「縮こま」ったりはしないだろう。だれかがあなたを批判するたびに、しおれたりはしないだろう。そうではなく、前よりも少しばかり大きな声で叫び、歌うだろう。試練がわれわれの益となる地点に、主なる神はわれわれを導いてくださるのである！


  この御言葉で次に気づいた点は、確立する恵みである。「確立されて」。さて、ギリシャ語学者は私に告げる――私はギリシャ語学者ではなく、私が修得した言語は「カナンの言語」だけである――しかし、ギリシャ語学者が言うには、この「確立する」という言葉は「聖化する」と同じ意味である。私はこれについては定かではないが、私は自分の知っていることをあなたに告げよう。「聖化する」ことは「確立する」ことなのである。聖化は確立する恵みであり、人々を堅固にする恵みである。聖化は人々から落ち着きのなさを取り除く祝福であり、心の中から奇癖を取り除き、人々から不公平を取り除く。


  確立されることは、あなたの疑問に答えてくれる祝福を得ることである。そのため、駆け回って伝道者に質問することはなくなる。聖霊があなたの疑問に答えてくださる。聖霊は、あなたが人々から聞こうとしていることを、あなたにすべて教えてくださる。そして、聖霊があなたに教えてくださることはなんでも、どういうわけかそれが真実であることをあなたは感じるようになるのである。


  われわれは確立されなければならない。海に浮かぶ船は暗礁のせいで転覆する。神聖な恵みの中に確立されないなら、誤謬で満たされた強固な頭脳の持ち主たちに出会う時、あなたはその人々のせいで転覆するだろう。われわれに正しい道を教えて、人々や悪魔をわれわれのために転覆させてくれる経験が存在するのである。


  この祝福を得る時、あなたはまっすぐ前を進むようになる。あなたは王の大路の真ん中を進み続けるようになる。悪魔の全軍勢のただ中で道を切り開かなければならなくても、進み通すようになる。神が共にいてくださるなら、悪魔の軍勢にいったい何ができよう？ああ、われわれには神がおられることを知っていれば！神は死んでおられないことを知っていれば！チョッキのポケットの偶像や、われわれが頭を下げている教会の神々を、われわれが投げ棄てていれば！われわれが持つべきは生ける神、唯一の真の神である。神はキリストやパウロの時代と同じように今も生きておられることを、われわれは知るべきである。


  ああ、神に感謝せよ、神は生きておられる！人々は御子を殺したが、墓は御子をとどめておけなかった。御子は床を蹴って墓から出られた。したがって、死にも南側、暖かな面、温和な面があるのである。あなたたち、宗教の北側の周りに座して、歯をガタガタ鳴らしている人々よ、あなたたちは陽光の周りに移るべきである。われわれを確立してくれるものが必要である。もし確かな確信がないなら、もしこの恐ろしい時代にあって、われわれの救いの将である方に無限の信頼を寄せていないなら、われわれは不名誉にも降伏することになるだろう。神に感謝せよ、常に新たな力を得て、決して敗北することなく、失敗することが到底あり得なくなる経験が存在するのである。われわれの若者たちにはこの祝福が必要である。ある若い宣教士の女性がいた。彼女の知性や敬虔さは並以上だった。彼女が宣教の働きを行って、貧しい者たちの間でトラクトを配っていた時、彼女はあるカトリックの家庭を訪問した。ある日、その家庭でたまたま一人の司祭に出会い、「私はあなたに自分の教理を宣べ伝えているのではない」と彼女は言った。すると、司祭は微笑んで、「あなたの教義とおぼしきものを私に告げて、祈ってください」と答えた。しかし、彼女は自分の教義が何か知らない様子だった。彼女は確立されていなかったのである。その結果、数週間後、その司祭が彼女をカトリック教会に迎え入れたのである。私はあなたたちに言いたい。もしわれわれの若者たちが確立されないなら、彼らは真理を知らないまま、あちこちに吹き散らされるであろう。悪魔は、今日吹き荒れている教義の風によって、彼らを良き船であるシオンの港から一掃するだろう。


  われわれはもっとよく知らなければならない。われわれは自分の宗教を知らなければならない。そうするなら、不信心者の両目をまっすぐ見据えて、自分の知っていることを告げることができる。たんなる教義はなんの役にも立たない。宗教についての学識はなんの役にも立たない。しかし、自分の知っていることを懐疑論者に告げるなら、それは懐疑論者がなすすべを知らない武器でその人を攻撃することになるのである。懐疑論者は、あなたの議論に応じることができ、あなたと同じくらい論理的だが、あなたの経験には答えられない。それについて知っている経験をあなたがする時、それは懐疑論者の口を閉ざして、敵の銃を封じるのである。


  ああ、神は常にわれわれと共におられることを知るなら、成功は確実である！リバイバルが可能かどうかを見るために試してみる必要はないし、どこにも行く必要は無い。二年半の間、私はリバイバルを得ずにどこにも出かけたことはない。「神は神であり、神の他に神はいない」。われわれは自分が主の側にいることを知っている。参戦する前に、われわれは勝利を得ているのである。


  南北戦争のとき、ウィンチェスターの戦いは激戦だった。連合軍は勇敢な人々から成っていたが、数時間の激戦の後、彼らは撤退した。一度も戦いを経験したことのない彼らの将軍は、二十マイル離れた所にいた。大砲の轟音から彼は戦いの様子を知り、馬を駆って、撤退中の自分の軍隊に駆けつけた。自分に続くよう彼は兵士たちに叫び、前進した。兵士たちは持ち直し、決定的勝利を得たのだった。将軍は増援物資を持ってきたわけではなかった。兵士たちは前の戦いと同じように勇ましく戦ったが、将軍に対する信頼により敗北は勝利に変わったのである。われわれの将軍である御方に信頼する時、われわれの神はわれわれの味方であることを知る時、われわれは撤退しなくなる。むしろ、なにがあろうと突き進むようになるのである。


  神と共にある一人の人は、神と共にいない千人の人よりも価値がある。神はあなたを祝福してくださる。剣を鞘から抜いて手に持っている一人の人は、千人の臆病者よりも価値がある。いま述べているこの祝福は、あなたをそのような人にする。この祝福は、われわれの救いの将は常に臨在しておられ、常に勝利しておられることを、あなたに教える。彼は荒野で勝利し、ゲッセマネで勝利し、カルバリで勝利し、地獄のすべての悪魔の抵抗にもかかわらず天に上って行かれた。そして、彼は永遠にわたって支配するのである。復活したキリストのゆえに、神に栄光あれ。キリストは今日、ご自分の民と共に生きておられ、ご自分に明け渡す者たちをみな勝利者にしてくださるのである！


  この祝福を得る時、あなたは自分を征服者のように感じるようになる。そして、「征服者の足取りで前進する」ようになる。あなたは足を強く踏みしめるようになるので、地獄の悪鬼どもはその衝撃を感じるようになる。あなたは救いを得る。その救いにより、御使いたちは驚き、悪魔は狼狽する。それだけでなく、あなたが輝かしい勝利を得て邁進している間、あなたの昔の大敵は真っ青になる。敵は地獄の灰の中に座して、あなたを標的にした新しい方法を企てることに最善を尽くすようになる。


  この祝福を得る時、あなたはクリスチャンの外側の目に見える生活について話し始められるようになる。至る所で、人々は根を持たずに、良い始まりを持たずに、クリスチャン的性格を建て上げようとしている。しかし、内側の命が正常なら、クリスチャンの外側の生活は、口笛を吹くのと同じくらい容易である。良い木から悪い実は採れない。人々はクリスチャン的性格を建て上げることについて語る。まるで、キリスト教は家を建てるのと同じように、自分で建て上げられるもののようである。しかし、私が述べているクリスチャン生活は、木が成長するように成長するものなのである――つまり、内側から成長するのである。ほとんどの人は、物を掻き集めてそれで家を建てようとしている。自分自身のうちに材料があることを忘れているのである。神はわれわれを天の土地に植えることを願っておられる。それは、われわれが成長して、清い聖なる生活の結果であるキリスト教を生み出すためである。このような経験をあなたが得る時、神に仕えることは容易になる。


  教会の中で働いて、労している人々がいる。教会は、この人々が目標を恐れているかぎり、成功することはない。すると、人々は別の協会を組織して、それでうまく行くと思い込むのである。われわれに必要なのは、神の火が車輪の中に宿って人々を進ませることである。最上の人々がボストンに集まって特別集会を開いた。酒場ですら、「ようこそ、熱心なクリスチャンたち」という看板を出した。この五千名の人々は一週間ボストンにとどまったが、一人も回心者が得られなかったのである！火でバプテスマされた五千人のクリスチャンをボストンに配置せよ。そうすれば、ボストンに大変革が起きるだろう。われわれは規則や、形式や、儀式に偏りすぎている。われわれに必要なのは、顔を神の方に向けることである。


  恐ろしいことに、われわれはあまりにも遠くまで漂流してしまったため、人々を認罪の下にもたらせないのである。ああ、「人々を釣り上げる」務めが必要である！神はあなたを祝福してくださる。私が望んでいるのは、あなたの機嫌を良くすることではない。むしろ、あなたたちの多くが気分を害して、食べることも眠ることもできなくなり、最後に二階の部屋に上って鍵をかけ、「ペンテコステが完全に成就するまで」そこにとどまるようになる説教をすることである。その時、あなたの生活は根を張るようになる。神はこれをわれわれ全員に与えてくださる。


  また、この御言葉で私が気づいたのは、「内なる、隠れた、密かな命」や「外側に現された生活」だけでなく、「あふれるほどに感謝する」ことである。これはあふれ流れる命である。他のすべてのものを乗り越えて超越する命である。「あふれる命」である。「あふれる」とは何を意味するのか？欲しいものをすべて持つだけでなく、与えるものをも持つことである。どうすればいいのかわからないほどの分け前をふんだんに持つことである。われわれの中にはこれを持っている人もいる。そしてこれこそ、われわれがおとなしくしていられない理由である。昔は、同じ場所に立ったまま、身じろぎもせずに、四十分間説教することができた。しかし、そんなことはやめてしまった。このあふれる命には、はけ口が必要である。あなたがこの命を得る時、あなたは私たちに驚かなくなるだろう。あなたが自分の魂の中に聖なる力の流れを感じるようになる時、あなたはわれわれのことを「立派に振る舞っている」と称賛するようになるだろう。


  あなたは午後四時頃、ちょうど教師が生徒を送り出す頃に、田舎の学校の校舎を通りかかったことがあるだろうか？この少年たちが門を出て、空中に帽子を投げ、互いに転げ回りながら叫ぶのを、見たことがあるだろうか？これは何を意味するのか？この少年たちには肉体的に「あふれる命」があったことを意味するのである。少年たちは三時間閉じ込められていたのだが、自分たちが望む以上の命を持っていたのである。


  神の民はよく養われるべきである。とてもよく養われているため、「外に出される」時は、よく養われている子牛のように行動するようでなくてはならない。神よ、この命を与えたまえ！あなたはこの命を得て、肩掛けをまとい、足には石鹸石をつけて、隅に座って両手を休めることもできる。人々に仕えてもらって、銀の匙で養ってもらい、二人の牧者に面倒をみてもらうこともできる。命を持つ多くの人がそうしている。しかし、命を持つことと「あふれる命」を持つこととは、別問題である。


  ああ、このあふれる命！それはわれわれを赤ん坊にするのではなく成人させる。小人ではなく巨人にする。臆病者ではなく兵士にする。今日、神が望んでおられるのは、十字架の兵士たちである――荒野を突き進む覚悟のある人々、喜んで自分の屍で橋を築く人々である。その橋の上を彼らの仲間たちは行軍して勝利するのである。神が今日望んでおられるのは、悪魔を黙らせる人々、自分の持ち場について、捕虜を捕らえ、神の持ち場にもたらす人々である。神よ、諸教会にはびこっているこの幼稚さからわれわれを救いたまえ！


  私は、良い正常な立場に立つ教会の会員であり、追い出されないかぎり、そこにとどまるつもりである。私は諸教会に反対して話しているのではない。人々を幼稚さから、哺乳瓶から脱却させて、ビーフステーキを食べて神のために立つようになる地点にもたらそうとしているのである。あの母親を見よ！可愛い赤ん坊を乳母車に乗せて、道を歩いている。これは麗しい光景である。赤ん坊はどの家庭にとっても祝福である――常に祝福である。人は赤ん坊を見て微笑む。赤ん坊は微笑み、母親も微笑む。すると、みなが幸せになる。しかし、十年後に戻って来て、もしその赤ん坊がまだ乳母車の中にいたら、微笑む人はだれもいない。とても微笑んでいる場合ではない。何が起きたのか？それは「成長遅延」の症例であると医者は言う。神は、ご自分の幼稚園をご覧になる時、何をご覧になるだろう？今日、神は、われわれの尖塔付きの家々や会堂の中に、何をご覧になっているだろう？おんぶして世話してやらなければならない、十歳、二十歳、五十歳の年老いたたくさんの赤ん坊があたりに座っているのをご覧になっているのである。これは神の御心をどれほど嘆かせていることか。とても微笑んでいる場合ではない。


  われわれは、神の力について話すべき時に、自分の弱さについて話している。恐るべきことに、われわれは座して自分の両手を休め、足に暖かい石鹸石をつけて、二人または三人の人々に世話してもらっている。しかし本当は、われわれの方が他のだれかの世話をして、祝福をもたらすべきなのである。ある家庭を訪問して、十四歳の少女を母親がまるで十歳のように世話しているのを見たなら、なにかおかしいことがわかる。私はあなたたちに言いたい。私が教会に行くと、あたりに十四歳の赤ん坊が座っているのを見かける。この赤ん坊たちは、優しく世話してやらないと、怒って教会を去ってしまう。これは明らかになにかがおかしい。この十四歳の赤ん坊たちは、新しい回心者たちの世話ができなくてはならない。


  東部の商人が西部の農民と一緒に西部を旅していた。彼らは貨車の最後の車両の後の荷台に立って、線路を見渡していた。商人は農民に言った、「あちらの線路は潤っていて青々としているのに、われわれが旅しているこの線路は埃っぽくて荒れている理由がわかりますか？」。すると、もう一人は答えた、「われわれ西部の農民はあまりにもたくさんの穀物を生産するので、倉庫に収まりきらないんですよ。それで、東部の市場行きの貨車に穀物を積む時、作業員たちは積み過ぎに注意しないのです。貨車があちらの線路上を東部に向かって進む間、穀物は散らばって、路面で芽を出します。しかし、空の貨車はこちらの線路で戻って行きます。それで、こちらの線路は乾燥していて埃っぽいのです」。これらの貨車の何が問題だったのか？これらの貨車は「第二の祝福」を受けていたのである。「あふれる」豊かさがあったのである。あなたがその豊かさを少しばかり振りまくたびに、穀物が撒き散らされる。だれかがあなたに触れるたびに、あなたは溢れ流れるようになる。これほどの救いを受けることができるのである。人々はもはやあなたに話しかけられないかもしれないが、あなたが「ハレルヤ！」と言うと穀物が撒き散らされるのである。空の貨車は満杯の貨車と同じくらいやかましいが、あたりは乾いて埃っぽいままである。


  私は人々に私の家に来てもらって、素晴らしい祝福を与えてもらった。彼らが去った後、天使がそこにいたかのように感じた。私の子供たちは祝福され、この聖徒たちの滞在により私の全家が祝福された。次に、別の人々に私の家に来てもらった。彼らが去った後、私は喜んだ。あなたは満杯の貨車になって、どこに行っても状況をみずみずしくすがすがしいものにすることができる。あるいは、あなたは空っぽの貨車になって、すべてを乾いて荒れ果てたままにしておくこともできる。


  このあふれる祝福を持てるよう、神がわれわれを助けてくださいますように！パウロはこの祝福を持っていた。彼は私が話しているものを知っていた。パウロよ、あなたの経験を少しばかりわれわれに与えたまえ。「私がダマスコに行った時、ユダヤ人たちが私を殺すために待ち構えていた。アンテオケに上って行った時、その首長たちは私をその地方から追い出した。ルステラに下って行った時、人々は数々の奇跡を見て、『あなたは神だ』と言い、私は彼らが私を礼拝するのをかろうじてやめさせた。しかし、私が真理を宣べ伝えると、人々は石を取って私を石で打った。私は死ぬほどの目に遭った。また、テサロニケに行った時、私は襲われて、夜中までに送り出された。それから、学問の中心であるコリントに行き、そこで私は裁きの間で鞭打たれた。それからエペソに下って行くと、町全体が私のために混乱に陥った」。それでも、パウロは言う、「神に感謝します。神は常に私たちに勝利を得させてくださるのです」と。パウロよ、なぜですか？人々があなたを町から追い出した時でさえ、あなたは常に勝利していたということなのでしょうか？然り、パウロはどんなことの中にも勝利を見ることができたのである。パウロは敗北しない人だった。彼は神を知っており、神と共に歩んだ。たとえ枷につながれて宣べ伝えなくてはならない時でも、彼はやすやすとやってのけられたのである。


  神よ、このあふれ流れる祝福をわれわれに与えたまえ！望むなら、あなたは今、この祝福を受けることができる。この祝福を求めるべきではないだろうか？今は受け入れてもらえる時、今は救いの日である。


  



  第七章 満ちあふれる恵み


  
    「罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れた。」（ローマ五・二〇）
  


  この御言葉が示す主要な真理を、ある自然法則がみごとに描写している。その自然法則は、贖いの栄光の一種の象徴である。少年の時、私はしばしば森を横切ったのだが、その時、私は生木に深い傷をつけて先に進んだ。数年後、その道に戻って来た時、その傷がみな治っているのを私は見いだした。古い繊維ではなく、もっと丈夫な物質を結び合わせることによって治ったのである。新しい繊維が織り交ざって絡み合い、ある種の複合体になっているのを私は見いだした。その複合体をほどくことは全くできなかった。木の傷んだ部分は、その他の部分よりも、丈夫で頑丈なものになっていたのである。


  「折れた骨が治ると、元の骨よりも強くなる」と私は教わった。まるで、二度目の襲撃に対して自然が守りを固めているかのようである。この同じ真理は、真珠の形成にも見られる。一粒の小さな砂粒が真珠貝の敏感な所に作用する。この小さな被造物が本能的に行うのは、復讐することではない。なぜなら、復讐によって、傷は大きくなるからである。真珠貝は、浸潤性の透明な液体を分泌する。その結果、その傷から美と勝利が生じて、この小さな被造物の価値は、まさにそれを殺しかけたもののおかげで、百倍にも増し加わるのである。


  聖霊は、アダムとキリスト、罪と救い、堕落と贖いの対比を見事に総括された時、救いの計画に関して、このような思想を抱いておられたのである。なぜなら、地獄がこの世に仕掛けた恐るべき攻撃から、代々にわたる勝利となる偉業が生じることを、聖霊はわれわれに教えておられるからである。人を永遠に滅ぼそうとしたこの恐るべき破局から、神は旧創造よりも遥かに偉大で輝かしい新創造を生み出された。そして、罪の深海から、きわめて高価な真珠を生み出された。この真珠とは教会のことであり、教会は代々にわたって御子のかたちを反射する天的輝きをもって輝くのである。


  「罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れた」。この御言葉が真理であることは、かつてこの地上を歩んだ最も唾棄すべき滅びの罪人たちが救われて、その後有用になった事例からわかる。神は、最大の偉業を達成するために、最悪の材料を選ばれるように思われる。神は、不法の汚水槽の中を泳ぐきわめて酷い悪党どもの中からある人々を救ってこられた。救っただけでなく、彼らを居酒屋や売春宿や舞踏場から立ち返らせて、天から使わされた聖霊と共に福音を宣べ伝えさせたのである。


  神は、半世紀にわたって流血の罪を犯したマナセを救われた。神は、新約の教会を設立するために十二人の人を望まれた時、サンヘドリンやエルサレムやローマに行く代わりに、漁師たちがいるガリラヤの浜辺に下って行かれた。そして、大きなたくましい手をした、しつけも教育も受けていない人々を選び、救い、聖めて、基の石とし、その上に新約の教会を建造された。あなたや私なら、ローマに行っていただろう。ローマが世界を支配していたからである。あるいは、おそらく、エルサレムに行っていただろう。エルサレムはその栄光と光輝の絶頂にあったからである。今日の聖職者なら、サンヘドリンに行っていただろう。しかし、神の御子はガリラヤの浜辺に行かれたのである。その理由を説明することは私にはできない。しかし、とにかく、この御言葉の真理をこう描写できるだろう。すなわち、罪が大暴れしたところに、罪に歯止めがきかなくなったところに、「罪が満ち溢れたところに、恵みもますます満ち溢れた」のである。心がどれほどかたくなでも、どれほど罪が重くても、頑迷な期間がどれほど長くても関係ない。神には人の心を砕く福音、押し寄せる不法の潮流を跳ね返す福音、あなたの記録を抹消する福音、あなたを罪の力とその咎とから救い、あなたを神の栄光の燃えて輝く光とする福音がある。神は邪悪なバニヤン、罪深いニュートン、酔っぱらいで飲んだくれのジェリー・マッコーリーを救われた。然り、栄誉の記念碑に名を記されていない多くの女性を、神はたなごころに記された。この女性たちは今日、神のために輝く光として、この御言葉の生ける実例として、スラムの中から立ち上がったのである。神に栄光あれ！生活がどれほどすさんでいて貧しくても関係ない。故国の状況は関係ない。われわれには彼らを贖う福音、回復する福音、立ち直らせる福音がある。


  ある家庭に立ち入った時、青ざめて痩せ細った夫人が玄関で私を出迎えた。床に絨毯はなく、暖炉に火は灯っていなかった。食卓にパンはなく、家に家具は一つもなかった。窓には古びた帽子がかけてあり、子供たちは父親の足音におびえていた。すべてが絶望的状況だった。しかし、私が中に入った時、福音も中に入り、認罪が臨んだ。昔ながらの回心がそれに続いた。父親が救われた時、子供たちも救われて、落胆していた妻は勇気を取り戻した。これにより様子は一変したのである。少したってからその家に戻ってみると、床には絨毯が敷いてあり、暖炉には火が灯っていた。食卓にはパンがあり、夫人の頬は血色が良くなっていた。古びた帽子は窓からなくなっていた。古びて壊れていた椅子やスツールもなくなっていて、新しい家具が置かれていた。われわれはその家の中でひざまずいて、神に感謝したのである！ああ、このようなことをしてくれるものは他になにもない！嘆願書に署名してもだめである。建物を改築してもだめである。白いリボンをしたあなたたちでもだめである。聖霊の大能の力が必要である。この御言葉が完全に効力を発揮することが必要である。その時、罪が満ち溢れたこの家庭に、神の恵みがまさに「溢れ流れた」のである。


  われわれには、こうしてくれる福音がある。それにもかかわらず、人々はわれわれをこの福音から逸らそうとしているのである！このような働きをしてくれる福音があるというのに、われわれがそれから逸れて科学や哲学を宣べ伝えると、あなたは思っているのか？科学や哲学ではないことを私はあなたに告げたい。こうしてくれるものは完全な福音以外にない。このような家庭を修復してくれるものは、聖潔、第二の祝福以外にない。というのは、この人の心の中に第二の恵みの御業がなされないかぎり、この家庭は悪魔の策略から決して救われえなかったからである。ああ、あなたたちは聖潔以外のことをわれわれに宣べ伝えて欲しがっている！われわれのものよりも有益なものをあなたたちが提出するまで、われわれは待つことにしよう！


  この福音に関して、ささやかな批判があるかもしれない。しかし、われわれはその批判を甘受して、喜んでこのような真理と一つになろう。この真理は人の家庭の中に、人の心の中に、人の人生の中に入り込んで、人を立ち直らせ、悪魔ではなく天使にする。これがわれわれの福音の効力であり、聖潔の効力である。


  私の兄弟よ、あなたがどれほど深く罪の中に落ち込んでいても、神はあなたを救うことができる。時として神は、御力を現すために、ご自分のなし得ることを三つの世界に示すために、丈夫な棒を握ることを好まれる。落胆すべき理由はなにもない。もしあなたが酔っぱらいの夫の妻なら、「あなたには希望がある」と私は言いたい。天を見上げることができるのである。あなたがボタンを押しさえすれば、信号が電線で上空まで伝わるのである。そして、祝福があなたの家庭の中に入り込んで、家庭を罪から救ってくれるのである。


  愛する人よ、あなたの愛する人たちがまだ救われていなくても、彼らのことで落胆してはならない。われわれには、最も高い人々だけでなく最も低い人々にも届く福音がある。この福音は、「主人はキリストただひとりであり、われわれはみな兄弟である」とわれわれに感じさせてくれる。愛する人よ、あなたはご存じだろうか？困難な事例でも効力を発揮する福音の力を信じる信仰を、われわれはさらに多く持ってしかるべきであり、われわれクリスチャンはこの点で自分を恥じるべきなのである。今のように人々を諦めてはならない。人々が後退しても、その人々に絶望してはならない。彼らのために神にすがるべきである。神の恵みが勝利して、完全な喜びの地点に彼らが連れ戻されるまで、われわれは火の中を通って彼らを引き寄せるべきである。神がわれわれを助けてくださいますように！われわれはあまりにも臆病で、あまりにも不信仰である。あまりにも低迷しているのである。


  この福音は、もともと良いものをさらに良くするというよりは、むしろ、当人も認める酷い悪党どもを救って聖める。この福音は利己的な魂を回心させて、自己を犠牲にして否定する者たちの一団とする。ある偉大なブルックリンの説教者が、「『良い血が流れていない連中』を助けるのは、もううんざりだ」とかつて言ったのを私は知っている。しかし、われわれの福音はなんと異なっていることか！主は行き巡って、他の人々が手を切った連中を拾い上げてくださるように思われる。すべての人が私に背を向けて、私の友人たちですら私のことで落胆していた時に、主は私を迎え入れてくださった。その時、主は私を迎え入れてくださったのである。神に栄光あれ！これも、この御言葉の正しさを示す実例である。神の恵みは最悪の罪人をも救うことができる。もちろん、神に関するかぎり、罪人は罪人である。神の評価によると、五番通りにいる人は、「米国」というスラムにいる人と同じくらい悪い。しかし神は、世が言うところの「上流階級」の罪人たちをも、十分に救えるのである。


  ニューヨークのある著名な弁護士とその妻が、ある下町の宣教団の集会に参加するよう招かれた。この二人が、教会の会員として、下層階級の絶望的な人々の間で神がなさっていることを、自分の目で見るためであった。メッセージの終わり頃、集会の指導者が、救われたい人は全員立ち上がるようにと招いた。こちらでは「よれよれの人」が立ち上がり、あちらでは売春婦が自分の足で立ち上がった。また、常習的な窃盗犯がさほど遠くないところで立ち上がった。その間、講壇の上の指導者の後で、この弁護士とその妻が立っていた。説教者は、招待客が自分の言葉を勘違いしたのではないかと思い、「救われることを望む人だけ、立ち上がってもらいたいのですが」と言った。しかし、その弁護士と妻は立ち続けたのである。


  祭壇の奉仕を進めるしかなかった。「救われることを望む罪人はみな、祭壇に来なさい！」。浮浪者がやって来た。売春婦も盗人も、みなやって来た。そして、皆が驚いたことに、この二人の裕福な招待客も進み出たのである。宣教の働きでは通常、害虫を避けるために、立派な人々は講壇の上にいることになっている。それで、招待客たちが祭壇で求道者たちに加わり始めた時、指導者はまるで制止するかのように手を差し伸ばして、「これは罪人だけのものです！」と言った。「しかし、私たちも罪人であり、救いが欲しいのです！」が返答だった。幸いなことに彼らは二人とも回心し、それ以来、神は数千の人を更正させて救うために彼らを用いられた。「罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れた」のである。


  ある時、宣教のために集会を開いたのを私は思い出す。そこにはとても多くの見物客がいた――その人々は自分のことは全くお構いなしで、社会のくずどもが救われるのを見ることに興味があった。


  私が招きをしたところ、どうしようもない下層階級の人々が前に進み出た。しかし、彼らと一緒に、先の大統領の妹も前に進み出たのである。「この絶望的な人々と一緒に救いを求めることを、彼女に許可するべきだろうか？」と私は自問した。御霊は「もちろん！」と囁かれた。そして、このおしゃれな女性はひざまずいて、自分よりも社会的身分がずっと低い人々と共に救いを見いだしたのである。ああ、神はあらゆる階級の人々を救うことができる。「罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れた」というこの御言葉には、数百の実例があるのである。


  次に、愛する人よ、この御言葉の正しさは、きわめて汚らわしい習性、嗜好、性癖から魂が聖められることからも示される。この聖めにより、罪の巣窟だった心が、今や神に対して聖別されるのである。心の中にあった怒りが、ある日爆発して、とんでもないことを言ってしまったとする。「なんとしても、あの言葉を撤回したい」とあなたは願う。そのことであなたは苦い涙を流すが、その言葉を言った相手は墓の中で沈黙しており、撤回しようがない。ああ、軽はずみな言葉のせいで、社会的に地位の高い家庭で苦い涙が流されている。上流階級の家庭で、応接室で、心中の怒りのせいで、不親切な言葉や表情が発せられているのである。


  イライラした言葉を発したとする――ああ、母親よ、あなたは「なんとしても、あの言葉を撤回したい」と願うようになるかもしれない。猩紅熱があなたの家庭を襲って、あなたの子供を奪い去るほんの三週間前に、あなたは我慢できなくなって、酷い言動をしてしまったとする。あなたは「なんとしても撤回したい」と願うのだが、その子は死んでしまった。撤回する機会はもうない。あなたは短気だった。そのことをあなたは覚えている。


  ああ、今日の高ぶりの酷さときたら！高ぶりのせいで、どれほど人々が苦しんでいることか！高ぶりのせいで、最終的にとても恥ずかしい結果に終わることや、とても災難な結果に終わることを、どれほど人々がしていることか！高ぶりのせいで、多くの家庭が崩壊する。高ぶりのせいで、多くの人が経済的に破綻する。高ぶりのせいで、あなたは収入が不足しているのに、自分の隣人たちと同じレベルの生活をしようとする。多くの男が川に飛び込んだのは、収入が不足しているのに、その家族が他のだれかと同じ水準の生活をすることに固執したからである。今日、収入以上にいい服を着て、いい生活をしようと人々が心に決めているのは、高ぶりのせいである。


  この不敬虔な見せびらかしや、この孔雀のような虚栄心から、神がわれわれを救ってくださいますように！このような見せびらかしや虚栄心のせいで、われわれは一着の衣服を着て、そのための費用を分割払いで支払っているのである。女性たちは、復活節の直後だというのに、死んだ鳥やボロボロの花を身に付けて練り歩いている。しかも、その支払いはまだ済んでいないのである！婦人帽子職人はこの女性の未払い代金のことで、なんという話を聞かせてくれることか！高ぶりのせいで、人々は思い上がり、負債の支払いが済んでいないのに練り歩いているのである。


  収入以上の生活をしないように、われわれはなんらかの懲らしめを受けている。もしわれわれが宗教を選ばないなら、主はわれわれを厳しく懲らしめて、普通の慎ましい生活に立ち返らせるであろう。それは、われわれが、人々にしてもらいたいことを、人々にするようになるためである。


  しかし、怒り、悪意、争い、短気、高慢の巣窟であるような心も、全く聖めてもらえるし、天のように清くしてもらえる。罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れることができる。第二の祝福、ペンテコステ、聖霊のバプテスマがこうしてくれるのである。神の火が高慢な肉を焼き尽くし、嫉妬や過剰な過敏さを燃やし尽くす。そのおかげで、二人の人が頭を突き合わせていても、「あの人たちは自分のことを話しているのではないだろうか？」と疑わなくなる。あなたは「人々は自分のことを話している」と考えてばかりいるのである！愛する人よ、あなたの自尊心は行き過ぎである。実際は、その時まで話の中にあなたの名前は出てこなかったのであり、あなたとは全く無関係なことを話していたのである。われわれを神経過敏・疑心暗鬼にするこの嫉妬から救われる地点に至るべき時である。


  福音は人を救う。役職から追われる時、その人がほっとするほどに、福音は人を救う。普通はそうではないことを、あなたは知っている。年末に役員を変えるとき、たいていの場合、就任する人は退任する人よりも機嫌がいい。神がわれわれを助けてくださり、指導権を求めることから、地位を求めることから、立場を求めて裏で糸を引くことから、「自分の方が他の人よりもこの地位に相応しい」と考えることから、われわれを救ってくださいますように！すべからく、教会の役職に適任の人を求めるべきであって、人は役職を求めてはならない。敢えて言うと、ある地位に相応しい人とは、その地位を求めず、その地位を欲しない人である。裏で糸を引いていると思われるような人に、たとえそれがいかなる地位であっても、私は票を投じようとは思わない。裏で糸を引こうとしない多くの人々がいる。彼らは日曜学校の校長になろうと画策しないが、心の中にはそれを願う密かな願いがある。事実、われわれはみなこの同じ欲求を持っており、全く聖められないかぎり、地位を欲する欲求が内側にあって、われわれの中の最善の者でも、人々から褒められると、機嫌が良くなるのである。しかし、全く聖められる時、人は人々の称賛に動じなくなるだけでなく、神の御前で顔を伏せるようになるのである。


  この恵みはあらゆる短気さからわれわれを救い、教会のあらゆる混乱や騒動からわれわれを救う。この混乱は台所にあるのでは全くなく、他所にある。私は愛する妻の手助けをして、よく果物を缶詰にしたものだった。われわれは果物を缶に詰めて地下室に置いた。翌日、なにかがはじけてシューシューいう音が聞こえてきたら、地下室に降りて行って、缶を取り出し、調理し直さなければならなかった。そうしなければ、数日後には駄目になった果物が残っただろう。聖められたと多くの人々が主張する。しかし、その人々がはじけてシューシューいっているのを、われわれは耳にする。これは火が十分強くなかったからである。そこにガスがあったのである。沸騰させる方がいいのであって、火が十分に強くなかったのである。主は、「罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れる」この第二の祝福をわれわれに与えてくださる。


  また、愛する人よ、この御言葉の正しさは、恵みは人々を救って完全に聖めるという事実から示されるだけでなく、恵みは罪の影響に立ち向かって、その傷跡さえも消し去るという事実からも示される。「自分は罪から救われたけれども、『罪の結果を忍』ばなければならない」と、可哀想な多くの人々が考えているし、多くの説教がそのような考えを助長している。その際、引用される御言葉は、「なんであれ人が蒔いたものを、人は刈り取ることになる」である。私はあなたたちに言いたい。われわれには「毛虫が食べた穀粒を回復する」福音がある。この福音は人の魂の中に入り込み、例えば放縦や欲望の影響から体を癒し、肉体的に健康にする。神の取り扱いについて、なんでも言いたいことを言うがいい。これまでスラムの中で過ごし、スラムの中で働いてきたわれわれは知っている。多くの人は、その腐敗した体を癒されないかぎり、堅気の社会には合わないのである。われわれは、人々を救ってその魂を治すだけでなく、その体に触れて病から救う福音を持たなければならない。


  昔、聖アウグスチヌスがいた。この名を呼ぶことをあなたは好んでいる。彼はクリスチャン教父の一人だった。二十一歳の時、この人は自分が恐ろしい罪人であることを知った。その血の滴までもが罪によって毒されていたのである。しかし、神は彼を救い、聖め、その体を癒して、約半世紀のあいだ、比類ない方法で用いられた。それでわれわれは彼のことを「聖アウグスチヌス」と呼ぶのである。


  神がなさること、神が喜んでなさることを、われわれは知るべきである。また、神がある人のためになさることは、他の人にもなさることを、知るべきである。神は人を偏り見る、と私に言ってはならない。神はある人々には素晴らしいことを行われるが、他の人々は拒絶される、と言ってはならない。イエス・キリストは「昨日も、今日も、いつまでも同じ」である。われわれには、人に触れて、地獄の病原菌が触れたすべての点を癒してくれる福音がある。罪が招いたすべての結果から人々を救う福音がある。その地点にわれわれを至らせないかぎり、神はわれわれを去らせようとはされない。神は人の意見と反対のことを行うのを好んでおられるようである。また、われわれが「不可能だ」と言うことを行うのを好んでおられるようである。


  「どんな蒸気船も大西洋を横断することはできない」と、哲学者たちや学識ある人々が、論理的かつ決定的に証明した時代がかつてあった。もちろん、今日の人々のように、彼らはこの問題を放置しておけなかった。人々は折りに触れてこの問題を検証し、それが正しいかどうかを見ようとした。ある日のこと、リバプールの二階の部屋で、彼らはなにか間違いを犯していないかどうかを確認するためにこの問題の検証を行った。最終的に、「自分たちは正しく、そんなことは全く不可能である」という結論をまさに下そうとした時のことである（それでも、どうにかして実現する方法を探し出そうとする変人が常にいるものである）。彼らが窓の外を見ると、大西洋を横断してきた最初の蒸気船が港に入るのが見えた。「聖められることは不可能だ」と人々が証明するまさにその時、われわれはなんとか聖められるのである。背高帽とネクタイをつけた説教者が、会衆に向かって、「だれも聖められることはできない」と証明したまさにその時、その説教者のバターケーキを台所で揚げていた僕がこの祝福を受けたのである！それだけではない。その説教者が最善を尽くして、きわめて強力な反対論を唱えていたまさにその頃、彼の教会の最上の人々は、別の場所で開催されていたキャンプ集会やテント集会に行って、聖められたのである。彼らはその説教者を困惑させたので、最終的に、その説教者はその批判を取り下げたのだった。


  もう十分だと思うが、さらにまた、この御言葉の正しさが再び示されるだろう。世界博覧会を凌ぐ展覧会をわれわれが開く時が来ようとしている。人々が集まって、神が救いの見本を展示される時が来ようとしている――スラムの中から、最底辺の生活を送る人々の中から、神が一群れの人々を選ばれる時が来ようとしている。その人々は来て見本となり、団結してこの御言葉の正しさを永遠に示すのである。われわれの時代が来ようとしている。数の上では、われわれは少数派である。この世は地獄の方に漂って行っていることを、私は告白する。教会は聖霊を拒否して聖潔の民を追い出そうとしていること、そして、彼らはテントや森に追いやられていることを、私は告白する。しかし、われわれの時代が来ようとしている。われわれはその時代を待つことができる。


  聖潔の民は常に少数派というわけではない。常に追い出されて住む所がないわけではない。イエスが天の雲に包まれて現れる時が来ようとしている。彼に忠実だった者、地上で彼と共に歩んだ者は、彼のそばに迎えられて、彼と共に永遠に支配するだろう。彼が天の玄関を踏み越えられる時、重力の法則は逆転し、あなたや私は彼に引き寄せられるだろう。しかし、それだけではない。われわれは小羊の婚宴に参加するだけでなく、この古戦場――そこでわれわれは神のために戦ったのである――に戻って来て、報いに従って、五つ、十、二十、あるいはそれ以上の都市を支配・統治するのである。


  そうしたくなければ、あなたは用意する必要はない。しかし、神の恵みにより、私はそうする。やがて到来するこの偉大な時代に、われわれは神の恵みが産出した品物を展覧し、天の観衆全員と地獄のすべての穴に向かって、キリストの救いは人のために何をなせるのかを示すのである。その時、この甘美な真理に反対して説教した説教者を、神があわれんでくださいますように！高い尖塔と、ビロード製のクッション付きの会衆席と、鳴り響くパイプ・オルガンを備えた教会からあなたを追放した役員会は、あなたが持っているものを自分も持っていればよかったのに、と心に思うようになるだろう。その時、聖潔が必要になるだろう。皆が聖潔を望むだろう。しかし、遅すぎたのである！手遅れである！神は今、聖潔を与えようとしておられる。しかし、あなたが今それを否むなら、神もその時あなたを否まれるだろう。あなたが今、聖潔を否むなら、その時、聖潔もあなたを否むだろう。あなたが今、神の民に加わらないなら、その時、加わることは許されないだろう。


  物事が正される時が来ようとしている。あなたや私が神の恵みの展示を見る時が来ようとしている。その時、われわれは神が行ってこられたことと、いま行っておられることを見、キリストを拒絶したものを神がどのように拒絶されるのかを見るだろう。キリストが多くの教会の中で今占めておられる地位は、初臨の時に及ぶものではない。人々はキリストを欲していない。今、キリストが宮に行くことがあれば、キリストは両替人たちを追い出されるだろう。私はだれの悪口も言っていない。私の心は優しさに満ちている。しかし、神はしりごみしているエレミヤを立ち上がらせて、王たちを非難する者とされた。私は罪を叱責するつもりである。講壇における罪だろうと、スラムにおける罪だろうと、どこの場所だろうと、そうするつもりである。


  この御言葉の正しさは、すぐに再び示されるだろう。われわれが天に行く時が来ようとしている。そのような感覚を、私はいま大いに感じている。あなたの町の通りを歩く時、私は舗装された道を行くことはほとんどない。此処彼処で少し舗道に触れる程度である。それだけで、自分がいまだにシンシナティにいることがわかる。しかし、私の魂は雲の間を歩んでおり、自分がこの国に属していないこと、自分がアメリカ人でもオハイオ州人でもないことを喜んでいる。神は天上に一つの都を持っておられ、この地上を抜けるとき直ちにそこに入るのである。


  私は永遠の境界からあなたのところに戻って来た。数週間の間、その門がちょうつがいで回る音を聞けそうな所に、私は立っていた。あの輝く通りがもう少しで見えそうだったのである。私はあなたたちのところに戻って来た。私はあなたたちに言う。われわれが宣べ伝えているこのことは真実である。妻があの川の中に立っていた時、「私たちは過激であって、真理を踏み越えたことを宣べ伝えていると、非難されていることを知っていますか？今、それがどうなのか知りたいのです」と私は妻に言った。すると妻は、「すべて真実で、さらに凄いのよ」と答えた。妻がこれをあの川の中で話してくれたからには、私は前にもまして強い確信と勇気とをもって、この福音を断固として宣べ伝えるつもりである。


  最終的に、われわれは古びた戦艦のようにそこに入るのではない。帆柱は倒れ、帆は破れ、旗はみな紐で巻かれ、古い牽引船で港を引かれて行くような状態で、そこに入るのではない。そうではない。すべての旗をたなびかせ、勝利の旗を風にはためかせて、天の疾風を帆に受けながら、疾走しつつ中に入るのである。そしてその時、われわれが下船して光の通りを上る時、天の御使いたちは帽子を脱いでわれわれに挨拶するだろう。彼らは立ち上がってその光景を見るだろう。われわれが中央通りを行進する時、彼らはわれわれと互いを見、次に、われわれがいたところを見下ろし、それから、われわれのいるところを見上げるだろう。そして、驚きで我を忘れ、「罪が満ち溢れたところには、恵みもますます満ち溢れた！」と叫ぶだろう。


  この真理は永遠に響き渡る。われわれは御使いたちの上位に座すだろう。なぜなら、人が創造された時、人は御使いたちよりも少し低い者に造られたが、贖われる時、御使いの長よりも高くされるからである。われわれは贖いの歌を歌って、御使いたちを楽しませ、地上での戦いについて彼らに話すだろう。彼らは、これらのことをすべて知りたいと願っている。ああ、荒野の戦い、ゲッセマネの戦い、カルバリの戦い、ワーテルローの戦い、ゲティスバーグの戦い、シンシナティの戦いの物語について彼らに話すのは、栄光なことだろう。この都市の悪の勢力はわれわれに敵対しているが、神がどのように祭壇で人々を救い、彼らを育て上げて永遠にわたって輝く者とされたのかを話すのは、なんと栄光なことだろう。


  そのとき私は、最悪の人々にまで届いた福音の物語を、罪が満ち溢れたところには恵みもますます満ち溢れたことを、喜んで御使いたちに告げるだろう。そう考える時、私は自分が勝利の戦士になったような気がする。われわれは勇気を出して、目を上げてまっすぐ天を見つめるべきである。この第二の祝福を受けている人はみな、私の言わんとしていることがわかるだろう。もしまだ第二の祝福を受けておらず、それを受けることを望むなら、今受けることができる。あなたは望むだろうか？


  



  第八章 主の秘密


  
    「主の秘密は主を畏れる者たちと共にあり、主はその契約を彼らに示される。」（詩篇二五・十四）
  


  自然界は秘密に満ちている。それは謎でいっぱいの宝の家のようなものであり、それについて人は僅かしか知らない。科学は毎年ますます多くの発見をしている。しかし、今日研究者たちが発見しつつある神の諸々の秘密は、どちらかというと月並みな秘密であって、貝のように浜辺で拾い上げられるものである。それらの秘密は、これから示されようとしている秘密の、たかだか十分の一にすぎない。


  自然界で最高のものは隠されている。地面の上にむきだしで転がってはいないし、略奪者の手によって壊されることもない。それらは「くずや酔っぱらい」のためではなく、赤鼻の飲んだくれのためでもない。価値あるものは、それに値する人しか見いだせない所に置かれている。貴金属は地中や山々の中に隠されており、この隠れた鉱石を確保するには、岩を打ち叩いて火で燃やさなければならない。ダイヤモンドは地中深くで造られる。真珠は深海でとれる。しかも、ざらざらした貝の中にしまわれて、膜で覆われていることがしばしばである。そのため、その価値を見抜いて膜を取り除くには、職人の技能が必要である。ダイヤモンドの美しさはほとんどの場合、一つの秘密であり、成形と研磨の偉大な技能の産物である。


  この原則は鉱物の世界で成り立つだけでなく、植物の世界でも成り立つ。最高級の木の実の中身は堅い殻で覆われており、この殻を破らなければならない。クルミの中身やココナッツの美味なミルクは隠されており、工場で働く者たちは懸命に力を注ぐ。科学、芸術、発明上の諸々の秘密がある。近頃われわれが重んじているほとんどすべてのものは、現代に発見されたものによる。今日明らかになっている、言い尽くせないほど有用な諸々の秘密を、われわれの偉大な祖父たちは知らなかったのである。


  ワットの努力のおかげで、われわれは蒸気エンジンを持っている。ステフェンソンの労苦のおかげで鉄道を、エジソンとベルの研究のおかげで電話を、われわれは持っている――この人々はみな、神の諸々の秘密を探求してそれを見いだした人々である。彼らの中に、「浮浪者」や、「よれよれの人」や、商品箱の所に座って、ちまちまとタバコジュースをすするような怠け者は、だれもいなかった。彼らは金を否み、快適さや快楽を否み、社会的にも家庭的にも自分を否み、神の御業に没頭して、あなたたちが日常生活で喜んで使っているこれらのものを見つけ出したのである。エジソンは自然と発見と発明に没頭した。そのおかげで、あなたは彼よりも容易に、合衆国大統領と話せるのである。自然の諸々の秘密は、万人や万物から隠されている。それらを見いだすには、探求しなければならず、自分自身を大いに犠牲にしなければならないことがしばしばである。


  南アメリカでは、人々はかがんで左右や背後を見わたし、山々の裂け目からダイヤモンドを拾う。私はあなたたちに言いたい。喜んで自分を否む人々が自然の諸々の秘密を見いだすように、自分自身を否んで探求する人々が御霊の諸々の秘密を見いだすのである。会衆席の隅にただ座っているだけでは見つからないものを、神は持っておられる。神を畏れて代価を払う人々にしかわからないものを、神は神聖な恵みの領域の中に持っておられる。


  「クリスチャンは天ではみな同じである」と考えている、とても多くの人々がいる。しかし、聖書はそんなことを教えていない。地上で人々が同じではないように、天でも同じではないであろう。あなたたちの中には、天に行った時、頭になにもない人がいるであろう――冠のない人もいるであろう。大統領に自分の内閣があるように、主にもその内閣があることは確かである。イエスには数名の弟子がいて、その弟子たちは彼のそばに立って、彼と共にどこにでもついて行った。彼はその弟子たちにご自分の諸々の秘密を啓示し、ご自分の命に関する事柄を語られた。それと同じように、神には選んだ僅かな人々がいて、その人々にご自分の諸々の秘密を語られるのである。今晩、私が話していることをなにも知らない教会員が、ここにはたくさんいる！「神はあなたたちを締め出しておられる」と、私は言っているのではない。あなた自身が自分を締め出しているのである。あたりに座って、自然界の諸々の秘密を見いだそうとしない浮浪者のように、安楽を好み、快楽を追い求め、決して自分を否まず、決して神の祝福を得ることのない人々が、諸教会の中にいる。


  神は霊の領域の中に数々の秘密を持っておられ、それをみそば近くに生きる人々に啓示しておられる！神には喜ばしい数々の秘密がある。そのようなものがあると知るだけで、人はそれを渇望するようになる。そして、それを目指す力がありさえすれば、それを知ることができるのである。しかし、それらの秘密は箱の中にしまわれて隠されている。しかし、人々は自分に臨むものを取るだけで、今晩私が話していることをなにも知らない。つまり、主のこの秘密をなにも知らないのである。


  自然界の秘密の発見により、しばしば大きな喜びがもたらされてきた。あるギリシャの数学者は、幾何学で偉大な発見をした時、通りに出て行って、「見つけた！見つけた！」と叫んだという。数学上の発見でギリシャの数学者が喜んで叫んだとするなら、霊の世界の秘密を発見して喜んで叫ぶのは奇妙だ、とどうしてあなたは思うのか？神の秘密を得ても、人々がそのことで静かにしていられるのが、私には不思議である。


  今晩、これらの秘密のいくつかに私はあなたたちの注意を引きたい。その一つは、赦し、再生、新生である。新生は、新生した人しかわからない秘密である。シンシナティの通りに出て行き、再生について知らない人を一人つかまえて、再生についてその人が理解するよう説明を試みてみよ。イエス・キリストご自身ですら、そうすることはできない。彼はニコデモにそうしようとしたが、ニコデモは新生について理解できなかった。新生した人しか理解できない。新生は聖霊によって心の中に啓示される一つの秘密なのである。


  異教世界はこの秘密を知りたがるだろう――罪を取り除く方法を知りたがるだろう。人々は長い巡礼の旅をし、懸崖を歩み、自分たちの子供をガンジス川に投げ込み、自分たちの知っていることはなんでもする。罪を取り除くためにそうするのである。しかし、彼らは赦しを得ない。その理由は、彼らには聖書がないからである。


  ヨブは、「人はどうすれば神に対して正しくあることができるのか？」と言った。これが旧約時代の問題であり、当時の問題だった。これはどの時代でも問題である。この問題が、数千の祭壇の煙から立ちのぼり、数百万のいけにえの血により流れ出たのである。「人はどうすれば神に対して正しくあることができるのか？」――これが問題であった。この問題に対する答えはカルバリで与えられた。イエス・キリスト、神の御子が来臨して、この輝かしい秘密をわれわれに啓示してくださったのである。それは、われわれが罪を取り除く方法を知ることができるようになるためだった。人にこれを説明して理解させることはできない――この国で最も頭脳明晰な人、最も論理的な論客でもだめである――再生について人に理解させることはできない。なぜなら、再生は心の中に啓示される一つの秘密だからである。


  二十五年前、私は「自分はとても罪深い」という認罪を心に抱きつつ、古びたクエーカーの教会で立ち上がった。私は、「自分はとても罪深い」と言うつもりだった。しかし、立っていられたのは三十秒だけだった。立ち上がった時、私は恐るべき罪人だった。しかし、座った時には聖徒になっていたのである。私は一言、二言告白しただけだった。しかし、天が開かれ、栄光が私の魂にしたたり落ちて、私は救われたのである。そして、それまで犯してきた罪はすべて取り除かれたのである。そして神は、「あなたはまだやり遂げたわけではない」という一つの秘密を、私の魂にささやかれた。人々はそれを理解しなかった。教会員たちはそれを理解しなかった。説教者たちはそれを理解しなかった。ある説教者は私に、「あなたは温室の植物のように、すぐ萎れてしまう」と言った。しかし、神は私の魂に一つの秘密をささやかれた。今日、この驚くべき秘密を理解している人が、国王や王女の中に一人でもいるのかどうか、私は疑う。しかし、私は田舎者にすぎなかったのに、それを見いだしたのである。神がこの秘密を私の魂に与えてくださったのである。私は二十五年に及ぶ夏の焼け付くような日照りと、二十五年に及ぶ冬の冷たい北風をすべて経過してきたが、いまでも諦めていない。ハレルヤ！


  ああ、あなたがこの秘密を得ていれば、私の話していることがわかっただろう。私がいま話しているのは、聖潔についてではなく、再生についてである――多くの教会員たちが知らないことを話しているのである。彼らは教会に加わり、バプテスマされた。しかし、彼らは経験的宗教についてなにも知らない。しかし、神はある日私を救い、私に新しい名前を下さった。私はこれを知っており、どんな大学の教授や神学博士といえども、それを私から奪うことはできない。それは残り続ける。それは主と私が共有している一つのささやかな秘密である。ああ、あなたがこの本物を一度でも得ていれば、私の話していることがわかっただろうに。これは誓約書に署名したり、教会に加わったりする問題ではない。多くの人は教会名簿に名前が載っているが、救いに関するかぎり、板塀同然である。


  また、愛する者よ、聖潔は一つの秘密である。教会史の中で今日ほど、こんなにも多くの人々が聖潔の問題について議論する時代は一つもなかった。至る所で、説教者たちは聖潔について議論し、反対している。彼らはこの問題にけりをつけ、この問題は解決したと言う。しかし、彼らはその生涯の間、この問題を去らせることができないのである。彼らは、聖潔に反対する立派でまっすぐな説教をして、その問題にきっぱりとけりをつけたはずではなかったのか？ある神学博士が、だれも聖潔を得ることはできないと、講壇で証明したまさにその時、彼の年老いた最高の姉妹たちが聖潔を得たのである。その後、彼は説教をやり直さなければならなかったのである。


  当時は、教会史の中で、聖潔はクエーカーの教会にごく限られていた。メソジストたちの七十五年か百年前のことである。（あなたたちメソジストは、後からどうにか遅れて来たのである。）その当時はまた、聖潔はメソジストの監督教会に限られていた。今から約百年か七十五年前のことである。しかし、ここ二十五年か三十年の間に、神がある活動を開始される時が来た。その活動は世界中に広がりつつある。高教会の監督教会、長老教会、組合教会、ルター派の人々が、この聖潔の問題に興味を持つようになってきているのである。


  これは、イエスの来臨が近いことを示す数々のしるしの一つである。神は御子の諸教会の中から一人の花嫁を選びつつある。神の民は急速に一つのまとまりになりつつある。私には良い友人たちがいる。彼らは、よくあるメソジスト教会の中で働いている忠実な聖潔の働き人である。私には優れた、力強い、心からの友人たちが、メソジストの中にいるのと同じように組合教会の中にもいるし、多くの宗派の中にもいる。この活動はある地点に到達した。そこでは、神はもはや一つの宗派に閉じ込められておらず、あらゆる宗派やあらゆる階級に御手を差し伸べようとしておられる。神はジャングルやスラムに行って、人々を救って完全に聖めようとしておられる。


  聖潔は一つの秘密である。それを得ている人にしかわからない。あなたは聖潔について知っているかもしれないが、あなたの隣に座っている人はホッテントット族の人よりそれについて無知かもしれない。あなたの妻は知っているかもしれないし、あなたはその事実を喜んでいるかもしれないが、アフリカの異教徒よりもそれについて無知かもしれない。聖潔は一つの秘密である。学んで得ることはできない。働いて得ることはできない。もし働いて得られるなら、「晩餐を用意する人々」はみな得ていたはずである。「ケーキ焼きや皿洗い」で得ていただろう。骨になるまで働いて、それを得ていただろう。しかし、そのような方法では得られない。聖潔は一つの秘密である。それは隠されている。頭脳明晰な人でも、頭脳では得られない。聖潔は心を通して来るからである。首から上にあるものをすべて無視するようにならないかぎり、私が話しているものを得ることはだれにもできない。あなたはご存じだろうか？聖潔とは、それを得るまで理解できないものなのである。祝福を得る時、それは真昼時のように明白である。樽の栓はあまりよく見えないが、樽の中に潜り込めばよく見えるようになる。頭脳という方法ではこの祝福はわからないが、心を込めてその祝福の中に入るなら、それがわかるようになるのである！


  主は聖潔を人々に啓示してくださる。神があなたを祝福してくださいますように。私はかつてほど人々に「聖潔を説明」しようとは努めない。私は信じる。われわれ聖潔の民は多くの理屈をこねてその中に入るという過ちを犯している。私はかつてはその諸々の段階を定義するのにとても多くの時間を費やしたものだった。段階を踏んで聖潔を得た人々もいるかもしれないが、大部分の人はその中に転がりこんだのである。


  この第二の祝福をわれわれが得た後、神は他の数々の秘密をわれわれに啓示してくださる。一つは信仰の秘密である。神はこの秘密をアブラハムにささやかれた。ダニエルはこの秘密を知っていた。ダニエルと神はこの問題について語り合い、神は「ダニエルよ、もしあなたがわたしに対して真実であって、獅子たちと共に眠るなら、わたしはひとりの御使いを遣わして獅子の口を封じよう」と仰せられた。ダニエルは「そうすることにします」と答えた。そこで神はダニエルを獅子の巣穴に行かせて、獅子の口を封じられたのである。神はあなたを獅子の巣穴に行かせようとはされなかっただろう。そのような旅をする栄誉をあなたは授からなかっただろう。あなたはおとなしく神に信頼しないだろうからである。あなたは金切り声を上げて出て行って、獅子たちがあなたを食い尽くしていただろう。しかし、神はダニエルが神に信頼するだろうことを知っておられた。なぜなら、ダニエルは「主の秘密」を知っていたからである。ダニエルは獅子の巣穴に行って、ぐっすり眠った。その晩、一晩中家の中を歩き回ったのは、王の方だった。


  ある教会の牧師になって、二つの宣教団と五つか六つの伝道者の団体の責任を引き受けるために、ニューイングランド市に行った時、人々は「あなたはとても困難な多くの問題に遭遇するだろう」と言った。そこで私は言った、「心配で床の上を歩き回ったり、横になっても眠れないような人は、きっと他の団体の人なのでしょう」。神は、私を毎晩眠らせることができるような境地に、私を保ってくださったのである。


  人がこの秘密を得る時、人はなんでも信じて得られるようになる。私は夫のために二十年祈ったある婦人を知っている。彼女は夫を対象に祈ったり、夫について祈ることもあれば、夫のために祈ることもあった。霊的に低調な時、彼女は機嫌が悪く、小言を言って、自分の行った善行をすっかり台無しにしていた。しかしある晩、彼女は必死になって、聖霊に夫を救ってくださるよう叫び求めた。夫は眠ったが、彼女は十一時までひざまずいた。十二時、一時になってもそうし続けた。彼女は待ち望みつつ、神と格闘し、ついに時計が二時になった。その時、天が開かれ、火が下り、彼女は「夫は救われる」という証しを得た。彼女も眠りにつくと、夫ががぱっと起き上がり、ひざまずいて、自分を助けてくれるよう熱心に聖霊に祈り、朝になるまでに救われたのである！この経験をする時、自分の愛する者たちを神が御手の中に握っておられることを確信できるようになる。神は愛する者たちの世話をしてくださる。この秘密がなければ、おそらく、愛する者たちにあれこれ言っても、決して彼らは救われないだろう。


  しかし、あなた自身が稲妻に打たれるとき、神はあなたの親類を揺り動かす認罪を送ってくださる。あなたは親類を救いたくないだろうか？あなた自身の生活を正しなさい――これがそうする道である。あなたは私のところに来て、「救われていない自分の子供を救ってください！」と言う。もし母親が、連れがいる時と同じように、家庭や台所でも優しい生活を送ることを学ぶなら、子供たちはすぐに回心するだろう。あなたたちの中には、とても不機嫌で一緒に暮らすのが難しい人もいる。だから、だれもあなたの宗教を欲しないのである。神があなたを祝福してくださいますように。あなたの子供があなたの宗教を欲しないのももっともである。子供たちが救われないのももっともである。主よ、われわれが生来の罪を取り除くのを助けたまえ。そして、われわれを徹底的に救いたまえ。その時はじめて、人々が欲しがるものをわれわれは持つようになるのである。


  教会が知るべき力の秘密がある。「もっと力があればいいのに」と、ある人は言う。何のための力か？新聞で脚光を浴びる力、誇示する力、ひとかどの者になる力か？そんな力にはなんの価値もない。われわれに必要なのは霊の力である。人々が持つべき力の秘密がある。それは一年中毎日われわれに力を与えてくれる。伝道者が素晴らしい成功を収めるたびに、人々は驚いて、「彼の力の秘密はどこにあるのか？」と尋ねる。しかし、力の秘密は聖霊にある。人々が聖霊を受けるなら、自分のなすべきことをなんでも成功裡に成し遂げるための力を彼らは持つようになるだろう。


  話を終える前に、喜びの秘密があるという事実にあなたたちの注意を促したい。一般人はこの喜びについてなにも知らない。この祝福を得る時、あなたは、「様々な誘惑に陥る時、それを喜ばしいものと見なしなさい」というヤコブの命令に従えるようになる。月曜日も日曜日と同じように喜べる。すべてが自分に敵対している時、失業している時でも、喜べる。お金が無い時も喜べる。友人が去っても喜べる。悪魔が近くにいても喜べる。喜ぶべきことがなにも目に入らなくても、口笛を吹いて、歌い、叫び、笑い、神を賛美できるのである！洗濯物を干したのに、物干し用ロープが切れて、一週間分の洗濯をやり直さなければならなくなっても、ハレルヤである！私はある婦人を知っている。彼女はまさにそのような状況下でも叫んで、大会衆の前の講壇上と同じように台所でも歓喜したのである。今晩、私があなたたちに話しているのは、きわめて実際的なことである。それは、食事の用意ができていなくても、人を喜ばせるものである。それは、ビーフステーキを焼きすぎた時や、状況がかんばしくない時でも、あなたに神を賛美させるものである。あなたは神に感謝して、焼きすぎのビーフステーキをそのまま食べるようになる。私はあなたたちに言う。あなたの家庭に問題が生じて、あなたが出て行って扉をバタンと閉じ、あなたの妻を傷ついたまま後に残して、通りに出て行く時――あなたたち、教会員であってしかも役員であるあなたたちのことである――あなたにはなにかが必要である。大いに必要である！この秘密により、どこにいても、われわれは神の御旨の生活を送れるようになる。もし私が家庭で正しくないなら、あなたたちに宣べ伝えても仕方ない。もし私の二人の息子が私を信頼していないなら、講壇からなにを言っても無駄である。世界や教会が私に与えられるありったけの栄誉よりも、私は二人の息子に信頼されたい。ああ、われわれを自分の家で行儀良くならせてくれるものが必要である！


  私の妻はよくこう言っていた――私の妻が話したことなら何でも私は話したい――私の妻は西部でこの祝福を受けたある人のことをよく話していた。その人はよく叱る教会の会員だった。（たくさんの人が教会の会員だが、家ではひどく叱りつけているのである。）ある晩、その人はこの祝福を受けた。そして、遅くなってから家に帰ると、子供たちが起きているのを見つけた。普通だと、家に遅く帰って子供たちが起きているのを見たら、みっちり叱ってから寝かせるのが常だった。子供たちはおびえ始めた。しかし、その人は微笑みながら中に入り、「どうしたんだい、子供たち、まだ起きているのかい？もう寝てるだろうと思っていたよ」と言った。子供たちは答えた、「そうだよ、パパ、パパが帰ってくるまで起きていたかったんだよ」。そこで、父親は言った、「さあ、階段を下りて、木の実と、リンゴと、ポップコーンを取っておいで。昔のように、木の実を割り、リンゴを焼き、コーンをはじけさせて楽しもうじゃないか」。子供たちが驚いたのは当然である。地下室に降りて行った時、少年は姉に、「お姉ちゃん、僕が何を考えているかわかる？」と聞いた。姉は答えた、「いいえ、何を考えているの？」。「あのね」と少年は答えた。「パパは死んじゃうんじゃないかな」。


  さて、人々がこう思うことを、あなたはご存じだろうか？あなたが祝福を得て、地上でとても幸いに暮らすようになると、人々は「あの人は天国に行こうとしている」と思うのである。妻たちは夫が良くなると不安に思い、母親たちは病気の子供の機嫌が悪くなると安堵する。「良くなってきている」とあなたは言う。不機嫌でないと、「この子は天国に行こうとしている」と思う。だから、子供が不機嫌なのをあなたは喜ぶのである。あなたは言う、「ああ、子供の機嫌が悪くなった。良くなってきている！」。


  しかし、人々から不機嫌さを全く取り去って、一生のあいだ毎日正しく暮らせるようにさせる福音を、われわれは持っている。人々はこれを理解しない。あなたが地上でこの祝福を受けるなら、あなたの振る舞いは大いに良くなり、あなたの妻は恐れて、「ジョンは死んじゃうんだわ」と言うだろう。しかし実際のところ、あなたはまさにこの祭壇で死ぬのである。


  愛する人よ、この祝福を得る時、あなたは笑うことがなにもなくても笑えるようになる。笑うべきことが他の人にはなにも見えない時でも、あなたには見える。あなたは覚えておられるだろうか？イスラエルが神と共に歩んでいた時、彼らには水がたっぷりあったのだが、つぶやいた時は必ず水を失った。「打たれた」岩から流れ出た川は、テネシーの末無川のように、時々、姿を消す。ある時、イスラエルがつぶやくと、神は「あなたたちは水のために自分で穴を掘らなければならない」と仰せられた。そこで、彼らは穴を掘りに出かけたが、全く水は見つからなかった。主は、「穴の周りを巡って歌え」と仰せられた。空の穴の周りで歌うのである！しかし彼らが歌うと、水が湧き出たのである！もしあなたの救いが不十分で、空の穴、乾いた井戸の周りで歌えないなら、あなたはこの御言葉の祝福を得ていない。全く水が見えなくても叫べる人、すべてが真夜中の暗闇のように見えても神を賛美できる人が必要である。


  悪魔は敗北しているのだから、だれでも神を賛美できる。しかし、完全に救われていて、誘惑される時でも踊れる人が必要である。神はそのような民を持っておられる。すべてが氷山のように冷たくてよそよそしい場所に私は行ったことがある。しかし、私はリバイバルが到来しようとしていることのゆえに、主に賛美を始めた。人々はこれを理解できなかったし、リバイバルのようなものが来るとは少しも信じなかった。そして、リバイバルが「起きるのかどうか」見ようと高みの見物を決め込んだ。あなたも知っているように、リバイバルが「起き」ないなら、その中に入ろうとしない人、しかし、成功するなら、まるで「最初からその中にいた」かのように振る舞う人々がいる。しかし、リバイバルはいつだって「起きる」のである！神に栄光あれ！ここで少しばかり私の経験を話そう。数年間、私がどこに行ってもリバイバルが起きない時があった。最後の三つの牧師職では、一つのリバイバルが起きた。七月と八月に回心者が得られなければ、私は教会の牧師でいたくなかった。最後の牧師職では常にリバイバルが起きて、七月は最も実り多い月になったのである。


  私はこの主題について話し終えたわけではないが、ここでやめなければならない。どのみち、説教はかぎりないように思われる。この秘密を得るには、あなたは来て、それを持っている人々と共に歩まなければならない。長老や、婦人救済協会の会長や、Ｂ兄弟やＣ姉妹を恐れているかぎり、あなたは決してこの祝福を受けない。なぜなら、主の秘密は主を畏れる者たちと共にあるからである。もしあなたが一人で進んで、神の任務を行い、神を喜ばせるなら、今晩私が話しているこの祝福をあなたは得ることができる。あなたは代価を払った方がいい。そうするなら神はあなたに、再生の秘密、力の秘密、喜びの秘密、私が述べなかった多くの事柄を与えてくださる――神はあなたの人生をこの第二の祝福で満ち溢れさせてくださる。主を賛美せよ！


  



  第九章 偉業


  
    「しかし、自分の神を知る者は、強くなって偉業を成す。」（ダニエル十一・三二）
  


  ある人が言ったこの言葉は正しい。「弱さは蔓延する疾病であり、力は蔓延する活力である」。もしわれわれが弱いなら、われわれは弱さを撒き散らし、他の人々を弱めてしまう。もしわれわれが強いなら、われわれは自分が接触する人々に力を分け与える。神が強くなるようわれわれに命じられたからには、われわれは弱いままではいられない。神が命じられたことはみな、神がすでに与えてくださっているものである。どの命令も約束の重みを帯びている。力と神がわれわれに期待しておられる成功のための備えとを、神はわれわれの手の届くところに置いてくださった。


  しかし、多くの人が目標としているのは、キリスト教から超人的で奇跡的なものをすべて断固として除去することである。今の時代の潮流は、人を高く上げて、神に取って代わることである。聖書から超自然的な事柄を取り除き、その奇跡的出来事を自然の因果律に基づいて説明できれば、いわゆる知者たちは大いに喜ぶだろう。現代の学術組織のお偉方は、生命や世界の諸々の現象を、自立活動機構に還元してしまった。この自立活動機構は、滑車、ベルト、軸、発電機といった見事な仕掛けで動くので、神は必要ないというのである。神に取って代われる時ほど、天然の人が喜ぶ時はない。


  キリスト教は、神学や倫理、教理や教義、律法や信条の「体系」に還元されてしまう、大きな危機に瀕している。「キリスト教を信じる」多くの人々は、それを偉大な体系と見なしている。彼らの多くはその権益を守ることに熱心で、自分たちの生活を、多かれ少なかれ、その規則にしたがって形成することもあるほどである。彼らは全く倦むことなく、その権益を拡大することに努力を傾ける。しかし、彼らはその創始者である方を知らない。この方を知る彼らの知識は、間接的なよそよそしいものである。だが、このように冷たい、死んだ、機械的な理論や実行からは離れ去るがよい。もしキリスト教がパウロやステパノの時代と同じように超自然的でないなら、それは全く無である。もし神の力がエリヤやダニエルの時代のように近くで活動していないなら、それはなんであれ無である。イエス・キリストによる贖いの仕組みは、大いに個人的である。それは神ご自身の啓示であり、キリストご自身を受け入れることであり、聖霊ご自身を授かることである。キリスト教は、その創始者である御方の臨在と生ける御手を、毎瞬必要とするのである。


  今日ほど、世界が超自然的な宗教を必要とする時代はかつて無かった。今ほど、宗教の超自然的要素を教会が強調する必要がある時代はかつて無かった。ペンテコステの日から今の時に至るまで、古い世界を目覚めさせて宗教に注意を向けさせるには、尋常ならざる、びっくり仰天させるような、驚くべきことが必要だったのである。ありきたりのものでは、中国、インド、アフリカをキリストのために決して捕らえられない。人間的なものでは、理性的なドイツ人、不信心なフランス人、ニュー・イングランドのユニテリアンを決して救えない。今日ほど、人が自分の目に偉大に見える時代、誇りに満ちた時代、反抗的で反逆的な時代はかつて無かった。今世紀のここ数十年ほど、知者たちが自慢や肉的な自尊心を主張する時代はかつて無かった。今こそ、われわれをへりくだらせて、自分自身を知るようにさせてくれるものが必要である。


  フランスで最も偉大な講壇の雄弁家であるマシヨンは、大ルイスの棺の前に立って、居並ぶ貴族たちのただ中で、「神だけが偉大である」という単純な言葉を述べた。それは荘厳な瞬間であり、この言葉は厳かにすべての人の心を打った。人の無価値さと、すべてを超越する主の偉大さが、大いなる力で人々の心に押し迫った。人々は泣きむせび、その時の不思議な厳粛さに心を溶かされたのだった。


  しかし、われわれは常に、自分の無価値さと神の威光と偉大さを、心に刻みつけてもらわなければならない。ある傑出した牧師が大西洋を横断していた。その牧師が毎日何時間も逆巻く海を見つめて座っていることに、乗客たちは気がついた。陽気で無思慮な群衆が、散歩でその牧師の横を何度も何度も通り過ぎた。そして、牧師の静かで真剣な表情に驚くことも度々あった。ついに、一人の若い男が牧師に歩み寄って尋ねた、「博士、そんなに興味をお持ちとは、一体何をご覧になっているのですか？」。その尊い人は若者の方に顔を向けて、答えて言った、「なにも見ていません。ただ神だけです」。若者は引き下がった。神しか見えなくなる境地にわれわれが達する時、われわれの敵は引き下がらずをえないのである。


  御言葉は、「しかし、自分の神を知る者は、強くなって偉業を成す」と述べている。


  少しの間、個人的経験に関して、「強く」と「偉業を成す」というこの二つの言葉に注目することにしよう。われわれ自身の経験がすべて全く無価値であることを悟る時、われわれは強くなり始める。他人の助けを放棄しないかぎり、われわれは決して神を見いだせない。「神だけ」を望む時、救われる時が到来する。救われた後にわれわれがよく犯す間違いの一つは、他のだれかに頼り始めるようになることである。神はわれわれを目覚めさせ、罪を認めさせ、回心させてくださった。われわれはこれに感謝するが、その後、矛盾したことに、他人に頼ってしまうのである。神がわれわれを救ってくださったことを、われわれは知っている。しかし愚かにも、救いは最初から最後まで主によることを忘れて、われわれは自分自身を聖めようとするのである。聖別は、働きや、成長や、発達や、死や、進化にはよらないし、神ご自身以外のなにものにもよらないのである。


  一人一人が神の個人的啓示を受けなければならない。ヤコブはペニエルの後、全く別人になった。ヨブの人生は、「今や、私は自分の目であなたを見ました」と言えるようになってから激変した。モーセは、ホレブで神の火に遭遇した後、決して同じままの人ではなかった。ヨシュアは、もし主の軍勢の将に会っていなければ、決してエリコを取れなかっただろう。イザヤは、「高く上げられた御座の上に座しておられるエホバ」を見るまで、あまり預言しなかった。パウロは高位の聖職者だったが、ダマスコへ行く「大路」で神に出会うまで、彼の人生は失敗以外のなにものでもなかった。われわれはみな、自分のために神に出会わなければならない。神を知る個人的知識により、われわれは強くなる。積もった咎の山々は溶け去り、悲しみの大波、苦悩と混乱の波は、「川のように流れる平安」に場所を譲る。


  われわれの経験だけでなく生涯の働きにおいても、われわれは強くなって、神のために偉業を成さなければならない。われわれが神をすべてのすべてとして認識し、しかるべく神を知る時、われわれはロバの顎骨を取って、千人のペリシテ人をほふれるようになる。雄羊の角でエリコを陥落させ、少年の投石器で巨人をほふり、大麦のパンをミデヤン人の宿営に転がして武装した三十万の人と戦わせられるようになる。神は一匹の虫けらで山を粉砕することができる。神が必要とされるのは一匹の虫けらだけである――虫けらは多くないのである。


  ああ、われわれが神を知ってさえいれば！もし知っていれば、われわれは天を開いて罪を裁き、罪人のために救いをもたらせただろう。牧者の杖一本だけで、堅い岩から水を流れさせて、三百万人を潤せただろう。緊急に必要とされているのは、より多くの頭脳、金銭、雄弁さ、人間的魅力、新しい方法や優れた取り決めではない。われわれに必要なのは、神、全能の神、圧倒的な神、すべてを征服する神を知ることだけなのである。


  方法や手段に束縛されてしまう大きな誘惑がある。われわれは数匹の魚を捕らえると、自分の網に香を焚いてしまう。ある方法で成功を収めると、その方法が唯一の方法だと決め込んでしまう。われわれは何度も同じことを繰り返してくれるよう神に期待するが、神がそうしてくれないと失望する。


  自分で事をなそうとすることがあまりにも多いのである。ゲネサレの海の弟子たちのように、われわれが自分に頼って船を動かそうとするので、主は横になって寝てしまわれるのである。われわれが嵐や危機に陥るのも無理はない。主を起こして、主が大いなる平穏をもたらされると、またもや自分で舵を握って自分で船を管理しようとすることがあまりにも多すぎる。われわれが手を付ける時、主は手を引いて大将としての地位を放棄されることがわかる。もしわれわれが神のキリストを聖霊のパースンにより認識し、われわれのためにわれわれの戦いを戦うことを彼に許しさえするなら、「主に殺される者は多い」ことがわかるだろう。「戦いはあなたのものではなく、神のものだからである」。「あなたたちはこの戦いで戦ってはならない」。「じっとして神の救いを見よ」。「あなたが生きている日々の間、あなたの前に立てる者はだれもいないであろう」。


  われわれは、形式、規則、方法、人々、物事に頼るのをやめなければならない。われわれには目に見えない力、目には見えないが力強い神が必要である。


  私はナラガンセット湾の美しい海を航行していた。われわれの港には、多くの素晴らしい船の間に、大きくて綺麗な四本マストのスクーナー船が停泊していた。私の横にいた友人が言った、「見て！『ウォーカー・アーミントン号』だ。この種類の船は大西洋ではこの一隻だけなんですよ」。「あの船の何が特別なんですか？」と私は尋ねた。港の他の素晴らしい船となにも違わないように見えたからである。しかし、友人は四番目のマストを指さした。そのマストは煙突としても機能していた。その船体の下部にはエンジンがあって、それで牽引船や曳航船がなくても済んだのである。その船はきわめて狭い海峡のきわめて入り組んだ港でも、帆を広げたり「迂回」したりせずに航行できた。私は言った、「神が私の魂を聖別してくださって以来、私は『ウォーカー・アーミントン号』のようだ。私の魂にはエンジンが据え付けられていて、それを個人的に用いることができる。私は風向きや、強い信念を持つ人や、港を出入りさせてくれる大きな力には頼らない」。


  「あなたたちの内におられる方は、この世にいる者よりも偉大だからである」。外側のものにではなく、神に頼るようになればなるほど、われわれはますます「偉業を成す」ようになる。


  神殿がソロモンによってささげられて、下って来た神の臨在の雲によって聖別された時、人々がしたのはただ、白い亜麻の衣を着て、歌い叫ぶことだけだった。神はその行いを嘉せられ、シェキナが下って来たため、祭司たちは奉仕できなくなった。「白い亜麻を着て」、「ラッパを吹く者たちと歌を歌う者たちが、一つになって一つの音をたてて、主に賛美と感謝をささげた時」、「宮は雲で満たされた」。われわれの一つの問題点は、自分の重要性や立場を過大評価していることである。「多くのことが自分にかかっている」と、われわれは思っている。尊大なのである。われわれが立つべき立場は、全き聖潔という白い衣を着て、立って歌うことである。


  アモン、モアブ、及びセイル山の人々が、ヨシャパテと主の軍隊と戦うために上って来た時、ヨシャパテは神に叫んで言った、「ああ、われらの神よ、あなたは彼らを裁かれないのですか？われわれを攻め上って来るこの大軍にあたる力は、われわれには全くありませんし、どうすればいいのかもわかりません。しかし、われわれはあなたを仰ぎ望みます」。すると神は応えて言われた、「あの大軍のために恐れてはならない。おののいてはならない。これはあなたたちの戦いではなく、主の戦いだからである。この戦いでは、あなたたちは戦うには及ばない。あなたたちは進み出て、静かに立ち、神の救いを見よ。恐れてはならない。おののいてはならない。主があなたたちと共におられるからである」。そこで、「ヨシャパテは主に歌う者たちを定めて、聖潔の麗しさを賛美させるようにした」。「彼らが歌と賛美を始めた時、主は伏兵を設けられた」。今日もそうである。われわれが歌って、聖潔の麗しさを賛美し、期待しつつ静かに待ち始める時、主は救いを送ってくださる。何度も神の僕たちは恐ろしい戦いの時に遭遇するが、なにも感じていなくても主を賛美し始めると、感覚が湧き起こって来て大勝利が訪れる。祈りに合わせて賛美しようではないか。主を賛美せよ、「そのあわれみは永遠につきないからである」。


  ただ神だけが自分の力であり、助けであることを悟る時、われわれは他者の救いにおいても強くなって、偉業を成すようになる。われわれはこの世の二流の事物にあまりにも多く頼っている。なぜ最善のものを得ないのか？多くの人間的な計画、仲介、改革、計画、提案があるが、人々を無限の地獄から救えるのは、神の力をおいて他になにもない。聖霊が人々を認罪に導かなければならない。また、われわれは聖霊に頼って、価値ある救いの働きをすべて達成しなければならない。ある人が言ったように、われわれは大路と垣根の経綸に生きているのである。


  今は、なおざりにされてきた分野にとって大きなチャンスの時代である。神はスラムやジャングルで働いておられる。これまで働きがなされてこなかった領域で大いに働いておられる。成功を得ようとするなら、神が働いておられる所で働かなければならない。戦争が全く終結した古戦場で大騒ぎするようなことは、断じてあってはならない。


  中国宣教団の高潔な創始者が一世紀前にニューヨークから広東に船旅をした。船長は軽蔑を込めて、「では、あなたは中国人を回心させに行くのですね？」と彼に尋ねた。「いや」とロバート・モリソンは言った。「神が回心させるのです」。外国の宣教地の上に重く垂れ込めている黒雲の上に、あわれみと希望の美しい希望の虹がかかっている。われわれが「神を知る」とき、神によってすべては可能になる。信じる者にはすべてが可能になる。


  西ニューヨーク州のはずれに、一人の年老いた無学な鍛冶屋がいた。黒く浅い眉と大きな褐色の手をしたその鍛冶屋は、自分の町にリバイバルが起きなければならないと確信した。その町では二十五年の間、一つもリバイバルが起きていなかった。彼は自分の店を閉めて、金槌を取ることも馬の蹄鉄を打つこともしようとせず、ひざまずいて、神が応えてくださるまで叫んだ。それから、彼は後退した牧師のところに行って、「求道者の集会を告知してほしいのです。リバイバルが起きます」と言った。


  「求道者の集会だって？そんなものは告知しません。私が牧師になってから、求道者は一人もいませんでした。しかも、求道者になりそうな人もだれもいません」。しかし、年老いた鍛冶屋はしつこく頼んだので、ついに牧師は鍛冶屋を追い払うために、月曜朝の夜明けに老人の家で求道者の集会を開くことを告知することに同意した。その告知をするにあたり、牧師は面倒事の責任を免れるために、十分注意して、「自分はそんなものを信じないし、だれかがそれに参加するとも思わない」と言った。しかし、夜明けのかなり前に、鍛冶屋の家はいっぱいになって、庭は人で溢れるほどになったのである。かたくなな罪人たちや強者どもが草の上に伏して泣き、あわれみを求めて神に叫んだ。これはみな、来た者たちに一言も話さないうちに起きた。持続的な大リバイバルが起きて、周囲数マイルの近郊に広まったのである。


  われわれは、試練や戦いや命の危険の中にあっても、絶対的に神に信頼することにより、「強くなって、偉業を成す」ことができる。神はわれわれの目を開いて、火の戦車や騎手でいっぱいの山々を見せてくださる。そのおかげで、われわれは敵を見て、「われわれの味方はわれわれの敵よりも多い」と言えるのである。


  使徒行伝十二章は、「ペテロは牢獄に捕らわれていた。しかし、教会は彼のために絶え間なく神に祈った」と述べている。この「しかし」という言葉の背後には、ヘロデの全軍勢や牢獄の柵よりも強いなにかがあった。少しして、ペテロは自由になっただけでなく、ヘロデは腐乱死体になったのである。神が私の人生やあなたの人生に諸々の困難を送られるのは、それらを取り除いて御力を示すためなのである。


  問題があなたの人生に訪れる時、神は「隠れてご自分の者を見ておられる。それは、あなたが神に信頼するのか、それとも、無様に絶望の中に沈むのかを見るためである」ことを思い出せ。困難を見る二つの方法がある。困難は前進を妨げる障害か、あなたを天に上げる梯子のいずれかである。神はヨシュアの進路にエリコを置かれた。それは、ヨシュアが石の城壁を雄羊の角笛で打ち崩して、幾世紀にもわたって輝き渡る勝利を得るためだった。神はダニエルが獅子の巣穴に入ることを許された。それは、ダニエルが御使いたちを驚かせ、悪魔を困惑させ、深い確信により異教の王とその部下全員に感銘を与えるためだった。神は前進するイスラエルの道に紅海を置かれた。それは、紅海を分けて、その選びの民を導いて乾いた地を渡らせる機会を神が得るためだった。パウロはピリピで獄に下ることを許された。それは、パウロが古びた獄屋の壁を揺り動かして粉々にし、看守とその家族を救い、その家に教会を設けて、他の囚人を全員解放するためだった。今日、神がご自分の聖徒たちを牢獄に行かせる時、それは、彼らが神に対して忠実であり続けて、他のだれかを彼らと共に連れ出すためなのである。牢獄に行くようなことがあっても、必ず他のだれかを一緒に連れ出さなければならない。他の人々を解放する機会を得るためなら、われわれは捕縛されてもかまわない。


  神はパウロを、両足に鉄枷を付けてローマに遣わされた。それは、パウロが皇帝の家族の中に教会を植えるためだった。今日、神の愛する民の多くが、人から卑しく劣った者に見られることに素直に服するなら、彼らは素晴らしく用いられて、神の働きで高い評価を受けるだろう。


  自分自身の計画や自分自身の力を手放そうではないか。神を引き寄せて自分の傍にいてもらおうとするのではなく、われわれが神の傍に行こうではないか。ヨシュアが「エリコに立ち向かう」主の軍勢の将に会い、ひれ伏して自分の指揮権を明け渡し、神の御子に指揮を任せたのは、幸いな出来事であった。


  さらに偉大なことを求めて神を信じようではないか。西部で畜産業者が用いるある仕掛けがある。その仕掛けは飼い葉桶に自動で水を満たすものである。飼い葉桶の水を求めて動物がやって来ると、その重みで自動バネが押され、水が出る。そして、飼い葉桶には新鮮で冷たい水がなみなみと注がれるのである。しかし、動物が完全にその台の上に乗らないと、その機械は作動しない。完全に乗らなければならない。前足二本だけを台に乗せて自分の道を確かめる控えめな老牛は、決して水を得ない。完全な無条件の全き献身により、全き救いと、神を知る知識と、豊かな力が与えられて、われわれは偉業を成せるようになるのである。


  



  第十章 展望の拡大：もしくは、霊的拡大


  
    「あなたの天幕の場所を広くし、あなたの住まいの幕を張り広げよ。」（イザヤ五四・二）
  


  聖書の御言葉の多くには、様々な意味や適用の仕方がある。例えば、聖書の御言葉は国民生活、教会生活、家庭生活に当てはまる。また、個々のクリスチャンの内なる生活や性格にきわめて見事に当てはまる霊的解釈を施す場合もある。もっぱら個人の経験に関するものであって、社会生活・教会生活・国民生活は二次的なものである聖書の御言葉もある。


  われわれが避けるべき二つの落とし穴がある。その落とし穴は道の両側にある。一つは字義的解釈の危険であり、もう一つは霊的解釈の危険である。時折われわれは、聖書をあまりにも字義的に厳密に理解しすぎるあまり、魂のための糧をなにも得ない人に出会う。他方、聖書を極端に霊解・神秘化して、その元々の力や意義を損なってしまう聖書読者もいる。いま考えているこの節は、まずクリスチャン自身にあてはまり、次に、クリスチャンがその構成員の一人である教会にあてはまる。


  預言者はここで、適切な効果的絵図という方法として、原始的な天幕を用いている。それは最も単純な人の住まいである。柱、数本の紐や添え木、小さな樹脂や幕や皮が見つかりさえすれば、どこでも造ることができる。容易に張って、ほとんどすぐに広げることができる。家族に必要なものが増えていって広い場所が必要になっても、少し長い柱、やや長めの紐、追加の樹皮や幕さえあれば事足りる。すると見よ、あなたは直ちに自分の住まいの幕を張り広げられるのである。


  すでに述べたように、型としての天幕は教会と個人に適用することができる。まず第一に注目したいのは、この拡張は対称的拡張であることである。「あなたは右にも左にも押し広がる」。ヘブル語学者が言うには、「押し広がる」と訳されている言葉には「噴出する」という意味がある。これは非常に高い内圧を示唆する。なんとしても広い場所を得なければならないのである。スラムで回心して、「もし話せないなら、爆発してしまう」と言った文盲の人の考えは、まさに正しかったのである。救いは、もしそれを言い表さないなら、人の魂の中で生きながらえることはできない。救いは、祈り、証し、歌や賛美の叫びの中に押し広がらなければならない。神に満たされた魂は、霊的なベスビオス活火山である。成長の法則は、自然と贖いの両方の基本原則である。発達することが神聖な命の不可避的法則である。植物でも魂でも、成長を停止する時に死に始める。停滞は堕落と腐敗を意味する。死体は蛆虫のものである。泉が流れるのを止める時、それは水たまり、よどみ、マラリヤを発生させる沼になる。


  クリスチャンは、成長か後退か、進歩か停滞か、どちらかを選ぶことができる。「前に進め」が全き救いの合言葉である。前進するか後退するかのいずれかである。あなたは回心した後、経験上大いに前進するか後退者になるかのいずれかである。もし今以上の救いを有していた時がかつて一度でもあったなら、あなたは「会葬者席」のための有力候補である。あなたは自分が堕落していることを認めたくないかもしれない。あなたは今まで以上に大声で信仰を告白し、あくせくと忙しく教会の働きに携わっているかもしれないが、今以上に信仰や愛や喜びがあった時がかつて一度でもあったなら、あなたは「恵みから落ちて」いるのであって、神の怒りに遭うおそれがあるのである。


  十分な救いを得ているのにさらなる救いを欲している人々を見つけると、すがすがしい気分になる。自分が持っているものを保つ唯一の方法は、さらに増し加えることである。トルネードやサイクロンに見舞われる時もあるが、あなたの回心が全き救いで仕上っていなければ、吹き飛んでしまうだろう。救いの偉大な計画には、停滞や休みの余地はない。なんの成果も生まない遅々とした漸進主義の余地は一切ない。人生の素晴らしい際立った幾つもの期間にわたって、倍の速さで向上し続けるのである。


  前進のための拠点が必要である。合理的な一歩を踏み出すには、われわれは定められた場所にいなければならない。動き回ることが前進することとはかぎらない。イスラエルの子らは国中「動き回って天幕を張った」が、ヨルダンの東にとどまっているかぎり、前進していなかった。大勢の人が風上に向かったり、風下に向かったり、後退したりして、ついには正気を全く失ってしまうが、これはおそらく、彼らもみなわかっているように、氷山地帯やジブラルタル海峡にいるせいである。


  最も速く前進できる地点はシオンの山である。カルバリから上の部屋に至ることは多少の成長だが、列車がシオン山の駅を通過して「聖潔の頂」の傾斜を登り始めないかぎり、あまり前進したことにはならない。十分に成長してペンテコステに至らないのは、肉的な性質があるためである。肉的な性質はこの成長原理を阻害し、窒息させ、抑圧する。これを除くのは聖霊と火のバプテスマである。その時、神ご自身がわれわれの生活を前進させる力となる。そして、われわれは清く健全な土地に植えられて、広がり、拡大し、栄えるのである。


  この拡大は全人格的なものでなければならない。片側しかない天幕は、天幕に住む者にとって恥である。偏ったクリスチャンは異常である。正しさや正義を犠牲にして愛を拡大することは、不自然な悩ましいことである。ある人々は救いの愛の面にこだわったため、福音は聖くない汚れた一切のものに反対するという永遠の真理を見失ってしまった。他方、少数の人は正義と平等にこだわったため、辛辣で口やかましくなってしまった。忍耐と柔和さの益を絶えず強調するあまり、自分の子供たちのしつけを無視する人々に、われわれは頻繁に出会う。時々、法と秩序を重んじるあまり、家庭警察や一家のボスのようになってしまう人もいる。この拡大は頭脳の拡大というよりは、むしろ心の拡大である。「心の拡大」は無害であるだけでなく、有益でもある。われわれに必要なのは新たな知性や新たな頭脳ではない。とは言うものの、心が広くなれば、われわれは今持っているものを前よりも上手に使えるようになる。どんな天才や思想家でも、その能力がたとえどれほど大きかったとしても、その有用性は神の豊かな恵みによって大いに高まるのである。


  この御言葉で述べられている拡大の他のいくつかの特徴にも注目することにしよう。われわれは「惜しんではならない」と命じられている。あるいは、もっと正確には、「出し惜しみしてはならない」である。これは人の自己中心性に致命的一撃を加える。神の御旨は、利己的な魂を自分を犠牲にして自分を忘れる者に造り変えることである。「出し惜しみしない」ことは、自分の持ち物を全部気前よく与えることである。けちな魂が広くされることは決してなく、日に日に小さくなる。狭量な卑しい魂は、家庭でも教会でも、不快な厄介者である。寛大な魂は常にわれわれを祝福して助けてくれる。「施し散らして裕福になる者があり、必要なものを惜しんで貧しくなる者もある」。「神は喜んで与える者を愛される」。ゴルドン博士が言うには、「喜んで」というこの言葉は「楽しく」を意味するそうである。


  ほとんどの人は、献金を取られる時、深刻な表情を見せる。しかし神の御旨は、人がふんだんに与えて、それからそれについて叫ぶことである。一人の人がいつもの一セント硬貨ではなく一ドル札を籠の中に入れて、それから、その特権についてくすくす笑い出したと考えてみよ。経験上、献金のゆえに普通の会衆が叫ぶようになるだろう。人々が栄光と神に満ちるようになって、集金人が通路を下ってくるのを見ると、頭をのけぞらせて笑うようになる日が来ると想像してみよ。


  問題は、われわれがあまりにも考えすぎること、あまりにも計算高いことである。献金の訴えがなされる時、最初は一ドル与えようと思うのだが、計算を始めてしまって、財布を開く前に五十セント、献金籠が来る前に二十五セントになり、その集会の残りの時間、それを悲しく思うのである。


  われわれはみな、ある教会で雲行きが怪しくなるのを見てきた。空は晴れ渡り、会衆は元気いっぱいに歌うのだが、牧師が「さあ、献金を集めますよ」と言うと、たちまち黒雲が、ニューファンドランドの霧のように、会衆全員を覆うのである。


  献金がささげられる様子は、ある葬式のことを思い起こさせる。六人のたくましい若者が通路を行進して講壇の前に立ち、牧師から献金皿を受け取る。まるで司教から命令を授かるかのような深刻な責任感と厳粛さをたたえている。銅貨を集め終わると、前述の若者たちは後の扉の近くで隊列を組み、ゆっくりと、悠然と、堂々と、中央通路を闊歩する。死体を扱う丁重さで黄色い硬貨を運んで行くのである。


  「惜しまない」こと、「出し惜しみしない」ことは、証しと、説教と、涙と、祈りをふんだんに与えることである。われわれが与えるものはみな、良い投資であって、複利付きで戻って来る。われわれが貯えて保存するものはみな、永遠に滅びる。日曜日に雨が降ったため、聴衆が多くなるもっと好都合な時まで説教を差し控えるなら、その間に説教は駄目になってしまい、日が出て人々が来る頃には無価値なものになってしまう。


  「恐れてはならない」。拡大されることを望むなら、恐れてはならない。神の御言葉は恐れと不信仰を同列に置いていることを覚えよ。「人は自分をどうするだろう」と、どうして恐れる必要があろう。多くの人は、人々の言葉や考えを恐れるあまり、魂の内に正当な堂々たる楽しさを感じることがほとんどない。長老長の多くは司教に対する恐れから決して逃れられない。数百の牧師は長老を恐れて暮らしている。無数の教会員は牧師の声に震え上がる。なんと馬鹿げた束縛の連鎖か。互いに縛りあい束縛しあって、この哀れな人々は日に日に萎縮していくのである。狂信を恐れてはならない。狂信はかかしであって、サタンがクリスチャンを怯えさせて、クリスチャンが持つことを神が望んでおられるものから遠ざけるためのものである。事実、世界に狂信はごく僅かしかない。しかし、形式主義は膨大にあり、これこそ最も警戒を要するものである。冷淡な一万人に対して、狂信者は一人である。一万人のブレーキ係に対して、機関士は一人である。どうか神がわれわれに聖霊の機関士たちを送ってくださいますように！拡大されることを望むなら、あなたの魂の調整弁を完全に閉じてはならない。直通弁を開き、スロットルを全開して、石炭をすくえ。


  脱線を気に病んではならない。本線から外れることや、ボタンを押し間違えて自分の列車を壊すことを恐れてばかりでは、決して乗車を楽しめない。聖霊に信頼して、あなたの聖書を熱心に読み、あなたのエンジンを適切に駆動させよ。「脱線」に関するこの単調な叫びは、試合の世界でいわゆる「陳腐」なものになっているのである。


  羊を飼っていて、「狼だ！」と叫んだ少年のことが、読本に記されている。そのゾッとする出来事を、われわれはみな覚えている。われわれは「狼だ」という叫びをしばし聞いてきた。そして今では、その叫びを聞くと、きまって微笑んでしまう。しかし馬鹿馬鹿しいのは、結局のところ、神癒やイエスの再臨が「脱線」とされている事実である。この善意の人々が騒々しく喚くのを見ると、私はおかしさを禁じ得ない。なぜなら、その人々によると、イエスは三年間「脱線」していたことになるからである。というのは、イエスは至るところで癒されたからである。また、使徒たちも本筋を外れたことになる。彼らも病める人々を癒したからである。また、あらゆる時代の傑出した聖徒たちも溝に落ち込んだことになる。癒しを信じて経験したからである。


  パウロは、中傷者たちの偽証にもかかわらず、イエスを待ち望んだ。初代教会は、毎日、キリストの再臨を待ち望んだ。ああ、われわれが神を信じられますように！ああ、主よ！全き完全な福音を大胆に宣べ伝える高潔な英雄たちの群れを送ってください。


  「綱を長くせよ」。深みに漕ぎ出せ。一本の櫂で浜辺をうろつくのをやめよ。櫂を一本しか持たない人々は堂々巡りする。多くの人がまさにそうしている。数年前に彼らは聖められ、それ以来、大いにはしゃぎまわっている。経験としての聖化は、終わりではなく始まりである。ヨルダン川を越えて、さらに進まなければならない。あなたの環境、困難、仕事、重荷、試練、病、誘惑、必要に、主を迎え入れよ。カナンの地の中で冒険を試みよ。「あなたの内にある神の賜物を奮い立たせよ」。神があなたに与えてくださる光の中を歩め。躊躇せず、神の奉仕の中に飛び込め。世人は燃える建物から人々を救い出している。梯子の長さが少し足りないので、勇敢な消防士たちは梯子の上に立って、自分の身で高さの不足を補っている。人々はその体を伝って降りて救われている。人々がわれわれの上をよじ登ったり、踏みつけて歩いたり、ズカズカとわれわれの上に乗るのを、もしそれでわれわれが神の御霊を表すことができるなら、われわれは喜んで受け入れなければならない。ダビデは言った、「あなたは人々にわれわれの頭上を行かせたが、われわれを豊かな場所にもたらしてくださった」と。


  「杭を強固にせよ」。どうやってか？祈ることによってである。密室の祈りで杭を強固にせよ。ジョン・エリオットは、「仕事がありすぎて、多様な試みに遭う時、私はこの世の知らない動力を用いる」と言った。それは祈りの動力である。杭を下ろして、それがしっかりするまで祈れ。


  われわれは、聖書に対する信仰を強固なものにすることにより、われわれの杭を強固にするべきである。なぜなら、聖書は神の言葉だからである。心を尽くして聖書を信じる時、われわれの人生と救いは聖書の確かさに対する確信の上に築かれるようになる。


  霊的拡大の一つの大きな妨げは保守主義である。昔のわだちに執着しているせいで、もっと良い道があっても、それから離れるのが難しいのである。あなたの馬車は相変わらずの単調さで昔の道を進んできているので、習慣の法則により、拡大はほとんど不可能である。いわゆる「礼儀正しさ」、「秩序」、「組織」に対する愛着を捨てなければならない。なぜなら、聖霊はわれわれの規則や決まりによって動かれないからである。文化の慣例や「言い伝え」の遵守を超えて進むべき時である。偉大な動きはみな、偉大な思想から始まる。新鮮な活き活きとした思想なしに進歩はない。中国は三千年間同じままである。その教師が死んでいるからである。もし中国が太平洋を超えて呼びかけるアメリカの声に耳を傾けるなら、数年以内に若返って劇的に変わるだろう。われわれもまた、神の約束に対するもっと広い観念を持ち、われわれの遺産の巨大さをもっとよく理解しなければならない。時流は安楽さ、静けさ、休止に向かっている。しかし神が願っておられるのは、われわれを気怠い寝床から追い出して、ずっと向こうに、もっと広々とした場所に行かせることである。


  われわれにはさらに大きな愛が必要である。この世は今日、純粋な、聖なる、甘い、へりくだった愛を渇望している。人々は生きている間、花々と陽光と親切な言葉を必要とする。棺桶や墓場の上に置かれた花屋からの花束や花輪や十字は無意味である。微笑み、応援、励ましは、人生において無上の価値がある。


  われわれにはさらに大きな信仰が必要である。神の偉大な約束の豊かさを捉える信仰、あらゆる緊急事態の水準に応じる信仰が必要である。さらに大きな喜びが必要である。神の賜物を喜ぶ喜びだけでなく、神ご自身を喜んで、神ご自身を自分の分け前、無限の永遠なる楽しみとする喜びが必要である。聖書が述べているように、われわれはあらゆる誘惑の中で、「それをみな喜ばしいものと見」なせるだろうか？「絶えず喜」べるだろうか？


  われわれにはさらに大きな働きが必要である。われわれの関心や祈りはあまりにも偏狭である。われわれは一つのことにしか打ち込めないかもしれないが、あらゆる良い働きのために関心と思いやりを寄せるべきである。そのようにして、われわれは「あらゆる良い働きに満ちる」ことができるのである。御座を通して、われわれはあらゆる土地、あらゆるクリスチャンの働きに触れるべきである。


  われわれやわれわれの働きを広げる神の方法を拒絶したり、それに不平を鳴らしてはならない。弟子たちは文字どおりエルサレムから追い出されて、全世界に急いで送り出された。「離散」が益になることを、神はご覧になったのである。まるで、鷹が自分の巣を掻き乱すかのようである。そのように、神はしばしば掻き乱して、われわれの領域をさらに広く、さらに生産的にしてくださる。殻を砕いてわれわれを外に出してくれる迫害がなければ決して見れないきわめて幸いな所に、われわれは入るのである。


  われわれはさらに大きな希望を持つべきである。全教会の中で最良の人々は、上の方を見つめて待ち焦がれている人々である。われわれの主は来られる。主を仰ぎ見ようではないか。「しかり、主イエスよ、速やかに来たりませ」。結論として、われわれに向かって造られる武器が功を奏することはないことに注意しようではないか。舌――嘘をつく舌、欺く舌、中傷的な舌――ほど鋭い武器はない。しかし、神はあらゆる舌を麻痺させ、「主に油注がれた者」に向かって上げられたすべての手を萎えさせる。「あなたが生きている間、あなたに立ち向かえる者はだれもいない」。「この戦いはあなたの戦いではなく、神の戦いである！」。栄光！ハレルヤ、アーメン！


  



  第十一章 豊かな供給


  
    「神はあなたたちにあらゆる恵みを豊かに与え、あなたたちを常にすべてのことに満ち足らせ、すべての良いわざに富ませる力のある御方である。」（二コリント九・八）
  


  人の諸問題の領域で、超人的かつ神聖な力の働きを予期・期待する完全な権利を、われわれは持っている。この方面における期待がもっと大きかったなら、大いにわれわれの益になっていただろう。信仰を告白する多くのクリスチャンたちは、ほとんどなにも期待しないし、失望することもない。


  この文脈に注目しよう。この御言葉や他の聖書の御言葉は、「与えれば与えるほど、ますます得る」という恵みの法則をわれわれに教える。これは人のあらゆる慣例や理屈とは反対である。世人は言う、「裕福になりたければ、得るものをすべて貯えて、可能なかぎり得よ」と。神は言われる、「行って、あなたの持ち物をすべて売り、貧しい者に与えよ」と。「しかし、私は言う。乏しく蒔く者は乏しく刈り取り、豊かに蒔く者は豊かに刈り取る」。「神は喜んで与える者を愛される」。ボストンのＡ．Ｊ．ゴルドン博士は、この御言葉の文字どおりの訳は、「神は楽しく与える者を愛される」であると言った。与えた後、幸せそうに叫んでいる人のことを考えてみよ！聖なる歓喜に包まれて自分の金を神に注ぎ出している人のことを想像してみよ。


  農夫は出て行って自分の穀物を蒔く。肥沃な渓谷の場合、農夫がエーカー毎に三ブッシェル蒔くなら、六十から七十ブッシェル刈り取る。しかし、農夫が穀物を惜しんで、けちけちした蒔き方をするなら、半分の穀物しか刈り取れない。「乏しく蒔く者は乏しく刈り取る」。


  神の御旨・御計画は、われわれの心、唇、手というパイプ、管、蛇口を通して、この大きな飢え渇いている世界を潤すことである。神が望んでおられるのは貯水池ではなく水路である。


  神には力がある。立ち止まって、「力のある」というこの御言葉について熟考せよ。姉妹よ、あなたはこの御言葉をあなたのあらゆる困難の上に書き記すことができる。あなたのあらゆる失望の上にペンで書き記し、あなたのあらゆる恐れの上に刻印し、あなたのあらゆる疑いや問題の上に掲げることができる。兄弟よ、この御言葉をあなたの売り台の上に刻みつけ、あなたの仕事机の上に掲げ、あなたの仕事の中に組み込め。友よ、信仰の絵筆を取って、この御言葉をあなたのミシン、料理コンロ、洗濯槽、あなたの愛する者の病床の上に描け。あなたを常に脅かすどす黒い雲の上にかかる虹のように、この御言葉を張り広げよ。「神は力のある御方である」。


  神には助ける力があるだけでなく、常に力ある御方である。金がいっぱいある時、友だちがたくさんいる時、株が上がっている時、安泰な状況の時、家族が健康な時、太陽は照り輝き、鳥はさえずり、花は咲き乱れている時、確かに神は力ある御方である。しかし、神に感謝せよ、金がなくなった時、株が紙切れになった時、友人たちが冷たい時、空が失望で暗い時でも、神は同じように力ある御方なのである。神は常に力のある御方なのである。


  見よ、あの老いた鷹を。高い岩山の上に座って、近づく嵐を鋭い目つきで見ている。垂れ込めた雲が空を暗くし、稲妻は閃き、雷鳴が轟いている。鷹は目を太陽に向ける。鷹は太陽の鳥だからである。鷹は荒ぶる雲の後に太陽が隠れるのを見つめる。じっと動かない。嵐が自分の頭上あたりに来るまで待つ。すると突然、鷹は金切り声を上げ、翼を広げて、嵐に向かって突き進む。嵐がひどくなればなるほど、鷹は暴風雨の岩山を高く上り、ついに雲の上に到達する。太陽は輝き、すべてが穏やかな所である。問題から逃げたり、反対に屈服する代わりに、嵐の中に飛び込もうではないか。神はあらゆる恵みを豊かに与えて、われわれを滅ぼそうとしていたものを利用してわれわれを高く高く上らせる力のある御方である。そうして最終的に、われわれは太陽の真ん前に出るのである。


  「富ませる」というこの御言葉は、考慮に値する御言葉である。この御言葉は溢れ流れることを意味する。自分の欲しいものや使えるものを持つだけでなく、与えるものをも持つことである。「いっぱいに積み上げ、押し入れ、ゆすり入れられて、溢れ流れること」を意味する。


  筆者はかつて、ある学校の建物の向かいに住んでいた。毎日午後四時になると、四、五百名の子供たちがそこから出て来た。子供たちは順番に出てくることになっていた。敷地を離れるまでこの規則を守れなかった子供はみな、戻って教師と共にいなければならなかった。時々、順序を守らない子供が出ると、最終的に大勢の子供を叱るはめになったようである。その大勢の子供たちとは誰か？学校で最も健康な子供たちである。その子供たちには豊かな命があった。その子供たちを命令に従わせることはできなかった。聖霊に満たされる時、あなたは形式や一定の規則を守れなくなる。人々はあなたに向かって「規則を守れ」と叫ぶが、あなたは無意識のうちに一線を踏み越えて、決まりにうるさい人たちに衝撃を与えるのである。


  私の家の敷居をまたぐ時、必ず祝福をもたらしてくれる人々がいる。彼らは去った後も、芳香を残す。他方、去ってくれてほっとする人々もいる。噂話や無駄口で家に呪いをもたらす人々を、あなたは家に迎えたことがあるだろう。他方、御霊に満たされていて、去った後も数日間その良い影響を感じられる人々が来たこともあるだろう。


  われわれは富むべきである。これを人々は一般的に理解しているようである。われわれの聖なるキリスト教にはなにかしら自然に流れ出るものがなければならない、と人々は感じているようである。その霊性と自然な流れを失う時、諸教会はその代替物を探し始める。われわれクエーカーが魂から発する歌と「心」から発する託宣を失った時、われわれは雇われ聖歌隊や金目当ての牧師を信じないで、帽子をかぶったまま手を組んで静かに座ったものだった。他の教会は後退すると、市場に行ってカナリヤや雄弁家を買い、前者を止まり木の上に、後者を演壇に据えて、「さあ行け、今日われわれを楽しませてくれ」と言う。しかし、教会が聖霊に満たされているなら、宣べ伝えや歌を歌う特権を決して手放さない。教会は自分で礼拝し、天を地にもたらすのである。


  最近、われわれは最新の講壇の呼び物の一つを耳にした。ニュー・イングランド市のある牧師が、自分の講壇の正面に小さな泉を造ったというのである。その牧師が日曜の朝にぱっとしない短い説教を読んでいる間、その泉は美しい流れを流し出す。その講壇やその土地の他の講壇のあるべき姿をなんと象徴していることか。どこかに泉や噴水があってしかるべきことを、その牧師はかすかに感じていたのだろう。会衆席にそれが見あたらず、講壇にもなかったので、牧師は両者の間に泉を一つ設けたのである。


  われわれが「すべての良いわざに富む」のは、神がわれわれを富ませてくださった後のことである。すべての良い動機に満ちることが可能になるには、われわれは神に満たしてもらわなければならない。この豊かさにより、自分の関心事以外には興味を持たない性向が取り除かれるのである。


  ああ、聖書は豊かな福音に何と満ちていることか！確かに、神の恵みはわれわれに対して豊かであり、「われわれが求めまた思うところを遥かに超えて豊か」である。というのは、われわれは「信仰」に溢れ、「感謝に溢れ」、「喜びに溢れ」るべきだからである。それはわれわれの「喜びが満ちる」ためである。然り、われわれの「愛」は「ますます満ち溢れ」なければならない。「神を喜ばせること」と「寛容」と「望み」に「満ち溢れ」なければならない。これらのものが「われわれの内にあって満ち溢れるなら、われわれの主イエス・キリストを知る知識について、われわれは怠る者、実を結ばない者になることはない」。「こうして、われわれの主であり救い主であるイエス・キリストの永遠の王国に入る恵みが、われわれに豊かに与えられるからである」。


  兄弟たちよ、最後には旗と優勝旗をはためかせつつ、帆にいっぱいの天のそよ風を受けて中に入り、われわれの船の錨を永遠の故郷の港に下ろそうではないか。


  



  第十二章 圧倒的な勝利者


  
    「しかし、われわれを愛してくださった方によって、われわれはこれらすべての事において圧倒的な勝利者なのである。」（ローマ八・三七）
  


  聖なる戦争のすべての戦いで勝利者になることは途方もないことである。しかし、「すべての事において圧倒的な勝利者」になることは遥かに偉大である。


  たかだか一時的な敗北で何度も何度もひどく悔しがる神の民がとても大勢いる。神が勝利の命、完全な勝利の命を備えてくださった以上、われわれはその命を知るべきである。十字架の贖いがわれわれのすべての必要に十分な救いを備えてくれた以上、われわれはその救いを持つべきである。「勝利者」、しかも「圧倒的な勝利者」なるものが存在する以上、それに達しないわけにはいかない。今晩、われわれはその意味を知らなければならない。神の御言葉を注意深く学んだ後、われわれは全き確信を得た。「圧倒的な勝利者」になることは、第一に、家庭の中で、自分自身の心や自分自身の生活の中で、またわれわれ自身の家庭や社会集団の中で、決定的勝利を得ることを意味する。とても多くの人々は、決定的勝利について疑問に思っているせいで、敵のさらなる攻撃を招いている。多くの人は究極的成功の確信を心に抱いていない。そのせいで、敵は大いに奮い立ち、自分の軍勢を集めて再来するのである。


  圧倒的な勝利者になることは、ある問題に永久に決着をつける勝利を得ることを意味する。ゲティスバーグ、ワーテルローのように、紛れもない確実な勝利を得ることである。その勝利はなんらかの問題に決着をつけるものなので、その問題はそれ以降一件落着である。この勝利を得る時、われわれは悪魔に向かって大声で「否」と言うようになる。そのため、その声は地獄の回廊中に響き渡り、悪魔どもはみな知るようになるのである。自分たちは敗北しており、われわれは勝利していることを。これが起きる時、サタンは同じ地点にいつまでも新たな攻撃を加えられなくなる。あなたは承知しているだろうか？真のクリスチャンの試みや試練は、常に新たなものでなければならないことを。また、同じ戦いを何度も何度も戦ってはならないことを。今日、われわれは問題に決着をつける勝利を得るべきである。そうするなら、悪魔が再びやって来る時、悪魔は別の方面から新たな策略でわれわれを攻撃しなければならないのである。


  クリスチャンの遭う誘惑が常に同じものである時、なにかが根本的に間違っている。勝利を得ること、勝利を得てそれを悪魔に知らしめること、勝利を得て御使いたちにそれを知らしめること、勝利を得てそれをこの国の人々に知らしめることは可能である。そのとき、われわれは勝利を知り、勝利はもはや未決着の問題ではなくなる。また、もはや再結集した軍勢と共に再来するようサタンを招くこともなくなる。偉大なる神よ、揺るぎないものをわれわれに与えたまえ！神はそうすることを願っておられる。今晩、これが神の御旨である。


  決定的勝利により、切り抜けられるかどうかに関するわれわれの疑問に決着がつく。今日、多くの人が抱えている大きな疑問は、一体これから最終的にどうなるのかということである。この疑問の重要性を私は認める。船が綱をほどき、染みのない帆を広げて風を受け、すべての旗をひらめかせつつ堂々と出航することと、荒れ狂う暴風雨に遭遇して、逆巻く大波を突っ切り、首尾良く荒海を乗り切って、無事に港に入ることとは別問題である。人が回心すること、素晴らしい回心をすること、罪の縄目と束縛を投げ棄てること、帆を広げて風を受け、希望と旗を高くひらめかせつつ、一連の集会の時に出航することと、その人が翌週嵐に遭い、翌月荒れ狂う大波に遭い、一月と二月と嵐の三月の間、恐ろしい夜の漆黒と暗闇に遭うこととは別問題である。その人がこれらの試みや試練に遭うことと、最終的に、帆が全くボロボロの古びたボロ船のように曳航船に引かれて入るのではなく、旗と優勝旗をひらめかせつつ、「豊かな恵みにより」、イエス・キリストの王国の中に颯爽と入ることとは別問題である。


  神がわれわれを不動の者にする福音を備えてくださった以上、神はわれわれを不動の者に保つ恵みをも備えてくださったのである。神が今日われわれに勝利を与える救いを備えてくださった以上、神の十分な恵みにより、われわれは翌週を駆け抜け、翌月の試練や困難を征服し、永遠に進み続け、登り続けるのである。神の十分な恵みはわれわれを担ってアレゲーニー山脈を越えさせ、ロッキー山脈を越えさせ、アルプスを越えさせ、天の川を越えさせ、天の中に駆け込ませる。堕落する余地を設ける代わりに、これを信じてこれに期待するよう、神がわれわれを助けてくださいますように。


  また、愛する人よ、圧倒的な勝利者になることは、将来激励する者となるのに必要な資格や適性を得る助けとなる勝利を得ることである。敵を追撃することと、敵を捕らえて連れ帰り、われわれの軍隊で戦わせることとは別問題である。勝利者になることは悪魔と戦って打ち負かすことだが、圧倒的な勝利者になることは悪魔をつかまえてわれわれの奴隷として行動させることである。


  大抵のクリスチャンは、敵を追撃することに成功すると満足を覚える。しかし、神がわれわれにはっきりと教えてくださっているように、われわれは敵を追撃するだけでなく、敵に追いつき、悪魔の軍隊から人々を奪取して十字架に連れ帰り、悪魔どもを追い出して御使いたちを招き入れなければならない。そして、罪人たちの中から聖徒たちを建て上げ、悪魔に捕らわれている人々の中から神のための戦士たちを建て上げなければならない。これを行う十分な力を持たないかぎり、われわれは決して圧倒的な勝利者にはなれない。


  われわれに圧倒的に臨む勝利もあれば、敗北と同じくらいの代価を要する勝利もある。軍隊生活では、敗北と同じくらいの代価を要する勝利がある。そのような代価があと少しでも増えようものなら、勝利の軍隊は滅んでしまうだろう。あまりにも全面的で途方もない圧倒的なものであるため、すべての人が希望と感謝に満たされる勝利もある。クリスチャン経験もそうである。サタンに対して勝利しても、それを乗り切った時、「自分は落ちぶれて弱くなり、疲れ切っている」と感じるあまり、あなたは長いあいだ別の戦いを戦えないかもしれない。


  御言葉が告げているのは勝利だけでなく、たんなる勝利を超えたものである。それは余力を残した勝利である。そのため、われわれは貯えられている力を使って勝利するのである。別の悪魔を打ち負かすのに十分な恵みによって、悪魔を打ち負かすのである。この福音は十分大きく、この恵みは十分広い。そのため、今いる悪魔どもを打ち負かすだけでなく、今いる悪魔の百万倍の悪魔どもがいたとしても、それをことごとく打ち負かすのに十分なのである。


  神はご自身の民のために十分な恵みを持っておられる。神の民がそれを受け入れるなら、可能な事だけでなく不可能な事をも成就できる。圧倒的な勝利者になることは、まさにそうすることを意味する。勝利者になるのは素晴らしいことだが、「圧倒的な勝利者」になるのは遥かに素晴らしいことなのである。


  ダビデは五つの丸石で巨人に立ち向かったが、一つの丸石で巨人を倒し、四つの丸石を残して戻って来た。さらに四人の巨人を倒す用意ができていたのである。ダビデは圧倒的な勝利者だった。あなたならおそらく、自分が持っている丸石を全部投げて、最後の一撃で巨人を倒せれば上機嫌になるかもしれない、しかし、ダビデは最初の一撃で巨人を倒した。まさに「圧倒的な勝利者」だったのである。これが余力を残して勝利することである。しかし大抵の人は、勝利したときなにも残っていない。勝ったとしてもとても弱っているせいで、すぐに別の戦いに参入する気にならない。神の御旨は、われわれがすぐに別の戦いを始めるのに十分な余力を残して勝利することである。


  パウロとシラスが牢獄にいた時、彼ら自身が外に出ただけでなく、他の人々をも連れ出したことを私は思い出す。彼らは「圧倒的な勝利者」だった。ほとんどの人は牢獄に入れられると、自分が外に出られさえすれば喜んで、他の人々のことは顧みない。しかし、パウロとシラスは歌を歌い、祈った。そしてついに、古い牢獄は揺れ動き、扉は開き、囚人たちは外に出たのである。


  今晩私が話している祝福をあなたや私が得る時、われわれは牢獄に行って、いくばくかの人を連れ出せるようになる。神は時としてとても窮屈な場所に私を入れるが、私を連れ出す時、私と共にだれかを連れ出される。その時こそ、真夜中に牢獄の中でわれわれを歌わせる救いをわれわれが得た時である。牢獄の中にいるから歌うというよりは、むしろ他の人々が外に出て行くから歌うのである。神は看守になる特権を授けてわれわれに栄誉を与えてくださる。それは、われわれが囚人たちを解放できるようになるためである。これが圧倒的勝利者である。


  ダニエルが獅子と一緒に眠った時、彼は勝利者だった。獅子と一緒に眠るには、霊の偉大な勝利が必要である。大抵のクリスチャンなら、起きて獅子を見張っていただろう。「見張る」よう教わっている、と言っただろう。ダニエルは出て来た時、ずば抜けて「圧倒的な勝利者」だった。ヘブル人の子供たちは、火の中を歩いても焼かれなかった時、勝利者だった。しかし、神の御子が炎の中を彼らと共に歩まれ、彼らが出て来て不信仰を征服し、悪魔どもに無力な怒りの歯ぎしりをさせて元いた地獄に追い返した時、彼らはずば抜けて「圧倒的な勝利者」だったのである。


  天の神よ、われわれのこのちっぽけな取るに足りない宗教から、われわれを救いたまえ。衝撃力があるもの、他の人々を揺り動かすものを与えたまえ。命を宿しているもの、他の人々に命を与えるものを与えたまえ。それは来たりつつある。神はわれわれの目を開いて、われわれがあまり見ておらず、あまり知らないものを見せてくださる。われわれが完全に聖められる時、われわれはその豊かな貯えの封を切っただけで、使い尽くしたわけではない。悪魔どもの連隊の前をあえて進む人々の群れを起こすことを、神は願っておられる。


  また、圧倒的な勝利者になることは、戦利品を得る経験をすることである。アモン人の子孫たち、シアー山の民がヨシャパテと戦うために上って来た時、彼は神に向かって叫んだ。すると、神は圧倒的な勝利を送ってくださったので、ヨシャパテが戦利品を集めるのに三日かかった。神の御旨は、われわれが道中ずっと勝利を得て、戦利品を得ることである。


  包囲された民が都の外に出て、その宿営が荒れ果てているのを見いだした時、サマリヤの飢饉はたった一日のうちに盛大な祭りに変わった。神の御旨は、われわれにある経験をさせることである。その経験により、われわれは飢饉の地区の真っただ中に、荒廃した荒野の真っただ中に送り出され、そこを薔薇のように花咲く地とし、飢饉に見舞われた国を祝祭に転じさせて、必要なものをすべて得るのである。神に栄光あれ！


  また、圧倒的な勝利者になることは、新たな領土を獲得することを意味する。聖潔運動の問題の一つはトコトコと堂々巡りしていることであることを、あなたはご存じだろうか？明らかに御霊に満たされたにもかかわらず、まるで御霊に満たされたことがないかのように今日無力な数千の人々がいることを、あなたはご存じだろうか？これはなぜか？すでに成就済みの狭い境界に制限されることを喜んで、外に飛び出して新しい領土を獲得することを恐れているためである。「圧倒的な勝利者」になることは、新しい領土を獲得することを意味する。エリコの壁を打ち倒すことを意味するだけでなく、立て続けに三十一人の王を征服することを意味する。


  間違いなく救われてはいるが、狂信的になることや極端に走ることを恐れるあまり、救いの証しやきよめの証しを時々するだけになってしまった人々が大勢いる。彼らにはそれしかないのである。


  しかし、今晩私が述べていることを知っている人々は、この第一と第二の経験以上のものを持っている。第三の祝福のことを言っているのではないし、この二つの時期に比肩する大事な時期のことを言っているのでもない。なぜなら、この二つの時期――カルバリと二階の部屋の溶鉱炉――は人の生涯で大事な時期だからである。私が言っているのは、もし進み続けるなら、われわれは体においても勝利を得るということである。われわれは自分の環境の中で勝利を得るだろう。あらゆる種類の事柄に対して勝利を得るだろう。そして、われわれは日々新たな場所、新たな経験、新たな喜びの中に入るだろう。神とその恵みを新たに見て、イエス・キリストにあるわれわれの嗣業の素晴らしさをいっそう感謝するようになるだろう。われわれのキャンプファイヤーの灰が二晩同じ場所で見つかることは決してないだろう。昨晩われわれが滞在した場所を見つけたければ、おとといの晩われわれが滞在した地点より高く上らなければならないだろう。真に進歩し続けるクリスチャンの軍隊を神が獲得されるとき、遠からず、「この世は卒倒し」、全世界に福音を広めるというイエス・キリストの偉大な委託は達成されるだろう。


  御言葉は「これらすべての事において」と述べている。どのような事か？第一に述べられているのは艱難であり、これは「鋤」を意味する。農場に行ったことがあるなら、鋤がどういうものか知っているだろう。鋤は鋭い歯の付いた道具で、それで土塊や石をひっくり返して転がし、粉々に打ち砕くものである。あなたは鋤の下にいたことがあるだろうか？そこで勝利を得ただろうか？あなたは艱難の中で圧倒的な勝利者だっただろうか？鋤で耕されることは、殺されるよりもずっと大変なことである。瞬殺されるのは本当に贅沢なことである。しかし、苦しめられ、打たれ、転がされ、ひっくり返され、何度も何度も転げ回されること――これが艱難である。しかし、「彼らは大きな艱難から出て来た」。しかも彼らは、その中で「圧倒的な勝利者」になるまで出て来なかったのである。人々がわれわれを突く時、蹴る時、ひっくり返す時、それでもわれわれを優しく保つ経験をしないかぎり、神がわれわれのために備えてくださっているものをすべて得ているとは言えない。


  「何がわれわれをキリストの愛から引き離すのか？艱難か、苦悩か、迫害か、飢えか、裸か、危険か、剣か？」。


  愛する人よ、神の御旨は、艱難の中だけでなく苦悩の中でも、われわれを圧倒的な勝利者にすることである。大きな苦悩、恐ろしい苦悩の中でも、われわれを圧倒的な勝利者にすることである。立ち止まって教会史の実例を挙げるとしたら、私はこのことに思い当たる。何度も何度も、最もたいへんな試練の時に、神の聖徒たちは圧倒的な勝利者だったのである。


  迫害！あなたは迫害をどう受け止めるだろうか？人々があなたを迫害する時、あなたはどう感じるか？だれかがあなたのことを悪し様に話すのを聞いた時、あなたはどう感じるか？あなたを害することを望む人々、悪意に満ちたずるい人々、そして、あなたを害するためなら全力でなんでもするような人々がいることを知ったら、あなたはどう思うか？あなたは「圧倒的な勝利者」だろうか？


  迫害に耐えられる人は、今日、ほとんどいない。人が退けられるとき大きな問題が生じるのを、聖潔の群れの中にすら見かけて、私は痛みを感じてきた。人々が私を退けたからといって、それが何だというのか。それより良いどんな待遇を期待する権利が私にあるのか知りたいものである。われわれの主よりも良い待遇を期待するとはどういうことか？艱難で大騒ぎするのをやめて、大騒ぎするに足る事が起きるまで待つよう、神がわれわれを助けてくださいますように。天の神が、すすり泣き、作り笑い、泣き言、苛立ちから、われわれを救ってくださいますように。そして、われわれに敵対して臨むあらゆる力に対して、われわれを勝利者とする恵みを与えてくださいますように。


  この祝福を受けている人がいることを私は知っている。ここに、それを受けている人がいることを私は知っている。私は一人の人を知っている。その人は、自分について人々が述べている酷い話を、様々な新聞で読んだ。その話はその人の忍耐を試すものだったが、かえって彼を飛び上がらせるように思われた。私は知っている。人々がある人に向かってあらゆる種類の悪口を言ったとしても、神はその人を紐で釣り上げて宙返りさせることができる。私は知っている。神は迫害の中でわれわれを「圧倒的な勝利者」にすることができる。神に何が出来るのか、その実例を見るたびに、私は大いに勇気づけられる。ああ、神よ、イエスのために、このような人々を増やしたまえ。


  「飢え」。「飢饉」の場所に入るたびに、口が固まって黙って座り込んでしまう聖潔派の人々が大勢いる。今日、そのような場所がたくさんある。飢饉は都会のほとんどすべての教会に見いだされる――福音の飢饉、魂の真の糧の飢饉である。しかし、だからといって、声を押し殺したり、黙って引き下がっていいのだろうか？そのような時は、飢饉の中でも「圧倒的な勝利者」になれることを証明するチャンスである。私は心に堅く信じているが、素晴らしい確固たる聖霊の福音を担う人が二、三人でもいれば、ほぼどんな種類の飢饉も祝宴に転じることができる。私は時々、ひどく干からびた教会に行く。この前、ニューヨーク市に行った時のことである。私は退役者名簿のことで、少しの間、大切な妻を待っていたのだが、その時、その大都会のある教会に潜入した。私の心は飢えていた。私は大きな重荷を負って飢えており、幾ばくかのパンを欲していた。私は講壇を見上げたが、そこにパンはなかった。会衆席を見たが、そこにもパンはなかった。そこで私は言った、「主よ、あなたは私の期待を裏切らない御方です。一緒に少し食べましょう」。すると、主は食卓を設け、亜麻布をかぶせ、食器とコップを並べてくださり、われわれは一緒に夕食を食べたのである。主はご自身と一緒に夕食を備えてくださった。あなたや私がこの経験をする時、われわれはいつでも夕食を食べられるようになる。説教者がわれわれを養ってくれなくても、キリストにわれわれのささやかな食卓を設けてもらって食べればいいのである。そして、その食卓のおこぼれにあずかれる人がだれか見つかるなら、われわれはその人たちをも養えるのである。神は飢饉の中でもわれわれを圧倒的な勝利者にしてくださる。今日、多くの飢饉がある。乾いた場所でわれわれを水の井戸にする経験を、神はわれわれに与えてくださる。われわれの周りの人々は、なんと飢え渇いていることか！「あり余るほど多くのもの」を持っていたなら、どれほど多くの人を潤せたかわからない。


  「裸、危険、剣」。あなたはこれに驚いたかもしれない。しかし、私は信じているが、食べ物や着物や粗末な家といった問題のせいで後退する人々が、他の問題で後退する人々よりも最終的に多いのである。ほとんど着るものが無い時がパウロにあった。しかし、彼は裸でも「圧倒的な勝利者」だった。けちな諸教会が彼に金を払おうとしないことでもないかぎり、彼は決して天幕造りをしようとしなかった。その後、彼は天幕を造って、着物を買って再び宣べ伝えに出かけるのに十分な費用を稼いだ。しかし、天幕を造っている時も、宣べ伝えている時と同じように、彼は勝利者だったのである。私はそのような者になりたい。われわれがこの水準に達することを私は望む。これらのものがここにあるのがわかるが、私は信じる。神は、これまでわれわれが目にしてきたものよりも無限に偉大なものにわれわれを到達させようとしておられるのである。われわれはこれらのものを持っているだろうか？


  「剣の危難」。今日、人々はどれほど脅かされていることか！諸教会の中で脅かされ、諸教会の外でも脅かされている。「聖潔の宣べ伝えや聖潔の証しをやめないなら、会堂から追放するぞ」と脅かされているのである。まあ、会堂から追放されることはあまり悪いことではないが、われわれが望んでいるのは、追放される時、心のうちに勝利を得ることである。友人がいない時、優しい言葉をかけてくれる人がだれもいない時、心のうちに勝利を得ることである。集会の後だれかと話そうとしても、その人たちは他のだれかと話すのに大忙しの様子で、われわれを冷たくあしらい、われわれと握手する時間もほとんどなさそうな時、そこで立ち止まって、心の中で十日間の野外集会を開けるほどに、われわれを上機嫌にさせてくれる救いをわれわれは欲する。


  愛する人よ、われわれに臨みかねない恐ろしい事がいくつもある。自分に何が臨むのか、私にはわからない。しかし、私は知っている。われわれは恐ろしい時代に生きているのである。また、私は知っている。無限地獄の門が燃え上がっている此岸のどこにおいても、われわれを「圧倒的な勝利者」にする経験を、この御言葉はあなたや私に提示しているのである。神の恵みにより、この道を進み抜くことを私は決意している。この一事を私は知る。聖霊を受けないかぎり、この経験を得ることは決してない。聖霊だけがわれわれの戦いを戦うことができ、聖霊だけがわれわれの敵を打ち負かすことができ、聖霊だけが供給を与えられるからである。もし聖霊を受けておらず、聖霊をあがめておらず、聖霊に仕えていないなら、成功する見込みはない。回心してから、あなたは聖霊を受けただろうか？


  



  一八九八年十二月三日、シンシナティでの説教


  祈り


  ああ、主なる神よ、われわれのこんなにも多くの者たちが今晩聖霊を受けて圧倒的な勝利者になったことを、うれしく思います。聖霊はここに今晩大いなる力をもって臨在しておられ、まだ聖霊を受けていなかった人たちの心に間違いなく語りかけておられます。また、聖霊を受けている者たちを大いに励まして祝福しておられます。あなたは、さらに大いなることのためにわれわれを整えておられます。今晩のこの集会は、われわれが神聖な事柄において前進するためのものです。主よ、私を前進させてください。あなたが来られる時、あなたが私の霊に欠け目や、なんの力の不足も見いださないようにしてください。


  天の神よ、あなたがあらゆる罪から私を救ってくださったことを私は知っています。あなたが罪に対するあらゆる欲求から私を救ってくださったことを私は知っています。私は罪を憎みます。不潔を蔑みます。しかし、ああ、主よ、この問題の積極面には他の事柄もなければならないことを私は知っています。私はそれを必要としており、それを得なければなりません。ああ、主よ、私に対するあなたの御旨は、私がこのような真理を宣べ伝えて、しかし、それから自分自身の魂のためにはなにも得ない、ということではありません。


  ああ、力ある神よ！われわれが突入するあらゆる戦いで、われわれを圧倒的な勝利者にしてください。戦いを引き起こしてください。われわれにはなにもできませんが、あなたは戦いを引き起こしてくださると、あなたに信頼します。この集会はあなたのものです。主なる神よ、すべてを顧みてください。ここに飢えている人々がいます。しかし、その人々をわれわれは救うことができません。われわれにできるのは、彼らをあなたに委ねることだけです。ここに哀れな、重荷を負った人々がいます。彼らは幸いでなく、救われないかぎり、幸いになれません。彼らをあなたにお任せします。今晩イエスが来てくださったとしても、われわれには用意ができています。ここでひざまずいている間にイエスが来てくださったとしても、われわれには用意ができています。神はわれわれを救って満たしてくださいました。われわれには用意ができています。神が今晩来てくださることを望みます。罪のこの恐ろしい悲劇に終止符が打たれるのを見ることを望みます。


  力ある神よ！力ある神よ！あわれんでください。男たちは滅びつつあります。女たちは滅びつつあります。教会員たちは滅びつつあります。われわれの友人たちは地獄に行こうとしています。「救われなくてもかまわない」と、彼らは断言しています。神よ、彼らを助けてください！御力を振るってください。今晩をある人々にとって恐るべき夜としてください。聖徒たちには素晴らしい夜とし、罪人たちには恐ろしい夜としてください。主よ、われわれはあなたに信頼します。あなたを待ち望みます。ナザレのキリストを崇めます。人々が唾を吐いて十字架につけた神の御子を崇めます。人々は彼を嘲って茨の冠をかぶせましたが、今晩、われわれは彼を礼拝します。彼を崇めます。この宇宙中に知ってもらいたいのです。われわれは彼の足下にかがむことを。彼の御顔を仰ぎ見ると、自分に最も近しい大切なものがすべて見えることを。彼がいなければ天は天ではありません。彼がいなければ地は地獄です。彼の御名によって祈ります。アーメン、アーメン！


  



  第十三章 これこそ、それである


  
    「しかし、これは預言者ヨエルが語ったことである。すなわち、『神は仰せられる。終わりの時には、わたしの霊をすべての人の上に注ごう。そして、あなたたちの息子たちや娘たちは預言をし、あなたたちの若者たちは幻を見、あなたたちの老人たちは夢を見る。また、その時には、わたしの男女の僕たちの上にもわたしの霊を注ごう。そして、彼らも預言するであろう。』」（使徒二・十六～十八）
  


  これはペンテコステの使徒の言葉である。ペンテコステの素晴らしい出来事を予め告げたヨエルの預言を繰り返している。特に、この午後、次の事実に注意することにしよう。聖霊の降臨、三位一体の第三格位のこの世への来臨は、直ちに神の御子の福音の宣べ伝えという結果になった。御霊の傾注の結果、息子たち、娘たち、男女の奴隷たちは預言した。「預言」という言葉は、よく誤解される。原語の意味は「泡立つこと」、「叫ぶこと」、「掘り抜きの井戸のように溢れ流れること」である。いま読んだ御言葉では、預言は神のすべての民がそれに召されているものである。なぜなら、神の御言葉を注意深く学ぶなら、預言は福音の実際的宣べ伝えのすべての局面を網羅する事実がわかるからである。「泡立」たない宣べ伝え、「溢れ出」ない宣べ伝えは、宣べ伝えではない。強くなっていかない宣べ伝えは、宣べ伝えではない。新約聖書の水準を満たすには、宣べ伝えは掘り抜き井戸のように泡立ち、溢れ出るものでなければならない。


  現代説教として知られているものの形跡を求めて、われわれは神の御言葉を探したが、一つも見つからなかった。男たち、女たち、息子たち、娘たちが宣べ伝えたという箇所は見つかるが、いわゆる「真理」を説教化して体系的に示そうとする試みの形跡は見あたらない。使徒たちがかつて宣べ伝えた最大の説教は、ほとんどが彼ら自身の経験に由来するものだった。ペンテコステの日から今に至るまで、「天から遣わされた聖霊と共」になされた宣べ伝えは、聖なる無謀さによってなされたのである。また、人を束縛する人造の組織や人間的組織からの全き自由をもってなされたのである。


  事実、神は今日、ご自分のすべての子供たちがなんらかの形で預言するよう召しておられる。ペンテコステの宣べ伝えは、神が心の中に行ってくださったことの、奔放かつ自由な表明である。それを束縛することはできない。また、それは束縛下では機能しない。百二十人の男女がいたが、彼らは一斉に語り始めた。一斉に預言し始めたのである。息子たち、娘たち、男女の奴隷たちが預言し始めた。神が授けられたことを彼らは語り、表明した。議会の前に召し出された時、パウロがしたのはまさにこれだった。ただ蛇口をひねって、流し出したのである。多くの人々は座席に座り、「自分は宣べ伝えるよう召されていません」「自分は話すよう召されていません」と言って弁解している。しかし、彼らは立ち上がって宣べ伝えに取り組むべきである。


  私は教会の姉妹たちのために心配している。多くの人は人から認められるのを待っているが、これはきわめて嘆かわしい誤りである。愛する人よ、ペンテコステに立ち返るなら、人からの任命を待ってなどいられなくなる。人から認知されるのを待ってなどいられなくなる。後退した教会が任命の用意を整えるのを待ってなどいられなくなる。われわれは宣べ伝えなければならない。なぜなら、神がそれをわれわれの内に授けてくださったからであり、われわれはそれを表明しなければならないからである。


  われわれは何を宣べ伝えるべきか？愛する人よ、宣べ伝えようとするなら、神がわれわれに命じておられることを宣べ伝えるべきである。われわれは科学や哲学を宣べ伝えるよう召されてはいないし、社会計画や高等教育に関する諸理論を発展させるよう召されてもいない。教会がするのをやめてしまった数多くのことを行うよう召されているのではなく、神の御子の福音、罪人の再生、信者のための聖霊と火のバプテスマを宣べ伝えるよう召されているのである。それは、人々が心の聖潔と生活の聖潔を知ることができるようになるためであり、人々が罪から贖われて、神を知り、永遠に神を享受することができる地点にもたらされるためである。神よ、われわれを現代的説教から救って、ペンテコステに立ち返らせたまえ。


  平均的な説教者は地獄への自分の道を説教しており、教会員の多くは教会籍はあるものの、それは呪われた者たちの領域への通行証程度の役にしか立っていない。この国の至る所で人々が要求して受けているのは、人間的なものである。研究で造られたもの、人間の知性の水準にあるものである。しかし、神は「天から遣わされた聖霊と共に」イエス・キリストの福音を宣べ伝えるよう、われわれに命じておられる。われわれの教会の多くの講壇から恐ろしいものが注ぎ出されているのは、恐るべき事実である。私を知っている人なら、私が人を攻撃したり虐待したりするような人間ではないことを、ちゃんとわかっている。しかし、諸君、事実を知ることは、大きな重荷で圧迫されることである。そうである以上、私はあえて事実を言おう。われわれの民は生ける顧みを受けられるのであり、教会はこの末の日の説教の誤りから解放してもらえるのである。主よ、人々を無限地獄から救うものを、天からわれわれに与えたまえ。


  われわれは何を宣べ伝えたいのか？自分自身を宣べ伝えたいのではない。われわれはみな、その類のことをやめさせたいのである。証しを「私」という代名詞で始めるのをやめるといい。やり方を変えて、「私は聖められた」「私は云々」と言う代わりに、神の御子を前面に出して、「主は私を聖めてくださる」と言うといい。主を前面に出し続けるなら、人々の理解度は向上するだろう。近頃の傾向はどこでも、神を後に追いやり、人を昇格させて前面に出すことである。悪魔がそうするようわれわれの手助けをしているのである。悪魔が望んでいるのは、説教者や信徒やその他全員が自分を前面に出し続けて、神を排除し続けることである。われわれにはそんなことはできない。われわれはイエスを宣べ伝えなければならない。


  われわれは十字架を宣べ伝えなければならない。それに関して非難があることは承知している。しかし、不平を鳴らさずにこの非難にあずかる人には途方もない報いがあることを、私は知っている。迫害もあるが、われわれに現されようとしている栄光と比べたら、些細なことである。われわれが宣べ伝えるよう召されているのは、「イエス・キリスト、十字架につけられた方」である。罪人のための過去の経歴からの救いである。聖徒のための現状からの救いである。聖徒は聖霊に満たしてもらえるのである。


  この御言葉の言葉が成就されるとき、われわれは勝利を得る。成功を得る。成功が保証される。この国の至る所で、人々が敗北を訴えているのはどういうことか？人々が自制して、「リバイバルが起きないことに深い痛みを覚える」と言うのはどういうことか？この午後にリバイバルが起きることは十八世紀前と同じくらい容易であることを、あなたは知っているか？神が神であり、真理が真理であるのが確実であるように、ある条件に続いて確実にリバイバルが起きることを、あなたは知っているか？


  リバイバルが起きない理由は、われわれが天からの聖霊と共に宣べ伝えないからである。われわれの上に溢れ流れ、多くのゴミ屑を運び去って、永遠の勝利を与えてくれる、いつものミシシッピ川が必要である。多くの人は「上手に宣べ伝える」。「論理的」であり、「秩序立てて考える人」であり、「愉快に伝え」る。人々はそれを「崇め」、自発的に敬意を表明するが、だれも救われないのである！別の人は、なんら目新しい真理もなく、ほとんど秩序立っていない。また、素朴な真理を示すそのやり方には、反対を招く多くの点があり、気難しい人は怒ってしまう。しかし、彼らは回心するのである。そして、後退した教会員たちは激怒するが、彼らは神と調和していないことが示されるのである。そして、その結果、偉大な永続的リバイバルが起きるのである！


  何が違うのか？一方の人は宣べ伝えたが、頭脳や人間的教育に頼った。他方の人は真理を宣べ伝え、聖霊に頼った。すこし前に、とても人気のある伝道者が、一連の不毛な集会の最後にこう述べた。「私には理解できません。私はある都市で、この同じ一連の説教をまさに同じ順番で説教しました。そこでは二百名の回心者があったのです」。聖霊は順序にしたがって進まれないことを、その説教者は知るべきである。聖霊は規則にしたがって進まれないのである！その人が宣べ伝えて御霊に頼った時、御霊は真理を尊ばれた。しかし、その人が真理の体系的提示に頼って他所で宣べ伝えた時、聖霊は退いてそれを尊ばれなかった。多くの時、聖霊は退いて、われわれの努力を尊んでくださらない。どこか他所で宣べ伝えたことを、われわれが繰り返そうとしているからである。


  多くの説教者は上手に説教する。完全に正統的だが、全く益がない。なぜか？自分自身の考えに浸るあまり、この御言葉の成就に全くとまどってしまうからである。あなたは知っているだろうか？理解不可能なことが拒絶されて非難されるだけでなく、人々が超自然的に見えるものをすべて恐れる時、われわれは堕落しているのである。人々は狂信的になることを恐れている。天の神よ、われわれを助けたまえ！


  ナイル川の流域は数千年間肥沃だったことで有名である。この肥沃さは毎年の洪水のおかげである。もしナイル川が両岸の間にとどまっていたなら、航行の役には大いに立っていただろうが、その土は食物を産出せず、飢饉になっていただろう。諸々の義務を単純にこなせない人でも、神のために大いなることを成し遂げられる。しかし、その人の魂の中に洪水が起きていれば、人々はその人から糧を得られただろう。神の家に、人々のための糧があっただろう。主よ、われわれを溢れ流れさせたまえ！


  この世は興奮を称賛しているが、興奮を避けることが教会の一般的特徴である。そんなことでは魂の収穫は得られない。人々がわれわれのことをどう言おうと、われわれはもっと無鉄砲になるべきだし、もっと進んで宣べ伝え、祈り、歌い、叫ぶべきである。そうなる時、人々がわれわれを「任命する」かどうかは些細な違いにすぎなくなる。自分の頭の上に司教の手を置いてもらったかどうかは、聖霊があなたの上におられるなら、些細な違いにすぎなくなる。聖なる方の油を受けるなら、あなたは宣べ伝えて、回心者たちと勝利を得る。そして、神の御名は崇められ、ペンテコステが再来する。


  人々が聖霊を受ける時、幼子でもリバイバルを起こせるようになる。説教者がリバイバルを起こせない時でも、一人の幼子が何度でもリバイバルを起こせるようになる。リバイバルが説教者のためではない時に、多くのリバイバルが教会に臨む。子供や、叫んで帽子を自分の頭の反対側に跳ね飛ばす「偏屈な老女」のおかげでリバイバルが起きることもある。しかし、天が裂けて勝利が臨まないかぎり、祈って神を待ち望む方法がわかる人はだれもいない。しばらくすると、一代変化が生じるだろう。多くの高ぶる輩は低くなり、多くの無価値な者は高くなる。裁きがなされる時、状況は一変する。多くの高ぶった説教者たちや、多くの長老たちは驚くだろう。また、無名の人々――彼らは神の勇者であるにもかかわらず、自分が並外れたことを行ったことを覚えてすらいない――も驚くだろう。


  ああ、御霊の傾注のさいわいな結果よ。弱い男が力ある男になり、臆病で内気な女が自分の心の中で神が行われた御業を落ち着いた声で話す証し人になる。あなたはヤコブの聖めの出来事を覚えているだろうか？主がヤボク川の岸で彼に授けた祝福が、彼の全性質と全生涯をどのように変えたのか、あなたは思い出せるだろうか？


  ヤコブとその兄エサウとの間に仲違いが生じてから何年もたっており、今、ヤコブは義理の父であるラバンとの滞在を終えて家に帰るところだった。その時、怒った兄が武装した人々と一緒に自分に会いに来ようとしていることを、彼は知った。ああ、ヤコブはどれほど心に恐れをいだいたことか！彼の勇気はどれほどくじけたことか！死に物狂いで彼は熱心に神を呼び求めた。「私はあなたに祈ります。私の兄の手から、エサウの手から私を救ってください。彼が来て、子供たちと共に母を撃つのではないかと、私は恐れています」。その時、主は来て、彼の意志を砕いて彼を完全な献身に導こうとされた。ついにヤコブは明け渡して、自分の名がヤコブ（押しのける者）であることを告白した。今、祝福が臨んで、主は仰せられる、「あなたの名前はもはやヤコブではなく、イスラエル（神の皇子）と称さなければならない。なぜなら、神の皇子として、あなたは神に対して、人々に対して力ある者であり、優れているからである」。


  それ以後、この人の人生はなんと変わったことか。エサウは自分の兄弟に会っただけで征服されてしまった。一滴も血を流すことなく、直ちに平和が生じた。それ以後、ヤコブの人生は変わり、幸いな力あるものになったのである。


  ペニエルはペンテコステに対応しており、神に対する力、人々に対する力をわれわれに与える。私の仲間の説教者よ、説教する時、自分の言葉に効力を持たせることを、あなたは望むか？人々が恐れおののいて神に立ち返ることを、あなたは望むか？望むなら、神の力、聖霊のバプテスマを受けよ。そこから自然に、人々に対する力が流れ出る。


  このバプテスマ、この油塗りこそ、コーヘイを激辛のリバイバリストにしたものである。それが臨む前、彼は普通の説教者と同じように弱かった。しかし、御霊が傾注されるやいなや、彼は神のメッセンジャーになったのである。彼の言葉は、風が葉っぱを揺さぶるように、人々の心を揺さぶったのである。


  この聖霊の油塗り以外の何物も、クルー族の少年だったサミー・モリスを魂を勝ち取る者にすることはできなかっただろう。彼は無知・無教養で、ジャングルを出て間もなかった。しかし、彼がニューヨークに着いた晩、彼という道具を通して、十七人が主の足下にもたらされたのである。これは素晴らしい力である。この力は、貧しい異教の少年をとらえて、数十年も訓練を受けてきた白髪の牧師よりも、魂を救う成功者にすることができるのである。この力は何か？ペンテコステの力である。ヨエルが述べている油塗りの力である。


  近頃聖霊が無視されているその有様は、酷く恥ずかしいものである。あなたはこれをわかっているか？聖霊のこの聖なる油塗りを受けないかぎり、だれも神の御言葉を伝えるのに相応しくない。それにもかかわらず、人々はこの絶対に必要な唯一のもの以外のあらゆる装備を求めている。ヘブル語が何だというのか？説教術が何だというのか？社会学が何だというのか？修辞学が何だというのか？これらのものが人々の魂に神秘的な力を臨ませて、彼らを神にもたらせるのか？人々を罪のために泣かせることができるのか？否。ペンテコステのバプテスマだけがそうできるのである。


  人々が奉仕に背を向けている様は憂慮すべきことである。昨年、八百人の奉仕者が宣べ伝えの働きから離れて、法律業や、ジャーナリズムの働きや、神に召されていない他の働きに就いた。


  決して死ぬことのない魂にキリストのために宣べ伝えることほど、気高くて幸いな働きはない。その働きを怠り、放棄する人々がいる理由は、そのための備えがなかったからである。すなわち、聖霊を受けていなかったからである。ペンテコステを受けた人は、食事よりも宣べ伝えを優先する。また、話す人を雇うより自分で宣べ伝える。


  「自分の賜物はささやかなものだが、宣べ伝えたい」と感じている人はここにいるだろうか？私はあなたに言う。神は大学卒業生を得るのを喜ばれるのと同じように、あなたを得ることを喜ばれる。黙示録が与えられたのは、ガマリエルの生徒だったパウロではなく、正規の教育を受けていないヨハネだった。神は、尋常でない大きな賜物を持つ人と同じように、貧弱な賜物しかない人にも、大成功とご自身の明確な啓示を与えてくださる。


  諸君、人が聖霊を受けるとき、それは罪人の回心を意味することを、われわれは忘れている。また、クリスチャンが聖霊に満たされるとき、天空からの電気を流すスイッチを入れられるようになることを、われわれは忘れている。それによりついには、人々はよろめきつつイエス・キリストの足下に来るようになるのである。聖霊を受けるとき、あなたは宣べ伝えられるようになる。だれにも任命してもらう必要は無い。われわれの少年たちや少女たちも宣べ伝えるべきである。私がここにいるのは、あなたに「宣べ伝えよ」と言うためである。


  なんとしても、宣べ伝えよ！「自分は無であり、なにもできない」とあなたは言う。神はあなたを祝福してくださる。無益でもかまわないから、神に機会を与えよ。神が望んでおられるのは、牧者の投石器と雄羊の角だけである。ミデアン人を混乱させて勝利を得るのに神が必要とされるのは、宿営に転がし込む三セントの大麦パンだけである。もし神がここにいる聖潔の民から機会を得ることができていれば、あなたはシンシナティの聖潔について恥じる必要はなかっただろう。洪水の時にミシシッピ川が谷間を流れて、ごみや邪魔物を洗い去るように、聖潔が諸々の通りや路地を流れていただろう。聖霊を受ける時、あなたは聖潔について弁解する必要はなくなる。人々は聖潔に印象づけられるようになる。神はあなたを祝福してくださる。聖潔自身が自らを擁護するのである。


  われわれが「聖潔を擁護」しなければならない理由は、純粋なものを手にしていないからである。カルメル山で火が天から下った時、その火は不信仰を蹴散らした。火があなたの上に臨む時、不信仰はその呪われた頭を隠して永遠の恥を被り、神の民は勝利と勇気と力の風格を帯びるようになる。そのため悪魔は怯えるようになる。弁解しなければならないような「聖潔」から、神がわれわれを救ってくださいますように！十日の集会を開いて、聖潔のための弁解にすべての時を費やしておきながら、「どうして集会はうまくいかなかったのだろう？」とあなたは不思議に思っているのである！


  私個人としては、どんな領域でも負けはしない。天が破産しないかぎり、また、御座から力がなくならないかぎり、私は自分の領域で決して負けはしない。シンシナティはとても困難な土地である。しかし神は昨晩、この場所で人々を床に倒れさせられた。その人々はまるで棺に入る用意ができているかのようだった。神はこの場所のこの祭壇で人々を救ってくださった。ここがまるで容易な土地であるかのようだった。「福音に対して頑なな」土地についての話をやめるべき時である。ここはありあまるほど乳と水がある土地である。ここは、人々が馬鹿げたことを宣べ伝えてきたため、人々がその馬鹿話に飽き飽きしている土地である。しかし、私は言うが、ここは真の福音が恐ろしいほど不足しているのである。聖霊による真の宣べ伝えは、いつでもどこでも成功するのである。


  われわれは説教者やクリスチャン以外のすべての人に成功を要求する。なぜ彼らに成功を要求しないのか？われわれには時間がない。回心者を得ない人々を雇うには、人生はあまりにも短く、永遠はあまりにも長く、地獄はあまりにも恐ろしく、罪はあまりにも呪われている。


  われわれは成功を得ることができる。子供でも聖霊の中で宣べ伝え、祈り、歌うなら、人々は泣き、笑い、叫び、回心する。だれにもその責任はないかのようである。それに対して、論理的で雄弁な正統的真理を携えた人が最善を尽くしても、だれも関心を寄せないらしく、だれも回心しない。しかし、その半分ほどの知性もないが御霊に満たされている老人が立ち上がって、僅かな言葉を発すると、会衆全体が燃え上がる。あなたは人が歌うのを聞いてきた――彼らはなんとみごとに歌うことか！人々はそれをどれほど崇めたことか。その声はなんと美しかったことか。しかし、だれも救われなかったのである。しかし、黒人の老女が聖霊の中で歌うと、全会衆が泣いたのである。


  天の神よ、人々に涙を流させるものをわれわれに与えたまえ。すべてが乾ききっている今日、われわれには人々の心に触れるものが必要である。聖霊の火がこれをなす。多くの説教者は、ペンテコステを受けた後、それ以前の十年間で得たよりも多くの回心者をたった一週間で得た。ジェイムズ・コーヘイは、完全に聖められる前はありきたりの説教者だった。しかしその後、彼は燃える炎のようにイギリス中とアメリカ中を駆け回り、大勢の人々が神に回心したのである。今日、ありきたりの説教者はたくさんいるが、彼らも聖霊に満たされていれば、尋常ならざる説教者になっていただろう。自分を並外れた者と見なしている多くの説教者がいるが、もし彼らが聖められていたなら、自分のことを普通の説教者と見なしていただろうが、今よりも大きな成功を得ていただろう。


  結論として、私は言いたい。神の召しがわれわれに臨んでいる。またシンシナティに来ることがあるのかどうか、私にはわからない。しかし、もしまた来て、あなたたちが今いるのと同じ巣の中に座っているのを見るなら、あなたたちは神から後退したということである。私はあなたたちを率直に対処できよう。自分の巣に羽根飾りを付けて、そこに落ち着いて、自分を顧みるなら、われわれは自分の経験を保てない。われわれは「宣べ伝え、祈り、歌い、叫」ばなければならない。すべての家に行かなければならない。地下室や屋根裏部屋に行かなければならない。川沿いの波止場に行かなければならない。あらゆる場所に行って、神の御子の福音を伝えなければならない。


  あなたは自分の口と自分の金で、また自分の仕事で、福音を宣べ伝えることができる。神があなたと共におられるなら、あなたは非常に多くの方法で福音を宣べ伝えることができる。人々が聖霊を受ける時、彼らは真理を広める方法を探し出すことに、私は気がついた。ある有色人種の人が昨晩この集会の後、ホテルの一つに行き、よそ者を一人ここに連れてきた。神はその人を祭壇にもたらして救ってくださった。彼がデトロイトからはるばるここまでやって来たのは、この救いを得るためだったのである。彼は、自分が何のために来たのかわかっていなかった。その有色人種の人は彼を神のもとにもたらす手段だったのである。


  この祝福を得るとき、われわれはなんらかの方法で宣べ伝えるようになる。われわれ全員が宣べ伝えることができる一つの方法がある。神が楽しい牧師職、素敵な家、千六百ドルの給料から私を召し出された時、私は一ドルの保証もなくそれをみな明け渡して、毎年粗末な家で暮らすことに同意した。神は私の魂の中に、「このメッセージをできるだけ多くの人に伝えたい」という燃えるような願いを起こしてくださった。だから、聖潔の本や聖潔の文献によって、宣べ伝え、書き記し、分け与え、頒布できることを、神は私に理解させてくださったのである。この国の至る所で、私が本や文書を配布してこの福音を広めるのを、神は祝福してくださった。このようにだれでも福音を宣べ伝えることができる。しかし、人々は座り込んで、「どうすればできるのかわからない」と言う。本を買って配ればいいのである。文書を取得して他の人々に与えればいいのである。あなたの聖められていない牧師や、あなたの聖められていない兄弟たちや姉妹たちに、福音を送ればいいのである。


  天上にあるもののために金を投資すべき時が来ようとしている。今こそ、決して死に絶えないものに思いを馳せるべき時である。そうしなければ、われわれの魂は痩せ衰えるであろう。今にも干からびて吹き飛びそうな人々を私は知っている。それは、彼らが真理を広めることに関して神と歩調を合わせることに失敗したためである。事実、神がわれわれに与えてくださったものをすべて与える覚悟をする地点に達しないかぎり、繁栄は望めない。この午後、この福音を宣べ伝えるよう、神はわれわれを助けてくださる。可能なあらゆる方法で福音を宣べ伝えるよう助けてくださる。この午後、私が気遣っているのは、人々が聖霊を受けることである。預言させる御霊を人々が受けることである。御使いたちを仰天させるような仕方で預言する少女たち、僕の少女たちを私は知っている。


  私は聖霊を受けた一人の少女を知っている。その少女は単純な英語を一言も話せなかったのだが、彼女のこの世の女主人とその夫は恐ろしい認罪に陥って、どうすればいいかわからなかった。ある朝、彼らは朝食の食卓に着いていた。素敵な朝食だったのだが、彼らは食べられなかった。通常、彼らは食堂でマリヤに仕えてもらうことはあまりしていなかったのだが、その朝はマリヤに居てもらわなければならなかった。自分たちを導ける人に他に心当たりがなかったので、彼らは彼女を迎えにやった――彼女は台所でバターケーキを揚げていたが、食堂に入って来て、この人たちをイエス・キリストに導くことができたのである。あなたが人の靴を磨いている時、その人があなたに救いについて話してもらうことを願うほどに、あなたは救いに満ちることができる。人々が聖霊を受けていれば、彼らはこの火を至る所で撒き散らせただろう。聖霊を受けるよう、神がわれわれを助けてくださいますように。


  



  オハイオ州シンシナティ、一八九八年十二月五日


  



  第十四章 聖所


  
    「主の山に登るべき者は誰か？その聖所に立つべき者は誰か？両手が清く、心が純粋な者。その魂が空しい事に向かわない者、偽って誓わない者である。」（詩篇二四・三～四）
  


  この詩篇二四篇が作詞されて用いられたのは、間違いなく、神の箱がオベデエドムの家からシオン山のあるべき場所に戻った、あの重大な時のことである。その箱は敵の手の中にあったが、敵にとってその箱は大きな呪いだった。その友であるオベデエドムの家では、その箱は大きな祝福だった。しかし、公の礼拝の場所にその箱を戻すべき時が来た。そして、生ける神を礼拝することがシオン山上で再開されたのである。


  だから、「主の山に登るべき者は誰か？その聖所に立つべき者は誰か？」というダビデの問いはもっともな問いだった。なぜなら、神の箱が戻って、生ける神の礼拝が再開されるべきである以上、だれかが王の御前に出なければならないからである。だれかが主の主、王の王の御前に立って、祭司また僕として行動しなければならないからである。それで、霊感を受けた詩篇作者は「主の山に登るべき者は誰か？その聖所に立つべき者は誰か？」と叫んだのである。


  王なる御方の御傍近くに行って、そこにとどまるのに相応しいのは、どのような人か？この務めのために資格づけられている人は誰か？霊感による答えは、「手が清く、心が純粋な者」である。最初に聖所について、次にそこに入るのに必要な条件について、短く注目することにしたい。聖所は、そこに神が臨み、御旨を啓示し、ご自身の民と交わる場所だった。聖所は、神が常に臨在される場所、仕える者たちに神が語られる場所だった。旧契約の「聖所」は、新契約における「聖潔の状態」を象徴する。神の御言葉を注意深く学ぶなら、神の臨在が聖所の中にあったように、今日、神の直接的な絶えざる臨在は聖潔の状態にある人の中にあること、あるいは、全き聖めを経験した人の中にあることがはっきりとわかる。全き聖めでは、清い心が正常な状態であり、聖霊はそこに絶えず住まわれるのである。


  この場所について注目したい最初の点は、それが誉れの場所であることである。天の王の直接的臨在の中に入ることは、大いなる誉れの場所に入ることである。地上の王の御前に出ることは誉れであると常に考えられてきた。自分の国の最高為政者と握手するために、人々は長い道のりを行く。王族の前に一瞬でも立つことを許されるなら、人々は大いに光栄に感じる。自国の議員の前ですらそうである。マッキンリー大統領と握手するのを待ちながら二時間立っていたことを私は思い出す。そんなことをするのは愚かに感じたが、地位のある人々を敬い崇める気持ちがわれわれの内にある。しかし、諸君、真の誉れとは天の王の臨在の中に入ることである。この御方と握手するだけでなく、主の主、王の王、宇宙の最高為政者の直接的臨在の中に生きることである。この御方が万物を造られたのであり、その御力によって万物は支えられているのである。


  この聖所の中に入るのは大きな栄誉だと感じる。聖潔にまつわる非難を気にしすぎるあまり、王なる御方と共にいることをあまり栄誉に思わない人々もいる。事実、その人々の振る舞いから判断するに、彼らは神のために徹底的な人々、完全に聖められている人々の前に出る時、大いに困惑するようである。しかし、われわれの中にはこれをかなり昔に克服した人もいる。われわれは次のことを知るようになった。神の御前に出ることは、栄光の門のこちら側で人に与えられる最高の栄誉なのである。また、あらゆる不義から清められ、あらゆる罪から救われること、聖霊に満たされること、王の王の絶えざる臨在の中に生きることを許されること、王の血統に連なって紫の衣を着、王の食卓に座すことは、計り知れない特権なのである。


  彼らは蔑まれ、非難され、拒絶されているが、この平信徒の人々こそわれわれの仲間である。この群れに属する栄誉にあずかっている事実を、われわれは大喜びしたいと思う。愛する人よ、あなたはわれわれのことを恥に思う必要はない。この群れの中にいることを恥ずかしく感じる必要はない。もちろん、あなたが詐欺に引っかかって、宣べ伝えていることを実行しない人々と一緒にいる場合、また、あなたが間違って悪い仲間と共にいる場合、あなたはその人々と手を切った方がいい。しかし、諸君、聖なる少数の人々こそ、あなたがこの世で得られる最高の仲間なのである。彼らは勇敢に突き進む人々であり、地的誉れよりも天の王と共に歩むことを重んじる人々である。地的称賛よりも天の微笑みを顧みる人々である。


  私たちの間ですでにその中に入っている人々について、あなたたちはなんの弁解もする必要はないし、なんの言い訳もする必要はない。決してとまどいを覚える必要はない。われわれは完全にくつろいで、満足している。もしあなたに同情心があるなら、他の人々に同情せよ。われわれは王の臨在の中に入ることを許されており、なんの言い訳も望まない。われわれは授かり得る最高の栄誉を得た。われわれは聖所に入ることを許された。これを恥に思う人々もいるが、彼らは「持たざる」人々である。


  聖潔の集会の周りにしがみついて、パンくずをもらいに来る人々――というのは、彼らがそこから来た所では、すべてが萎れて干からびているからである――そして、「集会所で倒れた」ことを知られるのを恥ずかしく思う人々は、われわれが今晩話している事柄に心を打たれたことが決してない。あなたが王の臨在の中に入る時、それをすべての人に知ってほしいとあなたは願うようになる。また、それが三つの世界で公表されることを願うようになる。天のすべての観客がそれを知るのを嬉しく思うようになる。それが地獄の回廊中に響き渡るのを願うようになる。また、地がそれを知るように自分自身心がけるようになる。


  また、聖所は友情の場所である。王の直接的臨在の中に立つには、あなたは王の友でなければならない。あなたは王と親しい友人の間柄でなければならない。あなたは他の人のおかげで王の臨在の中に入ることを許されるかもしれないが、そこに用事がないかぎりとどまることはできない。自分の用件を伝えて去らなければならない。たとえマッキンリーと会談することに成功したとしても、そこにとどまることはできない。


  もちろん、あなたが大統領の友人なら、一晩中とどまることができる。あなたがたまたまその息子だったなら、あなたは彼と共に住むことができる。しかし、偉人の前にとどまる特権を保証するものは親しい間柄であり、御言葉が述べているように聖所に立つ特権を保証するものは親しい関係である。われわれは神と親しい間柄でなければならない。友人以上の者でなければならない。神の親族でなければならない。


  われわれが王の血統なら、王の食卓に座すことができるし、王たちの会議場に座すことができる。もし息子なら、われわれは王宮の諸々の権利を持つことができ、地下室から屋根裏部屋に至るまでホワイトハウスの諸々の特権を持つことができる。もしたんなる客にすぎないなら、もちろん、われわれは客の滞在場所にいなければならない。もし僕なら、台所か僕たちの所にいなければならない。しかし相続人、子供なら、その家全体に対する特権を持つことになる。ご存じのように、宮殿のような家では客は常に自由を感じるわけではない。私はすべてがあまりにも優雅な家に泊まったことがあるが、まるで自分がヤード尺を呑み込んだような心地がして、退散できないかと願った。しかし、完全にくつろげる家、自分自身の家のように感じる家がある――あなたがそこに入る時、あなたは自分自身の家に入るのである。


  しかし、愛する人よ、あなたはご存じだろうか？神の友になるには、この世の敵にならなければならないのである。あなたはご存じだろうか？王と親しい間柄になるには、他の人々と手を切らなければならないのである。あなたはご存じだろうか？あなたの花婿の二心無き愛情を得るには、この世に媚びを売るのをやめなければならず、他の友人たちに色目を使うのをやめて、天と地の王なる御方に自分自身を完全にささげなければならないのである。片手でこの世をつかみ、他方の手で神をつかもうとしているかぎり、神と親しい間柄にはなれない。


  それゆえ、あなたはこの世、この世的な施設、キリスト無き団体や秘密結社と手を切らなければならない。王と共に住んでいるなら、他のだれかの虜にはなれない。私はこれを確信している。これを支持する神の御言葉をわれわれは持っている。また、これは天で永遠に決着済みである。王と親しい間柄になるには、自分自身を否み、この世が偉大な良いものだと称するものをすべて放棄し、イエスと共に低い道を取らなければならない。推察するに、とても多くの人が中に入りそこなう理由はこれである。祭壇で暫くのあいだ泣いて、御霊の認罪の下で心が柔らかくなっているように思われるのだが、なんらかの障害に「ぶつかる」と、その涙は枯れ果て、祝福を受けずに後退してしまう人々を、われわれは見かける。彼らは、王と共に進むつもりなら手を切らなければならないものを携えて来るが、この世のものを抱きしめることを選んで、天の王に背を向けるのである。


  愛する人よ、私はこの世のものと手を切って、永遠のものを固守することを選ぶ。地上のものをすべて去らせることを選び、永遠にながらえるものを選ぶ。私は意図的にこの世や教会の高い地位や誉れに固執するのをやめて、この狭い道を取ることによって訪れるどんな非難も歓迎する。なぜなら、蔑まれた卑しいナザレ人と共に上って天に行く決意だからである。モーセが天を得るために人気や王族の身分を手放したように、私はこの下界で抱きしめていたものを手放す。それは、天と天が意味するあらゆるものとに向かって両手を広げるためである。


  また、聖所は安全な場所である。王の好意にあずかる時、あなたは王の護衛に守ってもらえる。王と親しい間柄になる時、あなたは王と同じように安全である。王の好意とその微笑みがあるかぎり、王を守るすべての人やすべての銃があなたを守ってくれる。あなたは完全に安全である。


  「聖潔は危険である」「全く聖められることは、とても危なっかしいことだ」とわれわれに言う人々もいる。背高帽をかぶり、白ネクタイを締め、コートにはボタンがたくさんついている説教者たちで、「そんなに高く上ったら落ちてしまうかもしれませんよ。そうしたら、落ちて酷いことになるでしょう」とわれわれに言う人々もいる。しかし、この事柄の根本原理を彼らは理解しそこなっている。聖潔は高く上ることでは全くないことを、彼らは理解していない。聖潔は下に降りることである。下に降りて下にとどまる時、どうして落ちることがありえよう？できるのはせいぜい転がることくらいである。


  実は、人々が聖められる時、彼らはかつて経験したことのない保障、安全、神の保護を経験するのである。この地上を歩む最も安全な男女は、罪から自由な人々、自分の魂の地下室から弾薬の最後の一粉まで取り除いた人々である。地下室に弾薬を保管するのは危険であることを、だれもが知っている。火薬は丸一年そこにあっても無害かもしれないが、いつの日か爆発してあなたの家は粉々になるかもしれない。あなたがなすべき最善の事は、あなたの地下室から弾薬を撤去することである。安全を確保したければ、そのようなものをすべて取り除かなければならない。全く聖められる時、多くの問題を引き起こす爆発物から解放される。人は全幅の信頼に足る者ではない――その魂が清められ、悪魔のすべてのダイナマイトから解放されて、聖霊に満たされないかぎり、私は決して人に全幅の信頼を寄せはしない。


  あなたが税金を払う時、「少し高いな」と感じることが時々あるかもしれない。政府の案件を賄うためにこんなに多くの金を支払う必要性が、あなたにはわからないかもしれない。しかし、外国を旅行すると、この政府の力にあなたは感謝するだろう。異国の地にいても、あなたはこの国の保護を受けられる。星条旗が翻っている所ではどこでも、行儀良く振る舞っているかぎり、あなたは全く安全である。それはまさに、あなたがこの国の市民だからである。あなたが天の市民権を得る時、海や陸のすべての人、キリストの指揮下にあるすべての軍艦、天の大砲が、あなたの背後に控えている。たとえ地獄が総力を挙げてあなたに向かって来たとしても、神は――必要なら――天を空っぽにしてあなたを顧みてくださる。あなたは天の王の臣下だからである！


  これは安全な場所である。安全を望むなら、王と友になれ。数年前、アメリカ生まれのあるイギリス人の水兵がスペイン当局によって突然裁かれ、死罪になった。アメリカ領事は「性急な裁判では不十分である」と述べて、イギリス領事と協議し、その人に新たな聴取をするべきであると合意した。スペイン当局は新たに裁判を行うことを拒否して、その人は銃殺のために引き出された。十二人が一列に並んでまさに銃を撃とうとした時、アメリカ領事が歩み寄ってその人の上に「星条旗」を放り投げた。また、イギリス領事も進み出てその人を「英国国旗」で包んで、「撃てるものなら撃ってみろ」と言った。人々は銃を下ろし、その人は新たな裁判を受けることになった。綿の布切れにすぎなかったのだが、その背後には地上最強の二つの国家が控えていたのである。


  血が染みついたキリストの旗で包まれる時、あなたは安全である。なぜなら、悪魔はそれを撃てないからである。悪魔は十字架で、広く開かれた墓で戦った。悪魔はその園で、十字架と広く開かれた墓で、征服された敵になった。あなたがなすべきことは、ただ復活の朝を悪魔に示すことだけである。そうするなら、悪魔は永遠の恥を受けてその頭を隠す。血が染みついたイエスの旗の下にいるなら、天の全衆群が必ずわれわれを顧みてくれる。天の全大砲がわれわれを助けてくれる。神が安全であるかぎり、われわれは完全に安全である。これが異端のように聞こえる人々もいるかもしれないが、そうではない。これは神の恵みの力である。われわれのために開かれた岩の裂け目の中に、われわれは安全に座している。この裂け目の中にとどまるかぎり、どんな悪魔もわれわれを傷つけられない。なぜなら、われわれは王の支援と直接的保護を受けているからである。


  また、愛する人よ、聖所は権威の場所である。王の好意にあずかる時、あなたは影響力のある地位につく。エステル王女が王の好意にあずかった時、彼女は事を成し遂げた。謁見室に入るのは危険な企てのように見えたが、「死ななければならないなら、死にます」と彼女は言って、王の前に出た。王が彼女を見て、彼女が王の好意を見いだした時、王は彼女に金の笏を差し伸べた。それは王国を治める笏だった。彼女が近づいてその笏の片隅に触った時、彼女は王座の権威に触れて、彼女の民は解放されたのである。なぜか？彼女は王の好意にあずかり、権威ある地位についたからである。


  ヨセフがエジプトの王と共に影響力を持つようになった時、彼はこの世を統治する人の傍らに立った。そして、彼の言葉は帝国中で権威あるものとなった。なぜか？彼が権威ある地位にあったからである。ヨセフの人となりによるものではなかった。直前まで、彼は穴の中に、牢獄の中にいたからである。問題は彼の人となりではなく、彼の地位だった。われわれが何者なのか、どこから来たのかは全く関係ない。スラムから来たのか五番通りから来たのかは全く関係ない。救われて完全に聖められるなら、われわれは権威ある地位につくのである。この地位にあるとき、われわれはボタンを押して、天の力を稼働させ、途方もないことを成し遂げることができる。


  王の御前に立つ時、われわれは祈って天から火を呼び下し、友人たちに罪を認めさせることができる。彼らが教会に行かないので、あなたは十年間彼らに宣べ伝え、叱りつけ、文句を言うかもしれないが、彼らは救われない。しかし、権威ある地位につく時、あなたはスイッチをオンにして、五分で彼らを認罪に導けるようになる。


  また、聖所は尽きない供給の場所である。王の厚遇を受けている時、あなたは望むものをすべて得ることができる。それは尽きることがない。なぜなら、王はすべての恵みを満ち溢れさせて、「どんな境遇でも常に満ち足りる」ようにしてくださるからである。それは、われわれがあらゆる良い業に富むようになるためである。さて、われわれはこれを理論的に受け入れてきたし、「私は王の子である」と歌ってきた。しかし、まるで御父が乞食であるかのように生活するという誤りを犯してきたのである！「私は王の子である」と歌うことと、すべてを持っているかのように語り、行動し、生活することとは別問題である。われわれは昇降機や倉庫や貯水槽ではなく、管であり経路である。それを通して神は救いの川々を注いで、地上の飢えている数百万の人々を潤されるのである。われわれが蛇口を開けさえすれば、神はわれわれを通して祝福を注いでくださる。一生われわれは経済を学ばなければならない。この世のものをふんだんに持つことがどういうことか、われわれは一度も経験したことがない。だから、自分の五セント硬貨を勘定して、どれくらい十セント硬貨を支払わなければならないのかを確認しなければならないわれわれにとって、なにかが十分にあるというのは凄く贅沢なことである。ああ、誤解しないでほしい。われわれは有頂天なのである。なぜなら、決して供給が尽きない地点にわれわれは達したからである。われわれは決して小麦粉の樽の底をあさったりはしない。支払い不能な請求に遭うこともない。なぜなら、千の丘に牛を持つ豊かな御父をわれわれは持っているからである。謙って神と共に歩む男女が欠乏に遭うことはない。


  私はあの少女に同情する。その少女は屋根裏部屋で育てられて、あまり物を見たことがなかった。彼女が海辺に連れて行かれた時のことである。「海をどう思う？」と尋ねられて、少女は「たくさんあるものを見れて嬉しいです」と答えた。私は感謝でいっぱいである。私は貯水槽から水を注いできた。その貯水槽はとても大きいので、人々に欲しいものをすべて与えても、なお余りがある。僕であるわれわれはすべて使うこともできるし、与えることもできるのである！望むなら、あなたは貧民になることもできる。しかし、私は貧民になろうとは思わない。私は億万長者になって、僕や、従僕や、馬車や、自分の望むそのようなものすべてを得ようと思う。


  あなたは徒歩で行くこともできるが、私は馬車に乗ろうと思う。聖書が教えているように、ペリシテ人を戦車に変えることができる。今のように多くの敵がいるかぎり、私は決して徒歩では進まないし、「一輪車に乗る」こともない！あなたも私も決して貧乏になってはならない！授業の集会で、自分たちがいかに弱いかを決して言ってはならない！自分たちがどれほど困難な時を過ごしてきたのか、どれだけ多くの十字架や損失や浮き沈みを経験してきたのかを告げる必要は無い。われわれのなすべきことは王について話すこと、王の御業を告げることだけである。そうするとき、われわれにはなすべきことがたくさんあるようになる。ハレルヤ！


  さて、数分のあいだ、この聖所に入るための条件について見ることにしよう。聖所は栄誉の場所、友情の場所、安全な場所、権威の場所、尽きない供給の場所である。しかし、入場券がなければ入れないのである！天に入るための十二の門があって、その門を十二人の御使いが守っているのが確かなことであるように、次のこともまた確かである。すなわち、この聖所は炎の剣とケルビムによって守られており、ここで述べられている条件を満たさないかぎり、中に入れないのである。


  最初に述べられている条件は「清い両手」である。もしわれわれの両手が人の血を流していて清くないなら、もし賄賂を受け取っているなら、もし他人の財産を盗んでいるなら、われわれは中に入れない。盗んでいる人々が大勢いる。その人々は金を盗んでいるわけではない。人の名声をほんの少しだけ掠め取って、元に戻すのを拒んでいるのである。「清い両手」とは、内側も外側も完全に清く、公正・完全であることを意味し、キリストのような性質を意味する。毎日、神と人の前で疑惑や非難を超越した歩みをすることを意味する。このような歩み、このような生活を、初代教会の七人の奉仕者たちは送ったのである。彼らは正直に報告する者たちであり、信仰と聖霊に満ちていた。彼らには「清い両手」があった。彼らの外面生活は正しかったのである。


  あなたの外面生活が完全に正しいものでなくても、あなたはそれを正すことができる。「決して始末できない問題がある」「自分の両手を清くすることはとてもできない」とあなたは言うかもしれないが、「あなたにはできる」と私は言う。自分で正せるものをすべて正した時、あなたは自分にできるかぎりのことをしたのである。神は人にできる以上のことを決して要求されない。人がなしうるかぎりのことをして外面生活を正す時、その人は「清い両手」を持つのである。


  あなたの注意を喚起したいもう一つの条件は、われわれは今、純粋な心を持たなければならないことである。純粋な心を持つことがわれわれには無理だったら、聖霊はこれを聖所に入る条件として決して示されなかっただろう。神はわれわれに達成不能なものを示して、われわれを愚弄するようなことはなさらない。神がわれわれに清い心を示して、われわれがそれに飢え渇くようにされる時、神は清い心を持つことを可能にしてくださるだけでなく、それをすぐ手が届く魂の戸口に置いてくださるのである。


  今晩ここにいる人はだれでも清い両手と純粋な心を得て、聖所に入ることができる。聖所に入る人々は、これらの条件の下で入る。聖所の中にいない人は、これらの条件を満たさないかぎり、自分の両手を洗い、自分の心をイエス・キリストの血により清めないかぎり、決して聖所の中に入れない。今晩、われわれの中の幾人が聖所の中にいるだろうか？


  



  シンシナティでの説教、一八九八年十一月二十九日


  



  第十五章 レベカの召し


  
    「そこで彼は言った、『私はアブラハムの僕です。主は私の主人を大いに祝福して、大いなる者とされました。主はまた彼に羊、牛、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろばを与えられました。主人の妻サラは年老いてから、主人に男の子を産みました。主人はその所有をみなこれに与えました』。」（創世記三四・三四～三六）
  


  これは「主人の持ち物をすべて治めていた」アブラハムの僕の長の言葉である。彼はきわめて繊細で重要な用件――アブラハムの一人子イサクの嫁探し――のために遣わされた。この出来事はとても教訓的であり興味深い。また、きわめて印象的な方法で、新約の教会の聖霊による召しを描写・象徴している。教会はイサクの偉大な本体であるイエス・キリスト、神のひとり子の花嫁になるよう召されている。


  二二章から二四章の出来事がこの順序で起きたのは偶然ではない。ここでこれに注意することが大切である。


  
    １．イサクがささげられ、死者の中から戻される。


    


    ２．イサクの母であるサラが葬られる。


    


    ３．アブラハムの僕がイサクの妻を得るために遣わされる。このイサクは死者の中から戻された人である。
  


  この型の本体は新約聖書の中に見られる。新約聖書のすべての出来事の中で最も際立った目ざましい出来事は、神のひとり子の死、第二のイサクの犠牲である。次に、ユダヤ主義が埋葬され、拒絶されたユダヤ人が葬られる。第三に、聖霊が来臨して、この世から教会、「花嫁」、小羊の妻を選び、召し出される。型の目的は教訓を与えることである。なぜなら、「前に書き記されたものはみな、われわれに対する教訓のためだからである」。


  アブラハムとその僕との間で交わされた誓いの目的は、イサクのために助け手を得ることであった。これは時が始まる遥か昔に、全能の三位一体の議場で制定された恵みの契約に対応している。神はこの誓いを承認する必要があったが、ご自身よりも偉大な者がいなかったので、ご自身によって誓われた。神の誓いの目的はこの世の贖いだけでなく、教会が全く聖められることだった。それは教会が「花嫁」、小羊の妻となるためである。だから、われわれの全き聖めは神の永遠の誓いに基づく。神に感謝せよ、われわれの全き救いは神が後で考案されたことではないのである。


  次に、アブラハムの僕の証しに注目しよう。彼には述べるべき明確な決定的証しがあった。彼は聖霊を象徴しているだけでなく、御霊に満たされて御霊によって力づけられている弟子たちをも象徴する。「私はアブラハムの僕です」が、この人の言葉だった。聖霊に満たされる時、われわれははっきりした明確な証しを持つようになる。この人は自分がアブラハムの僕であることを知っていた。彼はそう推測したのでも、望んだのでも、仮定したのでもない。彼は知っていたのである。なぜなら、彼は「私は……です」と述べたからである。自分が何者なのか、どこから来たのかはっきりしていなかったなら、彼は決してレベカを射止めることはできなかった。自分がキリストのものであることをはっきりと知っていないなら、クリスチャンが他の人々をキリストに勝ち取る見込みはない。


  われわれが聖霊を受ける時、聖霊は義認とカルバリを大いに強調して明らかにされる。それゆえ、自分の回心についてどんな疑問があったとしても、疑問はすっかり無くなる。ペンテコステを経験していなければ、多くの人は自分の回心の時を特定できなかっただろう。ペンテコステを経験した時、御霊の照らしの下で、自分が回心したことを彼らははっきりと理解したのである。


  われわれは明確な積極的証しを持たなければならない。昔のユダヤ人は、軍隊で地位を得る前に、自分の家系を示す必要があった。それと同じように、自分が救われていることを知らない人々は、神の試みを経た勝利の軍隊で地位を得るのにふさわしくない。しかし注意せよ。僕であるエレアザルは、自分の主人が誰なのかに関して率直な証しをした後、もはや自分自身についてはなにも述べず、父とその息子について直ちに示し始めたのである。「彼は自分から語るのではありません」。彼は父の資力について語る。「主は私の主人を大いに祝福して、大いなる者とされました。主はまた彼に羊、牛、銀、金を与えられました」等。


  愛する人よ、われわれの主人を適切に示さないかぎり、われわれが大成功を得る見込みはない。彼は偉大な神である。神は数え切れない無限の富を持っておられ、千の丘の牛と、諸々の世界が渦巻く宇宙とを所有しておられる。なんと多くの人が神を不正確に伝えていることか！「連中の神はとてもちっぽけな神である」と世人は考えているにちがいない。


  信仰を告白する多くのクリスチャンは、彼らの神が自分たちのために常に多くのことをしてこられたことを知らない。彼らの生活は、神は彼らに完全な勝利を与えることができず、すべての罪から救えもしないことを示唆している。彼らの霊性は、彼らが礼拝していると告白している神を辱めている。こんなよろめき、ぐらついている、痩せこけた個々人、「曲がった道」を造り出し、「禁じられた道」から進み入る連中が神の子供だと、一体誰が思うだろうか？こんな痩せこけた姿の連中が王の食卓に座るなどということがありえるだろうか？救いに対するなんたる茶番か！天に対するなんたる侮辱か！


  自分の主人は富んでいてとても偉大な者であることを僕がレベカに明らかにした後、主人には一人息子がいること、そして、自分は今その息子のために妻を得る使命を帯びていることを僕は彼女に告げた。エレアザルがこれほど絶賛しているこの世継ぎにレベカは惹かれた。「わたしが父からあなたたちに遣わす慰め主、父から発する真理の御霊が来る時、彼はわたしについて証しします」。「彼はわたしの栄光を現します。わたしのものを受けて、それをあなたたちに示すからです」。


  神の資力の大きさを啓示することにより、また、キリストの性格の至高の素晴らしさを実証することにより、御霊は人々を勝ち取って恵みと救いにもたらす。僕はレベカに遠方にいるとても魅力的な人物を示し、その人物と結ばれる幸いを示した。その人の妻になるなら、イサクのものはすべてレベカのものになる。エレアザルの振る舞いは卓越した試金石である。この試金石により、われわれの務めの妥当性が試される。最も霊的な教えは、キリストを極みまで救うことのできる方として、常に十分に示す。このような教えには、人の理論や理屈の余地はない。自分自身を宣べ伝えることを願う人は、これらのおもちゃをとても上手に使いこなすだろうが、聖霊の説教者はイエスを指し示す。


  エレアザルの探求の結果は、きわめて著しい決定的なものだった。この僕の言葉は彼女の心をイサクに勝ち取った。彼女は僕の話にあったイサクと会うために、親族や故郷を離れて異郷の地へ行く用意を整えた。


  銀や金の宝石それに衣服は、レベカにとって近づきつつある財宝の保証だった。昔の習慣はもはや許されない。花婿に会うために、高貴さという紫の衣裳を身に着けなければならない。明け渡した罪人はボロ衣を脱がされて新しい衣を着、正気になって、天の富の見本を得る。レベカは今や真にイサクの許嫁である。その栄誉にふさわしい衣服を着なければならない。イサクの花嫁になることに同意するだけでなく、実際本当に自分自身と自分のすべての持ち物をその目的のためにささげなければならない。


  「そこでエレアザルは、『私を主人のもとに帰らせてください』と言った」。しかし、「老人」の父親や、レベカと地的な絆で結ばれている人々は反対した。「少なくとも数日は、彼女を私たちのもとにとどまらせてください」。これは決定的瞬間である。テストがなされなければならない。レベカはどうするのか？イサクに対する彼女の愛はとても強くて、自分を取り巻くものから愛慕の情を全く断ち切るほどのものなのか？自分の家に背を向け、父母、兄弟姉妹、家や土地を捨てて、イサクに向かって進むのだろうか？彼女の聞いた話が本当なら、これらのものに執着することは、愚行にも劣る行いである。イサクの生涯と財産に共にあずかる者に本当になれるなら、なおもラバンの羊の世話をするのはなんと愚かなことか。そんなことをすれば、彼女の前に示されたものをことごとく軽んじることになるだろう。あっさりと諦めてしまうには、この将来の見通しはあまりにも輝きに満ちている。そこでレベカはためらわずに立ち上がり、単純ではあるが素晴らしい「私は行きます」という言葉で旅立つ決意を述べた。「後にあるものを忘れて、前にあるものに向かって身を伸ばしつつ、上に召す賞に向かって前進した」のである。


  真に回心した者はみな、実際的な献身と真の聖潔の問題に速やかに直面するようになる。ここで、天然の人や地的絆は抗議して、この分離をしばしのあいだ遅らせるよう固執する。数週間、数ヶ月、義認の光の中を歩んでいる人で、聖潔の問題、「天然の人」、「肉的な思い」、世的なあらゆる係累からの十分かつ完全な分離という問題に直面するようにならない人はほとんどいない。「私は行きます」という人々と共に、聖霊は道中ずっと一緒に旅をしてくれる。そして、「この時代」の「夕暮れ」に、おそらく今世紀の夕暮れに（そうでないと誰が言えるだろう？）、おそらく今晩、慰め主がわれわれに大いに語り聞かせてくれたキリストがイサクのように外に歩み出て、その目を上げて、その妻が天の雲に包まれてご自分に会いにやって来るのをご覧になるだろう。キリストは彼女を力強い御腕で引いて祝宴の間に導き、王の食卓に座らされるだろう。「こうしてわれわれは永遠に主と共にいるようになるのである」。ハレルヤ！


  



  第十六章 変装した恵み


  
    「あなたは人々にわれわれの頭の上を乗り越えさせられた。われわれは火の中、水の中を通った。しかし、あなたはわれわれを豊かな所に導き出された。」（詩篇六六・十二）
  


  欄外では「潤った所」となっており、「肥沃な所」を意味する。この御言葉が示す偉大な主な真理は、クリスチャンが経験する困難の効用である。国々の歴史において次のことは事実である。逆境は国家の繁栄に常に役立つ。北国の住人は南方や熱帯の地の住人よりも常に優勢だった。住みにくい天候、不毛な土地、逆境のせいで、エネルギーと逞しい力が必要だったのである。


  反対と抑圧のおかげで、われわれの父祖たちは革命と英雄的行為を余儀なくされ、最終的に独立した。イスラエルはパロの抑圧のおかげで失った以上のものを得た。抑圧されればされるほど、彼らは増えて成長した。政治的・社会的大混乱の時に、最強の人々が育まれた。ワシントン将軍、アブラハム・リンカーン、グラント将軍、ロバート・Ｅ・リー、その他多くの人のような人々は、平時には決して前面に出なかっただろう。しかし、国家がきわめて大きな戦いをしていた時に、彼らは輝き渡ったのである。この国とスペインとの間でなされた最近の戦いがなければ、ホブソンやデューイーのことを決して耳にしなかった人々は数百万にのぼるだろう。反対や困難には、魂の中に眠っているきわめて強力な資質を呼び覚まして、最上の人々を活動に導く効用がある。聖書に出てくる傑出した人物たちはみな、困難という学校で学んだ。モリヤ山のあの恐ろしい悲劇まで、アブラハムは「忠信な者の父」とは決して呼ばれなかった。ヤコブは厳しい訓練という戦車に乗って、最高の偉業に上り詰めた。王座に至るヨセフの道はエジプトの獄屋を通る道だった。王座に至るダビデの道は九年間に及ぶ迫害と抑圧の谷間をくぐり抜ける道だった。王になることがどういうことか、またそれと同時に、冠を受けるには待たなければならないことを、彼は知っていたのである。パウロは足枷のついた状態で皇帝の家族に宣べ伝えた。ジョン・バニヤンはベッドフォードの牢獄で最高の働きをした。諸々の時代のきわめて傑出した人々は、地と地獄の攻撃を受けている時に輝き渡った。教会がかつて見たことのない最暗黒の時こそ、教会がきわめて素晴らしい勝利を勝ち取った時でもあった。


  これは教会全般に言えるだけでなく、個人にも言える。抑圧、反対、貧困に強いられて、多くの人の生活は道徳的栄誉と霊的偉大さに導かれたのである。神に対して忠信で、歴史の天空で特別な星々のように輝くであろう人々が数千人いるが、彼らは境遇に強いられなければ取るに足りない無価値な者だっただろう。境遇に強いられて、彼らは安楽な場所から、居心地の良い場所から、大きな争いと凄まじい戦いの中に導かれた。そして、その戦いが大きければ大きいほど、勝利も大きかったのである。戦わないかぎり、決して大勝利は得られない。勝利を望んでいるのだが、勝利を得るのに必要な戦いを恐れているように思われる数千もの人々がいる。試み、誘惑、困難、試練から尻込みする人々は、戦うべき敵がいなければ――戦うべき戦いがなければ――敵に対する大勝利は得られないことを理解できない。代々にわたる勝利を知りたければ、進んで暗闇の軍勢と取っ組み合いの戦いをしなければならない。それは、この世、肉、悪魔に対して、死、地獄、墓に対して、われわれに勝利を得させる御力を、神が示す機会を得るためである。


  困難の効用は何か？試練や誘惑の益は何か？たいていの人はこれらのものを恐れる。人々は厳しい誘惑や試練を災難と見なしている。これらのものがわれわれに臨む目的は何か？第一に言いたいのは、それらのものによってわれわれの真価が試されるということである。神は決して無価値な魂を試みたり試したりされない。だから、厳しい試練を受けているとき、それはわれわれがそれに値するからなのである。悪魔はすでに自分のものである人を決して誘惑しない。だから、悪魔が人々を厳しく誘惑するとき、それは彼らが悪魔の爪から救われていて、悪魔が取り戻したがっているからなのである。毒草は穀粒や小麦のように篩いにかけられない、とイザヤは言う。なぜか？篩いに値しないからである。穀粒や小麦は篩いにかけられる価値があるが、毒草にはない。あなたや私に篩いにかけられた経験が一度でもあるなら、それはわれわれはそれに値すると神が考えておられるからである。神は小麦から籾殻を取り除きたいのである。他の人々は比較的安楽な境遇にあるのに、あなた自身は厳しい時を過ごしているのを見いだすとき、ただこう考えよ。おそらく、彼らには試練を受ける価値はないのだが、神はあなたの中にその類の試練によって発達させられるものをご覧になっているのである。それは発達・成形可能なものである。成形・切削・研磨によってのみ美しくなるダイヤモンドのようである。


  悪魔がわれわれを狙うとき、それは悪魔がわれわれを得ていないからである。だから、悪魔の足や角の音を聞く時、下を見てゴミを拾う代わりに、悪魔がわれわれを得ていないことを神に感謝すべきである。悪魔は獲得済みの人々を狙ったりしない。肉的安全の揺りかごの中に寝かせておく。悪魔はアヘンを投与して彼らを眠らせ、その良心を麻痺させる。だから、彼らは奮い立って回心しないのである。悪魔が自分の使いの全団と共に狙う人々は、その爪から救われて解放された人々である。だから、悪魔は彼らをもう一度捕獲したいのである。


  だから、試練はわれわれの価値を証明する――われわれが何者なのかを示す――試み、反対、厳しい試練の時の行動の仕方から、われわれが何に耐えられるのかがわかるからである。高い圧力の下でも大丈夫なら、順調な時も大丈夫である。しかし、諸君、順調な時は大丈夫でも、強い北風の中では大丈夫ではないかもしれない。神はわれわれの鋼索の強さをわれわれに知らしめるために、時として激しい強風を送られる。神はシオンの昔ながらの船が航行に適していることをわれわれに見させるために、時としてわれわれを嵐に翻弄させられる。神は時として、われわれを狙う敵をその全軍勢と共に遣わされる。それは、その上に足を下ろして安全に感じられるものをわれわれが持っていることを、われわれが知解できるようになるためである。これによりわれわれは勇気、強い確信、霊の大胆さと勇気を得る。そのおかげで、きわめて恐ろしい姿をした死をものともせずに、神のために戦場を突き進めるのである。


  また、反対、困難、試練は、われわれの魂のまどろんでいる機能を目覚めさせ、われわれの内にある最善のものを発達させてくれるので価値がある。もしわれわれに潜在的な力があるなら、もし未発達の機能があるなら、それらのものが発達させられるようわれわれは望むべきである。人生の行程から察するに、神はご自身の民に対して、抑圧を信仰と聖なる働きへの刺激剤とされたように思われる。神は抑圧により、われわれの内にある最善のものを目覚めさせて、人の内にある最も強力な資質を完全に活動させられる。父の古時計の重りが、時計を動かし続けた。重り、重荷、困難のおかげで、われわれは進み続ける。神はわれわれの帆を広げて、強風の中でも航海できるようにしてくれる。われわれの帆は逆風をいっぱいに受けて、われわれは船首を風に向けて進む。そして、きわめて強力な反対に直面しつつ、われわれは勝利へと突き進むのである。


  二人の人が困難に直面した。一人は「この山のせいで先に進めない」と言って屈服した。もう一人は「この山は登るためのものである」と言って頂上に登り、遥か遠くの土地を見渡した。神の意図は、われわれに反対するものがみな踏み石に変わることである。われわれが困難を乗り越えることである。反対を受ける時、あなたは戦車に乗り込んで、柔らかいクッションに座り、おとなしくせよ。そうするなら、下僕が扉を開けてあなたを外に出す時、自分が高い地点にいること、体が大きくなって服が着れなくなっていることに、あなたは気づくのである！しかし、もしあなたがその戦車の車輪の下に落ち込むなら、車輪はあなたを押しつぶして傷つけ、あなたは打ち負かされる。


  愛する人よ、乗り込もうではないか。われわれに反対するすべてのものを乗り越えようではないか。われわれに臨むことを神が許されるものはみな、われわれがその山頂から別の山頂に登って勝利へと突き進むためのものであると見なそうではないか。古代パルティア人は、殺した敵の力がことごとく直ちに自分のものになると信じていた。だから、征服した困難から受けるべき力を受け取って、それをわれわれのものにしようではないか。それは、われわれが小人ではなく巨人になるためである。


  決して屈服してはならない。決して一時的敗北さえも喫してはならない。この瞬間から、雲が分かれてイエスが来られるまで、われわれは勝利し続けなければならない。神は容易に手が届く所に永続的勝利のための条件を備えてくださった。だから、われわれは台所にいても居間にいても、スラムにいても上流階級にいても、毎瞬勝利することができる。神のために至る所で勝利を得ることができる。ただしそれは、われわれが神に信頼して、備えられている利用可能な資源を用いさえすればの話である。決して恥じたり、混乱したり、困惑したりする必要はない。「主に信頼する人々は決して困惑させられることはない」。ハレルヤ！


  また、愛する人よ、われわれの敵や困難や反対の意図は僕となることである。カナンの巨人はイスラエルの糧となるためだった。神は巨人を糧に変えるすべを持っておられた。そうであるからには、われわれのすべての敵、反対、困難を、われわれを助けてくれる友人に変える力を神は持っておられる。イスラエルは束縛から解かれて「ペリシテ人の肩に乗って」故郷に帰る、と預言者は言った。ペリシテ人はイスラエルの敵だった。イスラエルはペリシテ人を乗用馬に変え、それに乗って故郷に帰った。そうであるからには、われわれは困難や反対を乗りこなし、われわれに立ち向かうものをすべて僕にできるにちがいない。悪魔さえも捕まえて、悪魔に自滅用の武器を造らせ、悪魔のいかづちをその頭上に降りかからせることができるにちがいない。そして、イエス・キリストによりわれわれはこの世、肉、悪魔に打ち勝つことを、悪魔に悟らせることができるにちがいない。


  われわれは勝利のうちに自分の棺桶の上に立ち、自分の羽で羽ばたくべきである。そして、われわれはイエス・キリストにより圧倒的な勝利者であることをサタンに理解させるべきである。ああ、なんたる臆病さ！ああ、なんたる卑屈さ！ああ、なんたるもたれよう！ああ、なんとめそめそした、ひ弱な類のキリスト教！神がわれわれをあわれんでくださいますように！今日必要なのは赤子ではなく兵士である。臆病者ではなく英雄である。入院している人々ではなく――そのような人は十分にいる――進んで前線に行く人々である。前線に行って神のために最善を尽くさないかぎり決して満足しない熱血漢を、天の神がわれわれに送ってくださいますように！


  われわれの中には僕を雇ったことのない人もいる。しかし、われわれは敵を僕に変えることができる。僕を雇うことはできないが、巨人をビスケットに変えて、われわれを害しようとした人々を餌食にすることができる。私に対して極悪なことを企んだ人々が、私に最大の祝福となった人々だった。私の最大の敵の中には、私の最大の恩人になった人々もいる。人々はそうするつもりはなかったのだが、私を祝福して助けてくれたのである。後になって、彼らはできるものならそれを取り返したいと思ったことだろう。


  敵はわれわれの味方であることを、われわれは理解するべきである。なぜなら、「神がわれわれの味方なら、誰がわれわれに敵対しえようか？」。神がわれわれの味方なら、万人がわれわれの味方であり、万事がわれわれの味方である。そして、「主を愛する人には万事が共に働いて益となる」。また、「この軽い艱難はわれわれのために働いて、遥かに卓越した永遠の重い栄光をわれわれにもたらす。われわれは見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ」。どうか神が、見えるものに対してわれわれの目を閉ざし、見えないものに対してわれわれの目を開いてくださいますように。王の麗しさと遥か彼方の故国を見ようではないか。


  次に、他の人々が辛い時を過ごしている時でも、われわれは楽しい時を過ごすようになる。この地点に達する時、あなたは自分を蹴飛ばす人に恩義めいたものすら感じるようになる。私はしばしば蹴飛ばされてきたが、振り返って「ありがとう」と言ってきた。私を大いに祝福してくれたのである。どうしようもないことである。私を助けてくれるすべての人に、私は恩を感じる。人が全く聖められて聖霊に満たされる時、人々はその人を蹴飛ばすかもしれないが、それはフットボールを蹴る以上の影響をその人に与えない。もちろん、ボールが対応するには数瞬必要だし、聖められた人でも蹴られればそれを感じる。われわれは人々から感覚を取り去る聖潔を宣べ伝えているのではない。聖められた人でも対応するのに数瞬必要だが、次の人に対応する用意がすぐに整う。十分な救いを受けている人々は、蹴飛ばされ、平手打ちされ、虐待されても、常に上機嫌である。なぜなら、蹴飛ばされ、平手打ちされるたびに、彼らの内にある良いものが発達して、さらに優った所にふさわしい者となるからである。


  ささやかな迫害を恐れるこの恐れから、神がわれわれを救ってくださいますように。われわれのキリスト教はあまりにも弱々しくて繊細な類のものなので、なんの役にも立たない。あまりにも病んでいて、戦いの役に立たない。あまりにも女々しくて、公の場に適さない。あまりにも神経質でめそめそしており、喜ばせるのが難しい。また、神のために何事をなすのにも、あまりにも多くの注目と、弁解と、言い訳を必要とする。聖潔運動の渦中にある場所を訪れても、戦う準備ができていて、戦争のために意気揚々と歩いている人は、聖潔の民の中に十人に一人もいない。戦いが終わったと思うと、たいていの人は安堵の吐息をつく。しかし神は、戦いを要求する思いを私の中に吹き込んでくださった。だから、戦いがある所に生きられないなら、戦いを生じさせることを私はするだろう。もしなにかを引き起こすとしたら、私は戦いを引き起こす。シオンで安楽に過ごしている民は、停滞と滅びという特徴をますます帯びるようになることがわかる。神がわれわれを助けて、この種のキリスト教からわれわれを救ってくださいますように。そして、実際の戦争の圧力に耐えうるものをわれわれに与えてくださいますように。困難や反対には、われわれの価値を実証し、神のためのわれわれの働きに役立つわれわれの最善の資質を発達させる効力があるだけでなく、神の資源を用いるようわれわれを駆り立てる効力がある。閉ざされた場所に入る時こそ、天の銀行から大金を引き出す時である。壁に押しつけられる時こそ、五十万ドルの小切手に署名して、天の窓に顔をしっかりと向け、出納係なる御方が私に注意してくれるまでそこにとどまる時である。パウロが言うように「耐えられないほど圧迫されて」いる時こそ、天の資源を最大限に引き出す時である。われわれが大いに引き出すことほど、神が喜ばれることはない。それは、われわれが事業全体の総裁である神に信頼していることを証明する。われわれは王国の無尽蔵の富に信頼する。そこでなにが起きても恐れない。ただ大いに引き出すだけである。


  過去数ヶ月の間、私は為替手形をいくつか振り出すことを余儀なくされた。振り出すことになるとは夢にも思っていなかった手形である。しかし、ここで今晩、あなたたちに告白しなければならない。手形が速やかに決済されなかった件で、私はこれまで天の銀行に支払いを一度も要求してこなかったのである。神の倉庫はすぐそこにあって、信仰の人が叩くのを待っている。勇敢に神を信じる人は、たちまち貧しい乞食から億万長者になる。そして、信仰のペンをさっと走らせることで、永遠の富を十分に活用して、天の貴族階級に仲間入りする。私はボストンの四百人に属するよりは、むしろ天の貴族に属したい。この世の差し出すものをすべて得るよりは、天の選民の一人になりたい。


  われわれの救いは大いに素晴らしく、壮大で、驚異的である。そのため、それに文句を言った人はいまだかつてだれもいない。全世界が一度に救われたとしても、天の天使や大天使は余裕である。神がわれわれを目覚めさせてくださいますように。神がわれわれを今の状態からさらに優った状態にもたらさなければならない時でも、私は「アーメン」と言う。母鳥の鷹が子供の鷹に飛ぶことを教えたい時、母鳥は巣を掻き乱す。せっせと綿を取り出して刺を残す。時としてそれが効を奏さないこともあり、大怠け者の若鳥は巣にとどまることを欲する。母鳥は羽ばたいて外に出て模範を示し、若鳥たちに勧め、飛ぶことを試みるよう懇願する。その後、母鳥が巣を引き裂いて、若鳥たちに行動を促すことも珍しくない。もちろん、母鳥は母親としての情を持っていて、若鳥が飛んで落ち始めると、いつでも羽をその下に広げるのである。


  母鳥の鷹が巣を引き裂いて綿を取り出すのは、あわれみによる。鳥が巣の中にとどまるのを許されるなら、なんの役にも立たなくなり、羽も無駄になることを母鳥は知っているのである。教会の中には、巣の中で座り込んでいる人々が大勢いる。彼らは完全に麻痺していて、ほとんど頭と胃袋で出来ている。神が巣を掻き乱すようなことを送らないかぎり、彼らは決して飛ぶことができない。多くの時、あなたが最も恐れたことは、神があなたを優った場所にもたらすためにあなたの巣を掻き乱すものだったのである。近頃、不穏な状況を感じるが、勇気を出して、私のためになにか優ったものが用意されていることを神に感謝することを私は学んだ。


  神の御言葉を読むと、ダビデが王として立てられた時、ペリシテ人が彼を攻撃しにやって来た出来事が記されている。ダビデが王になる前は、ペリシテ人はダビデを攻撃しにやって来なかった。なぜか？ダビデは攻撃に値しなかったからである。しかし、彼が王として立てられるやいなや、ペリシテ人は彼を狙ったのである。ペリシテ人がわれわれの周りで轟音を立て、ヅカヅカと歩き回り、吠え猛るのを耳にする時――それはわれわれがまさに昇進しようとしているのを彼らが聞いたからであると、どうしてわれわれは考えないのか？どうしてわれわれは物事の好ましい面を見ないのか？また、神はわれわれを優った場所、潤った場所、肥沃な場所にもたらそうとしておられると、どうして考えないのか。そこでは干上がることは決してないのである。


  決して干上がらない場所に入ることは、われわれに対する大いなる祝福であると私は思う。私はこれまで多くの干上がった教会を訪問してきた。だから、潤った場所に行くのはとても嬉しい。私は天からの火を祈り求めて、最近の冷たい多くの教会を目覚めさせなければならない。「完全な救い、人々に涙を流させる完全な救いのリバイバルを与えてください」と、私は神に祈っている。「教会は後退し、罪人は群れをなして地獄に行こうとしています。この事実のために流す涙を与えてください」と、私は神に祈っている。あなたや私が信じているように、もし人々が地獄に行こうとしているのなら、われわれはそれについてなにか言わなければならない。私は地獄の燃えさかる門のところまで罪人たちを追いかけて行き、彼らが中に入ることに抗議するつもりである。神は燃えさかる門から魂を連れ戻して獲得し、彼らを神の軍隊の中に植え付けておられる。


  われわれが中に入って、臆病者になったり、めそめそしたり、作り笑いをしたりする代わりに、神に対して真実になるなら、本当に途方もない可能性が拓かれる。聖霊と火のバプテスマによって人々が全く聖められる時、人々はマンネリから抜け出して修理屋から去るようになる。どっちつかずの状態を脱して、悪魔の全軍勢の中を突き進むのに十分な原動力を持つようになる。この力を持たない人は、これを経験していない。私はあなたたちに言いたい。いま話しているこの輝かしい経験を真に経験した人々は、地も地獄も恐れない人々である。一万の悪魔どもも恐れないのである。


  この国の聖潔の民を止めることはできない。彼らは至る所で命をかけている。なにもしないでいるよりは、むしろ死ぬことを望んでいるからである。なにもしないよりは、むしろ宣べ伝えることを望んでいるからである。彼らはこの世で安楽な時を過ごすよりも、むしろ神の御子と共に苦しむことを望んでいる。この世が差し出すものをすべて得ることよりも、むしろ自分に臨む非難にあずかることを望んでいる。この罪深い時代に安楽な時を過ごしている人々は、裁きのときに辛い時を迎えるだろう。この世が地獄に落ちつつあるのになにもしないで座っているなら、かの日狼狽に満たされるだろう。あなたが良しとしてくれるなら、私は今、辛い時を迎えたいのである。今、消耗したいのである。力があるうちに、行って神に仕えたいのである。割れるような頭痛がする時に、宣べ伝えたいのである。だが、決して安楽に座り込みたくない。決して自己憐憫に耽りたくない。決して自分を憐れんだりしたくない。「自分は辛い時を迎えている」等と決して早合点したくない。「後方に下がってもいいですか？」等と決して求めたくない。「私を前線に遣わしてそこにとどまらせてください」と私は神に求めている。愛する人よ、前線にどんな勝利、成功、輝かしい征服があるのか知ってさえいれば、われわれは全員前線に行くことを望んだであろう。


  キューバにおける最近の戦争で戦ったラフ・ライダーに所属していたトマスは、致命傷を負って毛布の上に横たわっていた。彼の仲間たちはその毛布を持って、彼を向こうの日陰に移そうとした。すると、彼は立ち上がってこう言ったのである、「自分を前線に運ぼうとしているんですよね？前線に運んでください。連中は私の隊長を殺した。前線に運んでください！」。そこで、仲間たちはいくつもの岩石を越え、茨を突き進んで彼を運んだ。通った後には血の筋が残されたが、彼は「前線に向かえ！」と叫び、ついに意識を失って死亡したのだった。


  >「スクリブナー・マガジン」でこの記事を読んだ時、私は言った。「一介のラフ・ライダーに祖国のためのこのような行為ができたからには、今はクリスチャンたちが自分の痛みや試練を忘れる時である。今は自己憐憫をやめる時である。今は自分の苦しさを忘れて、『前線に向かえ！』と叫び、敵を塵の中に踏みにじって、敵の土塁のてっぺんに血に染まった神の御子の旗を立てる時である」と。神は私の中から臆病な血を最後の一滴まで取り去ってくださった、と私は慎んで信じている。もし臆病な血が一滴でも残っているのがわかれば、私は血管を切り開いてその血を取り出す。いつまでたってもへつらい、駄々をこね、お世辞を言い、人々に迎合し、諸教会に迎合し、牧師たちに迎合し、長老たちや司祭たちに迎合し、金持ちや背高帽をかぶった人や白ネクタイをした人に迎合しているとは、なんたることか！神がわれわれをあわれんでくださいますように。諸君、教会やこの世がわれわれに与えうるあらゆる賛辞よりも、神の御子の微笑みのために尽くすようになる時が来るだろう。


  「あなたは人々にわれわれの頭の上を乗り越えさせられた。われわれは火の中、水の中を通った。しかし、あなたはわれわれを豊かな所、潤った所に導き出された」。締めくくりに注目したいのは、この御言葉が述べている二つの要素は自然界の中で最も恐ろしくて破壊的な二つの要素――火と水――だということである。神は人を火の中、水の中でもくぐり抜けさせることができる。そうである以上、神は地獄の門の此岸のどこでもわれわれを保つことができる。われわれは勇敢に神を信じる。なにが来ようと関係ない。火や水の及ぼす影響はただ、われわれを潤った所に導き出すことだけである。その所で、かつて以上にわれわれは喜ぶのである。


  しかし、聖霊によるバプテスマによって全く聖められないかぎり、決してこの経験を知ることはできない。なぜなら、これだけがわれわれを肉的な性質から解放して、全能なる神に対して絶対的に忠実な者にするからである。だから、今晩話したようなクリスチャンになりたければ、この第二の祝福、このペンテコステ、聖霊によるこのバプテスマを求めて見いださなければならない。臆病者になりたくない人、臆病さから徹底的に解放されたい人、「十字架の兵士と小羊に従う者」になりたい人、神の御子のために生死をかける覚悟のある猛者になりたい人が、今晩この聴衆の中に大勢いると私は信じる。この幸いなバプテスマを受けるなら、われわれはみなそのような人になれる。どんな代価を払っても「勇敢に突き進む決意」を持って歩む覚悟のある人は、今晩ここに何人いるだろうか？


  



  オハイオ州シンシナティでの説教、一八九八年十一月三十日


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著作権をつけないでください。
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